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開議 午前 ９時００分 

 

◎開  議 

○議長（杉山広充君） ただいまの出席議員は12名で定足数に達しております。 

  これより本日の会議を開きます。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（杉山広充君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

  なお、説明員は12月９日と同様ですので、御了承願います。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（杉山広充君） 日程に入る前に、諸般の報告を行います。 

  12月９日本会議散会後、全員協議会を開催し、上程議案の詳細説明を受けました。 

  続いて、議会運営委員会、全員協議会を開催し、定例会最終日の議事日程等について御協

議いただきました。 

  また、議会広報委員会の皆様には、議会だより速報版の作成を行っていただきました。 

  12月12日には議会運営委員会を開催し、請願の取扱いについて御協議をいただきました。 

  また、監査委員から、お手元に配付のとおり、財政援助団体監査結果について報告があり

ました。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

  なお、本日は、川根本町議会傍聴規則第６条第２項ただし書の規定により、小学生以下の

傍聴を許可いたしますので、御了承ください。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第１ 一般質問 

○議長（杉山広充君） 日程第１、一般質問を行います。 

  通告制により通告された質問者は、佐々木直也君、中澤莊也君、澤西省司君、石山貴美夫

君、野口直次君、大竹勝子君であります。 

  順番に発言を許します。 



－50－ 

  再質問については、議会運営の申合せにより一問一答方式で行います。質問の制限時間は

30分です。的確に質問、答弁をするようお願いいたします。 

  １番、佐々木直也君、発言を許します。１番、佐々木直也君。 

○１番（佐々木直也君） おはようございます。１番、佐々木直也です。本日も通告に基づき

質問をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  今日は大きく二つについて質問させていただきます。その中で細かいことをたくさんちょ

っと聞かせていただきたいと思います。 

  一つ目、教育大綱の中にある「子育てしてみたくなるまちづくり」ということについて質

問させていただきます。 

  川根本町教育大綱の中に大きなテーマとして、学校教育ビジョン、社会教育ビジョン、三

つ目に子育てしてみたくなるまちづくりというふうに三つ大きくカテゴライズされているわ

けなんですけども、その学校教育ビジョン、社会教育ビジョンについては、前回、前々回の

一般質問で質問させていただいた中で理解しましたし、また、希望を持って今後も行政の

方々がやっていくことについて見させていただこうと思っているところであるんですけれど

も、今回、この三つ目の「子育てしてみたくなるまちづくり」という言葉の中でいろいろ質

問させていただきます。 

  まず、「子育てしてみたくなるまちづくり」というこの言い回しがなかなか奥深いという

か、「してみたくなるまちづくり」というのはすごい面白い言い方だなと思って、僕はとて

も好きだなと思ったんですけども、その中で一つ目が、学校再編で小・中学校、今後義務教

育学校になる見込みですけれども、そのビジョンについては理解をいたしました。さらに保

育園、幼稚園などの幼児教育の部分と、高校を包括した町独自の子育てビジョンをどのよう

に描いているのか、また、その描いているものの現状について伺います。 

  二つ目、子育て支援施設、放課後児童クラブについて、町として特色のある取組をしてい

るのでしょうか、伺います。 

  三つ目、川根高校魅力化コーディネーターがもうすぐ満期となります。それで、来年度の

求人をもう既に行っているんですが、町として現在の高校魅力化コーディネーターの実績等

を踏まえて、今後どのようなことを期待しているかを伺います。 

  大きく二つ目、町内の子供の遊び場について質問させていただきます。 

  町内には子供を安心して遊ばせられる場所、かつ子供が楽しめる場所があまりないように

思います。これは町内の子育て世代にとっても大きな悩みではあるんですが、観光客目線で

も大きな問題であるように思います。町の豊かな川や山などの自然を生かしたシンボリック

な公園があれば、町民の愛着や観光の方の思い出につながり、喜んでいただけると思うので

すが、町長はどうお考えでしょうか、伺います。 

  以上で演壇からの質問を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（杉山広充君） ただいまの佐々木直也君の質問に対し、町長の答弁を求めます。町長、
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薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 皆さん、おはようございます。一般質問、最終日ということで。北陸、

日本海のほうは寒波に襲われているそうです。今日から寒い日が続くようですが、お体気を

つけて頑張っていただきたいと思います。 

  それでは、佐々木議員の質問にお答えしたいと思います。 

  まず、質問事項１の１で、保育園、幼稚園と高校を包括した町独自の子育てビジョンをど

のように描いているかという御質問にお答えさせていただきます。 

  私は、日頃から教育はまちづくりであると以前から申し上げております。町独自の子育て

ビジョンについては、少人数の川根本町だからこそできる教育を進めていきます。まずは、

学校再編に向けて、小・中学校において個別最適な学びと協働的な学びを進め、子供たちの

可能性を引き出す教育を進めていきたい。以前から申し上げていることです。 

  今後は、さらに就学前の保育園や幼稚園、川根高校とも教育ビジョンを共有しながら、就

学前から18歳まで、一人一人を大切にした川根本町だから実現可能な夢のある教育を進める

よう関係機関に指示しています。 

  １の２、次に、子育て支援施設と放課後児童クラブについてお答えをさせていただきます。 

  子育て支援施設では、施設の保育士が乳幼児の家庭を訪問することで、出産を終えたばか

りの母親の不安解消に努めています。また、毎月発行するお便りを自宅に届けるなど、最低

でも月に１回は母子の様子を確認し、必要な支援につなげる取組を行っております。これは、

当町が小さな町であっても、２か所の子育て支援施設を設置していることで行えるものと考

えています。 

  放課後児童クラブは、町内に２か所、本川根児童クラブと中川根児童クラブがあります。

その運営をＮＰＯ法人かわね来風に委託しており、地元で取れる野菜などの手作りのおやつ

をつくったり、支援員と児童が一緒に調理することもあると聞いております。学校では、キ

ャンプや調理実習等でしか行うことがない異学年の児童と一緒に調理を行うといった体験を

しています。特に中川根児童クラブにおいては、３小学校の児童が利用するクラブで、学区

を超えた異学年の児童と知り合う機会であることも特徴の一つです。 

  次に、三つ目です。川根高校魅力化コーディネーターについてお答えします。 

  川根高校魅力化コーディネーターは、川根高校の教育活動について発信し、多くの小・中

学生や町民の皆様が川根高校に魅力を感じ、興味を持っていただける活動を期待しておりま

す。 

  具体的な取組としては、まずは、川根本町をホームグラウンドとした教科授業、総合探究、

地生学といった授業の中で川根高校生に地域を知っていただく。その上で、小・中学生との

交流や、地域の方と一緒に活動する機会を増やしていただき、地域の行事や伝統文化継承の

事業に参加するなど、世代交流を図っていただく。そうした取組が今まで以上に地域の方か

ら愛され、魅力ある学校として、一人でも多くの生徒が川根高を目指すような情報発信に期
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待するものであります。 

  質問事項２番ですけれども、子供の遊び場に関する御質問にお答えします。 

  令和元年度に策定した第２期川根本町子ども・子育て支援事業計画では、子供の遊ぶ機会

の充実を、また総合計画後期計画においても、「子供たちが安心して遊べるような遊び場・

遊び方の提供」を掲げております。この施策の一環として、本年度、「かわねほんちょう遊

び場マップ」を作成しています。子育て中の御家族に向け、外に出て遊ぶことの大切さ、町

内には安心で安全な公園や広場がたくさんあること、そして、そこでの楽しい遊び方などを

広く伝えていきたいと考えています。 

  また、遊び場マップはスマートフォンでも見られるようにし、観光客など本町を訪れる多

くの方に情報を提供し、川根本町での過ごし方の参考にして楽しんでいただきたいと考えて

おります。 

  詳細については、担当課長から答弁いたします。 

○議長（杉山広充君） 健康福祉課長、森下育昭君。 

○健康福祉課長（森下育昭君） それでは、佐々木議員の質問にお答えをさせていただきます。 

  現在、町で遊具等の保守点検を行っている遊び場が、下泉児童遊園地、奥泉のいずみ遊園

地、瀬平屋外遊技場、三津間屋外遊技場の４か所あります。また、町内の保育園や子育て支

援施設の園庭や遊具等を休日などに開放もしております。そして、各地区には遊具が設置さ

れているような広場などもあります。 

  本年策定をしました総合計画後期計画の審議会においても、子供の遊び場の情報が少ない

との御意見もいただきました。先ほど町長が答弁をしました「かわねほんちょう遊び場マッ

プ」で、本町の自然を生かした公園広場等を紹介し、住民の方をはじめ、本町を訪れていた

だいた観光客の方にも楽しんでいただければと考えております。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） 再質問を許します。１番、佐々木直也君。 

○１番（佐々木直也君） ありがとうございます。 

  一つ目の保育園、幼稚園、高校を包括した部分の教育大綱の話なんですけれども、まず、

教育大綱が出ていますけども、もちろんホームページにも載ってますけども、これの発行元

はどこの部署か教えてください。 

○議長（杉山広充君） 教育総務課長、平松敏浩君。 

○教育総務課長（平松敏浩君） 教育委員会となります。 

○議長（杉山広充君） １番、佐々木直也君。 

○１番（佐々木直也君） ありがとうございます。 

  教育委員会ということなんですけれども、これは総合教育会議の中で教育大綱というのが

恐らく話し合われていることだと思うんですけれども、課を超えてといいますか、今のとこ

ろ保育園、幼稚園を管轄している健康福祉課というのは、総合教育会議の中に入っていない
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かと思います。なので、今後包括して全体を通して川根本町の魅力として教育をやっていく

という中で、この総合教育会議という中に健康福祉課も入っていただいて、保育園だったり

とか、あとは放課後児童クラブだったり、子育て支援施設という部分でも、町の教育という

のはこういうふうにやっていきたくて、子供はどういうふうに育ててほしいんだということ

を、研修だったりとか、保育士さんだったり、その施設を運営している業者さんの中で働い

ている方々にも、子供たちがこういうふうになってほしいんだよというのを共有していただ

く中で、町の方向性というのが、教育の方向性というのが働いているみんなで共有できれば

なと思うので、健康福祉課にもその総合教育会議に入っていただくというのはいいかなと思

うんですけど、いかがでしょうか。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 子育て、教育全て各課連携の中で私は指示しているところですけれど

も、いろいろな部門の中にあって、やはり健康福祉課も健康の面を考えたり、いろんな先の

ことを考えてくれたり、今後の参考にしながら、また各課連携の中でどうあるか努めていき

たいと思っています。 

○議長（杉山広充君） １番、佐々木直也君。 

○１番（佐々木直也君） ありがとうございます。 

  ぜひ全体で一つということで、通しで乳幼児から高校まで子供たちがずっと育っていくと

いう町になるに当たって、やはり幼児教育、保育園、もちろん今でも皆さんすごく伸び伸び

育つような環境をつくるために、保育士さんだったりとか幼稚園の先生方、よくやっていら

っしゃるのはお話を聞いて分かってはいるんですけれども、町の方針というのを色を統一し

ていただきたいなと思います。 

  次に、高校の魅力化コーディネーターの話なんですけども、そもそも「川根高校の魅力化」

という言葉なんですけども、今いろいろ説明を聞いた中で、魅力化というもののベクトルが

地域にとってなのか、高校生にとってなのか、それとも川根留学生として呼ぶために魅力が

あるような教育のカリキュラムをつくるということなのか、それが魅力化という言葉が結構

抽象的なので、町が求める一番大きな「魅力化」の言葉のベクトルを教えてください。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 大きなベクトルということで、私が議員時代、たしか１期目の後半で

したか、あの頃はやはり川根高校の魅力化というか、まちづくり、その設定の中においとい

て、第１常任委員会で隠岐島前高校へ行ってきました。当時行ってくれたメンバーもおるん

ですけれども、その島前高校というのは、やはり町と一体となった教育、そういった教育を

やっていました。私自身もその頃考えたのは、町の魅力、当然まちづくりから川根高校は始

まったところもありますので、そのときからいろんなことを考え、この魅力化コーディネー

ターも、前の教育長もそれを狙ったところで、それが今まで来ているということで、地域も

そうだし、この町から発信していく川根高校。いわゆるこの前、県の教育長ともちょっとお
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話ししたんですけれども、町長、これからというのは、学校というのはどんどん減っていく

という、統合して。それにはやっぱり町の魅力化もつけて、川根高校に子供さん呼ばなきゃ

という、そういった意味の中で留学制度というものがありますので、議員おっしゃられると

おり、全てがベクトルだと。その中に置いておいて、どうやって川根高をこれから存続させ

ながら、地域の皆さんともコミュニティー取りながら進めていくか。そこはやはり大事に心

がけながら、幼稚園、保育園、そして義務教育学校、川根高校、全てにつなげて教育という

ものをしっかりと捉えてやっていきたい、そんなふうに思ってます。 

○議長（杉山広充君） １番、佐々木直也君。 

○１番（佐々木直也君） ありがとうございます。 

  今、町長おっしゃった島根県海士町の高校のことなんですけども、ここはまさにここの町

のいいお手本になるなと思うのは、本当に保育園、幼少期から高校までの一貫した教育とい

うものをすごく意識してやっていらっしゃる。その中で地域とつながることによって町全体

が活性化していく。子供たちと老若男女みんながすごく一体となってやっていくというのが、

やはり１本の線が通っているからということだと思うんですけども、例えば高校生が小学生

に対して名産品であるイカのさばき方を教えてあげるとか、何かそういう交流があったりと

かするわけなんですけども、人口が2,200人の中で何と移住者が１割くらいいるということ

で、物すごい効果が出ているらしいんですね。 

  その海士町で働いている方にお話を伺うと、14年かかったと言っていました。最初の構想

をこういうふうにやったらいいんじゃないかということをやって、14年間かかったというふ

うにおっしゃっていたんですね。これというのは、本当にずっとそれこそ学校で働く先生、

高校で働く先生だったり、行政の方々というのはどんどん入れ替わったりとか、世代が替わ

っていくのに、14年同じことをやり続けた結果、移住者が今の時点で１割。どこか忘れてし

まったんですけど、何かインターネットの検索の企業ランキングみたいなもので海士町とい

うのが名立たる大企業の検索に並んで入るぐらい、もうそこに行ってみたいという方が非常

に多いという今、状況らしいですね。だから、すごく今この町がやろうとしていることは時

代にも合っていると思いますし、今後1000年続くということをうたっているこの町にとって

も、粘り強く同じことを言い続けてやっていくという姿勢は、人がついてくる、移住を希望

する方が増えるということだと思いますので、ぜひ教育について一貫したポリシーを持って、

大きな青写真を描いて、それに向かってやっていただければなと思います。 

  高校魅力化コーディネーターの募集要項の中に業務内容というのがあります。大きく四つ

ですね。川根高校に対する町支援事業の推進、川根留学生の自立支援サポート、地域交流実

施に向けた支援、川根高校魅力化事業の推進サポートということであるんですけども、これ、

前回お一人目だった、今もうすぐ満期になる方の募集の業務内容と変更した部分というのは

あるんでしょうか。 

○議長（杉山広充君） 教育総務課長、平松敏浩君。 



－55－ 

○教育総務課長（平松敏浩君） 基本的には変わっておりません。継続しております。 

○議長（杉山広充君） １番、佐々木直也君。 

○１番（佐々木直也君） では、今後、今やっていらっしゃるコーディネーターの方がずっと

やってきた実績を引き継いで次の方にもお願いするというイメージでよろしいでしょうか。 

○議長（杉山広充君） 教育総務課長、平松敏浩君。 

○教育総務課長（平松敏浩君） ぜひ今まで３年間やっていただいたものを引き継ぎながら継

続していくという方法で検討をしております。 

  以上でございます。 

○議長（杉山広充君） １番、佐々木直也君。 

○１番（佐々木直也君） 今やっていらっしゃる方、３年間の中でいろんな企画を立ち上げて、

川根高校生がそれこそ地元の方々、地域の方々と交流している様子というのはＳＮＳ等でよ

く拝見させていただいていますし、地域の方々も川根高校生に何かやってもらいたいよとい

う声とかよく上がってくるので、地生学だったり、そういうイベントに参加する、行事に参

加するという、その働きについてはとても効果的だなと思いますので、その部分については

川根高校の色としてちょっと出ているのかなというところではあるんですけども、一方で、

川根留学生、寮にたくさん入ってますけども、休みの日なんか行く場所がなくて、外に出な

いということがあったりとかするのは現状としてあるわけなんです。業務内容の二つ目の自

立支援サポートの中に、寮の訪問や学校の相談室を活用して、よりよい寮生活を送るために

自治能力の育成と、それを発揮できる寮生活の醸成への支援、それを「寮ミーティング」と

言っているみたいなんですけれども、これがあるんですけども、この寮ミーティングという

のは何回かやっているんでしょうか。 

○議長（杉山広充君） 教育総務課長、平松敏浩君。 

○教育総務課長（平松敏浩君） 今年また報告会があるんですが、昨年２月７日に報告会をし

ていただいております。その際にも寮ミーティングの活動内容とかを報告していただいてお

りますし、今年も何回か寮の皆さんを集めて、寮ミーティングというような形で、地域の方

を交えて活動しているという状況は報告を受けております。 

○議長（杉山広充君） １番、佐々木直也君。 

○１番（佐々木直也君） 川根高校の魅力化コーディネーターの中の仕事の一つとして、この

寮ミーティングというのがうたってあるわけなんですけども、非常に寮生、親元を離れて自

分たちの力で生活をしているという高校生にとって、誰と、どんな大人と接するかというの

が非常に重要なことだと思いますので、新しくいらっしゃる川根魅力化コーディネーターの

方には魅力的な方を採っていただいて、その背中を見せるというか、よく話をしていただい

て、大人になるって面白いなとか、こういう職業もあるんだなとか、そういうのを見せてい

ただけるような方をぜひ採用していただいて、この寮ミーティング、重要なことだと思いま

すので、そこの部分、力を入れていただければなと思います。 



－56－ 

  以上でこの川根魅力化コーディネーターについての質問は終わります。 

  次に、公園の質問をさせていただきます。 

  今説明ありました遊び場マップ等の話というのは、もちろん令和２年の３月、中原議員が

僕と同じような質問を一般質問でした中で、その中でできた話だとは思うんですけれども、

結局というか、この町の子育て世代の人というのは、遊ぶのにやっぱり町の外に出てしまう

んですね。これは本当に僕も実際のところそうなってしまうんですけれども、今日質問させ

ていただいた、子供を安心して遊ばせられる場所、かつ子供が楽しめる場所という言い方を

させていただいているんですけども、子供、「遊んでおいで」と言って、手放しにしたいん

ですね。なので、例えば大きなアスレチックがあるとか、誰か見てくれる人がいて何か遊ぶ

場所があるとか、何か世の中、日本の中でもそういう子育てのいろんな企画というのはある

んですけども、大きく二つ僕のいろいろ見る中ではあって、アスレチックみたいな巨大な構

造物があって子供を遊ばせておくという公園の在り方と、あとは原っぱ大学とか、プレイパ

ークとか何かそういう遊び場として子供が自分の責任でもって、例えば泥だらけになるとか、

水遊びをするとか、木登りをするとか、たき火をしてみるとか、そういうような遊べる場所

としてＮＰＯが入ったりとかして子供を遊ばせておけるという、二つのパターンがありまし

て、町はとても自然が豊かなんですが、川を利用したりとか、山を利用した公園というもの

がほとんどないわけです。手放しで大人が行って遊べるということがほとんどないので、結

局のところは町の外に出ていって遊ばせる場所に連れていって、「遊んでおいで」というふ

うにしてしまっているのが現状なわけなんですけども、それをすぐつくるというのはなかな

かもちろん難しい話だと僕も承知しています。 

  掛川に22世紀の丘公園というのがあるんですけども、ここのコンセプトが、ゆっくり、じ

っくり、手作りの森を育てる。100年かけて美しい森、樹木の公園を楽しみながらつくり、

つくりながら楽しみたいということで、アスレチックとか、例えば食堂みたいのもあるんで

すけれども、100年かけてやっていきますよというコンセプトなんですね。これ、すごく僕

すてきだなと思って、この町、1000年先も残っている町ということを言っているわけなので、

長い目で見て、ここの公園はこうなったらいいなという大きなビジョンがある中で、徐々に

つくっていくというのもありなんじゃないかなと僕、思いまして、このまねじゃないですけ

れども、本当に自然が豊かなので、川だったり山だったりを利用して、ゆっくりゆっくり毎

年ちょっとずつ育てていく公園という方向性もありなんじゃないかなと思うんですけれども、

いかがでしょうか。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） いい御提案だと思います。また、私も22世紀の公園、孫を連れていっ

たとき、いろいろ知っています。また、ただ、今までのずっと続きが、私の小さい頃は、本

当に泥んこで山の中を走り回ったりいろいろできたんだけど、今はなかなかいろんな犯罪が

あったり、いろんなことをニュースで言うものだから、子供たちを手放しで親御さんが出さ
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れない。そういったこともあって、含めて、こういう小さな町でも何があるか分からないこ

ともある。危険はいつもそばにあるものですから、なかなかアスレチックとかなんて、ウッ

ドハウスが前にあった。私も中原議員も子供を連れていったり、昔はいろいろしていた施設

はあったんだけども、やはりそういったことの中において、しっかり管理する者がいないと、

ああいうところも危険があるものですから、例えば三島のスカイウォーク、あの周辺という

のはそういった施設をつくってお客さんを呼んでいるわけでしょう。 

  だから、子供たちにも本当に今、佐々木議員が言われるように、1000年かけてというなら、

どこか場所を設定して、それはやればいいことなんだけれども、どうしても今施設って場所

が我々のところは限られてくるから、そこの中においてどう施設を運用していくかという、

そういった問題点もあろうかと思うんですけども。御質問にあったことはそれぞれにいろん

な意味で私も思っているところもありますので、今後いろんなことを関係課に話をしながら、

できることからまた進めていきたいと思っております。 

  取りあえずは今回つくったマップ、これは前、本当に中原議員も以前質問したことの中に

おいて、いろんなことがあって、いろんな遊び場、観光の皆さんも来て遊んでもらう。そう

いったことの中で、小さなことだけども、それも一歩だから、そういうことを進めながら、

また考えてまいりたいと思ってます。 

○議長（杉山広充君） １番、佐々木直也君。 

○１番（佐々木直也君） ありがとうございます。 

  僕の言う中と、今町長がおっしゃった中で、やはり子供たちが遊ぶということ、小さい公

園あるのは僕も分かってはいるんですけども、結局１日とか半日そこで一緒に遊びたいなと

なったときに、どうしても時間が潰せないというのか、過ごせないことが現状なんですね。

なので、そういうのってもちろん町民にとってもなかなか悩みの種でもあると同時に、観光

に行くきっかけというのか、僕もどこかに遊びに行くときとかも、子供がまだ小さいので、

子供をどこで遊ばせようかなと考えたときに、なかなかこの町には遊び場がない。その遊び

場マップというので探せばあるのかもしれないんですけど、やはり長時間遊ぶということが

現実として難しいのはあるので、何か本当、１日とか半日過ごすということは、観光客が来

るのと、観光客はやはり御飯なども食べますから、御飯を食べたりするという部分でも非常

にもったいないなというところなんですね。結局僕らも外に出かけると、やっぱり外で御飯

を食べるわけです。町内で遊べれば町内で御飯は食べるわけなんですけれども、そういうこ

ともあるので、観光にも非常につながることですので、長い目で見た公園というのをつくる

のもありだと思いますし、それは行政、町の予算でつくっていくのもありだと思いますし、

また、国交省がやっているＰａｒｋ－ＰＦＩという制度がありまして、これは公園に施設を

設置して、運営する民間事業者を公募により選定するということなので、初期投資でちょっ

と建物を建てたりというのはあるかもしれないんですけども、公園の管理を含めた民間の業

者というものを公募するというのも、はやりといいますか結構増えてきているみたいなので、
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これでやり方を探るというのも一ついいのかなと思います。 

  先日、12月１日からマザーポート移住という、全国に先駆けて始まったひとり親家庭の移

住支援というのがあると思うんですけども、仕事と住む場所については、こちらで情報発信

します、心配しなくていいよということをやっていらっしゃると思うんですけども。ひとり

親の家庭が来て、仕事と家が困るのは確かにそうなんですけども、その先で、話す人がいな

いとかコミュニティーになじめないということというのも結構大きな問題。そこで心が折れ

て、結局中途半端な感じになってしまうんですかね。何か都会から、都会ってそういう意味

ではある意味気楽な部分があって、田舎に移住してきて、コミュニティーに何か形の上では

入っていて、参加はするんだけどもやっぱりなじめなくて疲れしまう。やっぱり東京のほう

が楽だったなというふうになってしまうと非常にもったいないので、その部分をケアするの

ってもちろん子育て支援施設に行ってみればいいよとか、そういう話もあるんですけれども、

もっとナチュラルに井戸端会議的に、公園に遊びに行くと誰かがいて、子育ての悩みとかを

何かナチュラルに相談できる雰囲気というのもとても大事なことだなと思いますので、そう

いう意味でもマザーポート移住という移住推進プロジェクトというのを全国に先駆けてやっ

ている中で、そういう部分もケアしていただくためにも、人が集まりやすいような公園とい

うものを整備していただけると、より一層こういうものが魅力的に映るのかなと思いますの

で、本当、ひとり親家庭の心のケアの部分まで含めても、こういうものって本当に、ひとり

親じゃなくても意外といろんな交流をすることが苦手な親御さんというのもいらっしゃいま

すから、人が集まるような場所というものをつくっていただくためにも公園をお願いしたい

なと改めて思います。 

  それで、この公園については、それこそちょっと最近議会などでも話題に上がってますけ

ども、学校の跡地というものを利用したものでもいいのかなというふうに思いますので、そ

の辺も検討していただければなと思います。 

  先ほど町長の答弁の中にあった子育て支援施設のお便りだったりとか、その確認をするこ

とによってちょっと安心をするというのはとてもいいことだなというのを、すみません、さ

っき言い忘れたので一応追加をさせていただいて。教育のことも、やっぱり公園のことも全

部つながっていることだと思いますので、ぜひ全体的な大きな流れというものをどこに目線

を置くのかというところもあるんですけども、ぜひ今後も町長には町の色として社会教育と

学校教育とこういった子育ての関連のことというのは、色を持ってやっていただきたいと思

います。よろしくお願いします。 

  質問は以上です。ありがとうございます。 

○議長（杉山広充君） これで佐々木直也君の一般質問を終わります。 

  ここでしばらく休憩といたします。再開は９時50分といたします。 

 

休憩 午前 ９時４０分 
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再開 午前 ９時５０分 

 

○議長（杉山広充君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  ９番、中澤莊也君、発言を許します。９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） おはようございます。９番、中澤莊也です。 

  一般質問通告書に従って質問を行います。 

  質問事項は、災害時における避難行動要支援者等への支援、文化財、民俗芸能の保存継承

と活用についてであります。 

  最初に、災害時における避難行動要支援者等への支援について４点の質問を行います。 

  近年の大規模化、多様化する災害において、高齢者や障害者などの避難行動要支援者が災

害の犠牲者になる実例が多く見られます。高齢化率が50％を超え、後期高齢化率は県下で唯

一30％を超えている我が町にあって、災害時において他者の支援がなければ避難が困難で、

かつ家族等による支援が得られない高齢者等の避難行動要支援者に対する避難支援体制の整

備は、町における喫緊の課題として捉え、以下の点について質問を行います。 

  １点目は、高齢者や障害者等に避難指示等の情報を的確かつ迅速に伝えるための方策につ

いて伺います。 

  ２点目は、災害時において他者の支援の必要な災害時避難行動要支援者に対する避難誘導

体制について伺います。 

  ３点目は、今回の台風15号により道路の決壊や土砂の流出等により交通が遮断され、通院

での透析治療をされている方々は大変な御苦労をされたと聞いております。今回は幸いなこ

とに、午後には通行が可能になり、無事透析治療を受けることができたようでありますが、

生命の危険にも関わる事案であり、早急な対応が必要と考え、災害時における通院透析者へ

の支援を今後どのように行っていく考えかを伺います。 

  ４点目は、国のガイドラインや災害救助法の改正による災害時要援護者リストの作成が市

町村に義務づけられました。それにより、当町においても平成22年３月に川根本町災害時要

援護者避難支援計画が作成されました。この計画の中には避難行動要支援者の個別計画の作

成についても明記されております。この要支援者避難計画は、川根本町地域防災計画の中に

も反映され、災害時における町の取り組む最重点課題の一つとして取り上げられています。

計画は単なる机上の空論であってはならないと思います。実際の災害において、いかにこの

計画が生かされ、実行されたのかを十分に検証し、より実効性のあるものとする必要がある

と感じます。今回の台風15号において、災害時要援護者避難支援計画、個別計画はどのよう

な形で実行されたのかを伺います。 

  次に、文化財、民俗芸能の保存継承、活用ということで２点の質問を行います。 

  皆さんも御存じのとおり、徳山の盆踊と有東木の盆踊を含む24都道府県、41件の民俗芸能、
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風流踊が11月30日、ユネスコ無形文化遺産に登録されました。この吉報を受け、町長も町の

誇り、伝統文化を受け継ぐ上で登録決定は大きな後押しとなるとコメントされております。

少子・超高齢化の流れの中で、伝承者の高齢化や担い手不足が民俗芸能を保存継承していく

上で大きな課題となっています。地域の宝であり、誇りであり、地域コミュニティーの核で

ある民俗芸能の保存継承に今こそ全町的に取り組むべきと考え、ユネスコ無形文化遺産に風

流踊として登録された徳山の盆踊や、県指定無形民俗文化財の田代神楽、梅津神楽を保存継

承していくために町はどのような方策を講じようとしているのか伺います。 

  ２点目は、町には遮光器土偶の出土で知られている上長尾遺跡をはじめとした縄文時代の

遺跡や旧石器時代のヌタブラ遺跡等があります。その遺跡からは多くの出土品が発掘されて

いますが、これまであまり活用もされることもなく、決まった保管場所もない状況にありま

す。このままでは貴重な出土品が散逸してしまうおそれがあります。また、個人所有の古文

書なども、所有者の変更等により失われてしまう可能性が高くなっています。 

  このような状況を鑑み、縄文遺跡等からの出土品の保管場所の設置や、当町にとって歴史

的資料として価値の高いと考えられる古文書の保存活用方法を検討しなければならないと考

え、町の上長尾遺跡等からの出土品や、歴史的資料としての価値の高いと考えられる個人所

有等の古文書の保存活用に、どのように取り組んでいく考えであるかを伺います。 

  行政側からの明確かつ前向きな答弁を期待いたしまして、私の最初の質問といたします。 

○議長（杉山広充君） ただいまの中澤莊也君の質問に対し、町長の答弁を求めます。町長、

薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） それでは、中澤議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

  まず、質問事項１番目の１点目、高齢者や障害者等に対する避難情報の伝達については、

令和３年６月に改定した「避難指示等の判断・伝達マニュアル」に基づいて対応しています。

かわねフォンによるＩＰ告知放送、町ホームページ、テレビのＬアラートなどを活用してお

り、今年から町の公式ＬＩＮＥが加わりました。 

  ２点目です。災害時要配慮者についてお答えします。 

  災害時要配慮者は、川根本町地域防災計画の要配慮者支援計画に基づき、民生委員・児童

委員の皆様に御協力いただき、要配慮者の同意を得て収集した情報を毎年更新し、各地区の

自主防災会長に提供しております。提供する際には、地域の防災委員や担当の民生委員・児

童委員を交えて、避難支援者の確保や支援の方法について協議していただくようお願いし、

災害発生時にスムーズな支援が可能になるようお願いしています。 

  今後は、これまで以上に要配慮者への的確な情報伝達、避難誘導体制などについて検討し、

対応してまいります。 

  ３点目の通院が必要な人工透析患者に関する御質問にお答えします。 

  現在、町内には腎臓機能障害のある方が18名いらっしゃいます。そのうち５名の方が要支

援者として各自主防災会に情報提供を行っていますが、これまでは個別の対応はできており
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ませんでした。現在実施している町政懇談会でも、通院が必要な人工透析患者の方に対する

支援について要望をいただいているところであります。このため、町としては、まずは対象

となる方の情報を確認するため、個別に訪問して、移動手段、被災時の薬の有無など、災害

時の対応について聞き取り、今後の支援方法等について検討し、対応してまいります。 

  次に、４点目、今回の台風15号における町災害時要支援者避難支援計画がどのように実行

されたかについてお答えします。 

  この計画による情報の提供については、今後、自主防災会会長や民生委員・児童委員を通

じ精査して、今後の有効活用について検討してまいります。 

  質問事項二つ目の１点目です。民俗芸能についてお答えさせていただきます。 

  議員の皆様も御承知のことですが、11月30日、ユネスコ無形文化遺産に、全国で風流踊と

して継承されている24都府県、41団体が登録され、徳山の盆踊もその構成団体とされました。

これまでの徳山古典芸能保存会の皆様の活動や様々な御努力に、この場を借りて改めて敬意

を申し上げます。御質問にあります、町内に伝承されている無形文化財への支援については、

後ほど担当課長から答弁いたします。 

  ２点目の、上長尾遺跡をはじめとする町内の遺跡からの出土品や歴史文書などの整理及び

活用についてお答えします。 

  まず、出土品につきましては、現在、整理、調査を進めており、令和５年度をめどに終了

すると報告を受けています。活用につきましては、昨年12月に町内にある遺跡の中から上長

尾遺跡、梅高にあります天王原遺跡、奥泉にあります下開土遺跡の展示会を文化会館で実施

をしました。今後の保存と活用については、町内には縄文時代など古い出土品が確認されて

いるものも多いことから、展示方法等、県関係課や専門家である調査員とも調整、協議し、

検討してまいります。 

  また、歴史文書については、県で作成された文化財保存活用大綱に基づき、県文化財課と

相談しながら、保存方法や活用方法について検討しています。 

  また、思い出しましたが、議員質問していただいたものですから、上長尾遺跡には私は思

い出もあります。44年前、まだ私が学生時代、議員が職員時代にお世話になり、当時汗をか

いたことを思い出しました。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） 社会教育課長、大村泰子君。 

○社会教育課長（大村泰子君） それでは、町内に伝承されている無形文化財への支援につい

てお答えさせていただきます。 

  昨年度、国・県指定の芸能を継承する保存会を対象に、伝承関係者が抱えている数々の問

題解決に向け、現状の聞き取り調査や、様々な取組をされている講師を招き、伝統文化勉強

会を開催し、相互の情報交換を行いました。これにより、今後の伝承に関しての後継者不足

等の共通した課題を再認識するとともに、各保存会の置かれている状況と、異なる個々の課
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題が多々あると感じたところです。町として貴重な伝統文化が後世に引き継がれるよう、そ

れぞれの保存団体の実情を踏まえ、状況に即した対応を図るべく、国・県の協力と支援の下、

連携し、伝統文化の継承に努めていきたいと思います。 

  また、文化財の持つ意味やよさが人々に伝わるよう、文化財に関する情報発信を進めると

ともに、次代を担う子供たちの地域の伝統文化を愛する心を醸成していくための伝統芸能の

学習の場を設けていくなど、学校と連携していきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） 再質問を許します。９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） それでは、まず最初の質問の、避難行動要支援者に対する関係で再質

問をさせていただきます。 

  情報の伝達の関係でありますが、私に課長のほうから頂いた、22年３月につくられた避難

者の支援計画の中に情報伝達のイメージというものが載っていて、これとは若干変わってい

ると思いますが、川根本町災害対策本部から一斉に伝達が防災行政無線等で入るということ

ですが、今回の台風の場合、９時25分に多分警戒レベル３の避難指示、高齢者、障害者等に

対するものが出ていたと思うんですが、やはりかなりの外は激しい雨が降っていて、非常に

聞きにくかったということがあったと思いますし、直接の伝達方法として、広報車や消防団

員が消防車を使って広報するという形にもなっておりますが、これについても２次災害の危

険があって、これはできなかったというふうに捉えております。テレビのほうではいろいろ

短時間大雨情報等が流れていましたが、そのことについて、やはりなかなか理解できない部

分、高齢者等の方にはそういう部分があったと思うし、なかなか伝わらない面があったとい

うふうに思います。その情報の伝達ということがやはり災害を未然に防ぐ第一になると思い

ますが、その辺についてもう一度説明をお願いします。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 議員がおっしゃられました９時25分ですか、そちらのほうの土砂

災害警戒情報の発令の時点で、今回、高齢者避難情報の発令を判断いたしました。その当時、

議員言われたとおり、激しい雨も降っておりまして、と同時に突然といいますか、まずかわ

ねフォンを使うということを判断いたしまして実施したわけです。ただ、事前に区長様にお

知らせをしまして、今回の発令の情報と、それを事前にお伝えしました。それは避難所の開

設等をお願いするに当たりまして、十分に事前に準備していただくことを配慮しまして、区

長様へ全員連絡した後に、かわねフォンを使って、少し時間は遅れましたが発令したもので

あります。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 議員おっしゃるとおりに、情報の伝達の難しさというのは、あの状況

の中で時間雨量、物すごいものがありましたので、我々としては、我々の情報の中で伝達方

法をまず区長に御報告して、町政講談会でも言われるんですけれども、あの雨の状態で出れ
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るかということ。そういった意味も含めて、今後の対応の中で御高齢の方、要支援者、そう

いった意味の中で少しいろんなことのマニュアルのつくり方も変えていかなければ。この後

の皆さん、台風15号については御質問ありますので、この後また答えるところもあると、か

ぶってしまうかもしれません、この後の方が。いろんな意味でそういったマニュアルの体制

のつくり方も変えていかなければいけない。 

  ただ、今回は情報の中で、あれが精いっぱいのところだったんじゃないかなと。その中で、

区の皆さんが考えていただく。誰もあんな雨の中、御高齢の方に来てくれとは、なかなか避

難所へ、集会所のほうへ来いとは言うわけができない。そういった中で判断を区長さんに委

ねたところもあるし、今後の消防団の体制、今日団長も来てますけど、傍聴のほうへ。いろ

んな意味で今回は手直しが必要だった。その意味で、これから先、職員のマニュアルも変え

なければいけないところもあるし、地域に対するマニュアルも変えなければいけないところ

がかなりあると思う。これから先、線状降水帯がどこかで、この異常気象の中でまた私ども

のところに来るか来んか、それは分からんですけれども、その体制の中でつくり直していく、

その必要があろうかと思います。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） 今、町長の答弁の中で、山田課長ですか、申し訳ありません。事前に

区長のほうへ連絡をしておいて、かわねフォンで避難指示の伝達をしたということでありま

す。そして、町長の答弁の中で、区長に判断を委ねるということが出ておりましたが、なか

なか難しい問題があって、災害時においてやはり主体となるのは、災害対策本部が町の方針

を区長に指示をするべきであるというふうに考えます。区長にいろいろな考え方があると思

いますし、災害において２次災害も発生する可能性もありますので、区長に判断を委ねると

いうのは何か少し問題があるというふうに考えますが、その辺についてお考えを伺います。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 言葉の配慮が足らなかったかもしれませんけれども、全権を区長に委

ねるということではないです。それでも区のありよう、やりようというのはやはり区が分か

っていることも多いし、その中で、私のほうから委ねるということじゃない。言葉が少し悪

かったかもしれませんけど、判断というのは、やはり区の中のことが一番上分かっているこ

とですし、そういった意味合いからも、やはりこれから区長会等で連絡、連携をもっとして

いかなければいけないことがあるものですから、そういった言葉の中でちょっとお許しいた

だきたいと思います。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） 今回の災害は未曽有の災害であり、このような被害を受けたことは過

去になかったと思います。対応もなかなかすぐにはできなかったというのが実情だと思いま

すが、やはり今後、今回の台風を検証しながら、マニュアルの見直しをぜひしていっていた

だきたいというふうに思います。 
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  避難行動で、各地区で高齢者とか急傾斜地にいる人たちについては、避難の過程において

安全が確保できているかどうかという問合せがあったと思うんですが、実際、川根本町内で

避難場所に避難された方が数名であったというふうに思います。ですので、要支援者という

方たちが何人かいて、その人たちについては個別計画に基づいて避難指示をされていたと思

うんですが、そういう人たちへの連絡は徹底されたのかどうか、その辺もう一度伺いたいと

思います。 

○議長（杉山広充君） 健康福祉課長、森下育昭君。 

○健康福祉課長（森下育昭君） ただいまの中澤議員の質問にお答えをさせていただきますが、

特に今回の要支援者の個別計画に基づいて、町のほうから個別に対応するものではありませ

ん。こちらにつきましては、情報を各自主防災会のほうに提供いたしまして、日頃からその

方々の避難についてどうするかというものをいろいろ区の中でも御相談をいただき、災害に

備えていただくためのものとして対応しているところでございます。今回につきましては、

それがどのように活用されたか、町長の答弁もありましたとおり、まだ検証できておりませ

んので、今後検証した上で有効活用等について検討してまいりたいと考えております。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） やはり計画を実効性あるものにするには、検証、見直しというものが

非常に大切になってきます。今年のこのような線状降水帯が来年度以降も、災害は忘れた頃

にやってくるのではなくて、災害は今年も来年も必ずやってくる、そういうような考え方で

これから災害対策に取り組んでいただければというふうに考えます。 

  ２点目の再質問になりますが、透析患者の方たちが、昨日もちょっとその方とお話をされ

たんですが、よかったよ、午後からは交通が開通して、私も何とか行ってこれたということ

でありました。そのような場合で、広域的な災害が発生した場合は、なかなかドクターヘリ

というものも要請することはかなわないと思いますが、島田の透析センターから、こちらの

ほう、例えば川根本町が災害に遭って、島田のほうは大きな災害がなかったような場合なん

ですけど、ドクターヘリの要請をしていただいて、そういう患者さんたちを透析センターに

運ぶという方法はできるのかどうか、その辺少し伺いたいと思います。 

○議長（杉山広充君） 健康福祉課長、森下育昭君。 

○健康福祉課長（森下育昭君） ただいまの、透析をされている方々への支援についての御質

問にお答えをさせていただきますが、町長の答弁でもありましたとおり、現在18名の方が腎

臓機能障害のある方として把握をしております。そのうち５名の方が、先ほど言いましたと

おり、要配慮者として自主防災会のほうに情報の提供をさせていただいております。具体的

にその方々全員に例えば避難していただくのか、それも含めまして具体的な透析をされてい

る方々の支援について、特に個別の対応はできておりませんでしたので、まずは情報把握を

した上で、今後どのようにしたらいいかも含めて検討してまいりたいなと考えております。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 
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○９番（中澤莊也君） 個別に訪問をされて、その人たちが災害時において何を要望されるの

か把握をしていただけばというふうに考えます。 

  それで、今18人の方が通院で透析されている、５名の方が要配慮者という形で登録されて

いるというお話でありますが、あとの人たちは、例えばこの要支援計画の中で、身体障害者

手帳１、２級の方は要支援者に該当するという対象者になっておりますが、そういう人たち

は町の情報に基づいて、積極的に要配慮者計画の中に組み込んでいく必要があるというふう

に考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（杉山広充君） 健康福祉課長、森下育昭君。 

○健康福祉課長（森下育昭君） ただいまの質問にお答えをさせていただきますが、今回のそ

の支援者の名簿につきましては、その対象の方が同意をしていただいた情報を各自主防災会

のほうに提供をしているところでございます。その方が同意をされませんと情報の提供はで

きませんので、その辺も含めまして個別な対応が必要かなと考えております。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） 確かに同意というか、個人情報保護の関係で同意は必要だと思います

が、やはり対象者名簿、対象者になっているという障害者手帳１、２級を持たれている通院

の透析患者の方たちは、やはり災害時において非常に苦慮することがあるということが今回

の災害ではっきりしたわけですので、そういう人たちには個別訪問の中でできるだけ支援者

名簿に登録をされ、個別計画を策定していただきたいというふうに思います。その辺につい

てもう一度伺います。 

○議長（杉山広充君） 健康福祉課長、森下育昭君。 

○健康福祉課長（森下育昭君） 先ほども言いましたとおり、個別に対応させていただきたい

と思いますので、その辺も含めまして今後検討させていただきます。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） 災害支援計画がありますが、その中で、災害時において災害時の要支

援者支援班、その中には支援窓口というのが設置されるわけですが、その支援班が今回の台

風15号により、どのような役割を果たされたのか。窓口に対して避難行動要支援者等から相

談があったのか、それに対してどのように対応されたのか伺います。 

○議長（杉山広充君） 健康福祉課長、森下育昭君。 

○健康福祉課長（森下育昭君） 今回の災害においては、特に支援班というものは設けること

はできませんでしたが、具体的に例えば孤立をした集落等には保健師等が訪問したりとか、

あとは避難された方々についても保健師等の訪問で健康のチェック等もさせていただいてお

ります。その辺も含めまして、どのようにしたらいいかというものを今後の検討課題かなと

思っております。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） これは確認の意味でお伺いしますが、この台風15号により福祉避難所
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として指定されていたあかいしの郷においても浸水があって、非常に苦慮、入所者の人たち

をその災害から守るために２階に上げられたということですが、やはり寝たきりの老人の人

たちもいらっしゃって、なかなか難しかったというお話を職員の方から伺いました。この福

祉避難所として指定されたあかいしの郷の情報というのは災害対策本部に入っていて、災害

対策本部ではどのような指示をされたのか伺いたいと思います。 

○議長（杉山広充君） 高齢者福祉課長、海老名重徳君。 

○高齢者福祉課長（海老名重徳君） 申し訳ありません、高齢者福祉課ですけれども、あかい

しのほうから報告を受けましたのは、雨漏りの報告は受けておりますが、浸水したというお

話は承っておりません。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） これは私も事実関係を確かめたわけではなくて、職員として働いてい

る方からお聞きしたものですから、そういう情報というのはやはり共有化されていく必要が

あるし、確かめる必要もあったというふうに考えます。雨漏りだけならよかったと思います

が、かなり水が入ってきて、入所者の１階の人たちを２階に上げるために苦慮されたという

ことでありますので、仮にここの福祉避難所に避難をさせる個別計画に基づいて必要があっ

た場合、非常に大変なことになるというふうに思いますので、やはり先ほど言われたように

情報の共有、今回の災害を受けての見直しというのを徹底的に行っていただきたいというふ

うに思います。要避難者の計画のことについては以上であります。 

  次に、文化財の関係で再質問をさせていただきたいと思います。 

  課長のほうからの答弁で、個々の古典芸能保存会、独自の問題があるというお話を伺いま

した。この中で行政側と古典芸能保存会が話し合われた内容について、分かる範囲で結構で

すので、どんな問題を抱えているのか、町はどのような回答をされたのかを伺いたいと思い

ます。 

○議長（杉山広充君） 社会教育課長、大村泰子君。 

○社会教育課長（大村泰子君） それぞれの保存会の問題といたしまして一番大きな問題は、

伝承について前向きでありますけども、保存会のメンバーも高齢化してきており、町内だけ

では、地区内だけでは継承していくことが難しくなっているという現状でございます。こち

らつきましては、地区の出身者等の働きかけや、担い手を外に求めるなど、ＳＮＳで呼びか

けなどをして、新たな担い手掘り起こしも必要でないかとは思っております。 

  また、町として主な役割としまして情報発信をしていくことは大切だと思っております。

ＳＮＳ、ホームページ等を活用しながら、幅広く情報発信をしていきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） やはり個々の古典芸能保存会の状況というのは、最初に申し上げまし
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たとおり、少子高齢化の流れの中で、担い手不足や伝承者の高齢化ということで、うちの徳

山の盆踊だけでなく、全ての地区、全国的にそういう状況が生じておるのは事実であります。

今、課長が答弁されたように、ユネスコの無形文化財に登録された徳山の盆踊に対して、町

はやはり情報の発信をしていく必要がある、そういうことがあると思いますが、その情報発

信についてどのような形のものを考え、今、ＳＮＳとかということでありますが、やはり何

らかの機会を捉えて、徳山の盆踊がユネスコの無形文化遺産に登録されたということで、何

らかのイベントというんですか、そういうＰＲをする場を設けていく考えはおありなのか伺

いたいと思います。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 先ほど課長も申したんですけれども、やはり学校とつなげる、ここの

連携も大事なんじゃないかなと思ってます。やはり次世代をつなぐ子供たちの地域、伝統文

化を愛すること。私が冒頭、議員の質問の中で上長尾遺跡のことを思い出したという、そう

いったところをなぜ思い出すかというと、あのときに議員と一緒に汗をかいた、遺跡で。そ

ういったことを思い出すんで、子供たちが。だからそういったことを結びつけて、何か私も

徳山へしょっちゅう行ってて、お盆のたびに、子供ら連れて。やっぱり子供たちも愛着があ

るよね、鹿ん舞とか、そういったもの。それで我々も、どこかで話をしたことがあるかと思

うんだけど、自分は中学校でバスケット部で鹿ん舞の体操というのをやった。徳山のお兄さ

んちが先輩でいたものだから、そこから始まったまずウオーミングアップの運動なんだけど、

そういった思い入れもあるものですから、どこかでそういったものをやっぱり子供たちに教

えいく。これからコミュニティー、教育長もいろいろ考えていると思うけれども、そういっ

たことの中においといて、全体を絡めてやっていかないと、なかなか後継者がいないという

ことは、もう私らの頃もだんだんそういう頃になっていたから、本当に今大変だと思う。つ

なげていく人たちがすごく頑張ってもらうし、町としてもいろんな応援の仕方をこれから話

合いの中でしていかなければいけない。ユネスコ無形文化遺産になったということは、やは

り続けなければいけないということもあるものですから、その辺は学校関係者も含めて、い

ろんな話合いの中でこれから先努めていければいいと思ってます。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） 今、町長が答弁されましたように、まちづくりの一環、子供たちに伝

統文化の大切さというのを教えるということで、これから始まるコミュニティ・スクールで

すか、その中でも検討していっていただきたいし、総合学習というのがまだ多分あると思い

ますけど、そういう中でも積極的に民俗芸能の大切さ、伝統文化の大切さというものを学ぶ

場をぜひ教育委員会のほうでもつくっていただきたいというふうに思います。 

  それで、文化財の関係で、文化遺産ということで上長尾遺跡からの出土品等の保管場所と

いうことですが、現在、私が認識しているところでは、ほとんどの遺跡から出た遺物は本川

根中学の２階に保存されているのではないかというふうに思いますが、そして、現在そこで
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調査をされていて、令和５年に一応その調査等が終わるということの答弁がございました。

やはり今までかけたその成果というものを何らかの形、冊子にするのか、講演会形式にする

のか、何らかの形でやはり出していく必要があるというふうに思いますが、その辺について

考え方を伺います。 

○議長（杉山広充君） 社会教育課長、大村泰子君。 

○社会教育課長（大村泰子君） ただいまの中澤議員の質問についてお答えさせていただきま

す。 

  先ほども町長の答弁の中で申し上げましたが、整理については令和５年度で終了する予定

でございます。その後、報告書の作成をしてもらうように考えております。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） はい、分かりました。ぜひそういう形にして成果を出していただけれ

ば、いろいろな遺跡の関係性というものが分かってくるかというふうに考えます。 

  本川根中学校が令和５年に統廃合で本小のほうへ移るわけですが、その場合の保管場所と

いうのはどこかお考えなんでしょうか。島田市の市長さんは、統廃合する相賀小学校を埋蔵

文化財センターにするということを答弁されていますが、その辺の考えを含めて伺いたいと

思います。 

○議長（杉山広充君） 社会教育課長、大村泰子君。 

○社会教育課長（大村泰子君） 保管場所についてですが、今現在、本川根中学校の３階で保

管をしておる状況でございます。廃校の利活用の検討も今からしていくことになりますので、

そこの保管場所についてはこれから検討していくことになるかと思います。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） やはり何千年も前、旧石器時代と言えば、もう何万年も前の遺物であ

ります。その時代からこの川根本町には人が住んでいた、そういう痕跡なんですよね。です

から、そういう遺物が散逸しないような措置をぜひ講じていっていただきたい。これから立

ち上がる学校の施設等の検討委員会の中でも、ぜひ審議をしていただきたいというふうに考

えます。 

  それと、これは１点提案でございますが、上長尾遺跡から出た遮光器土偶があるわけです。

東京の国立博物館の片隅に多分あるのかなというふうに思いますし、町制20周年のとき、多

分里帰りをして現物を見た覚えがあって、土偶はまだ朱が鮮やかだったんですよね。だから、

そういう遺物、それはいろんな経緯があって、上長尾遺跡から発掘されたものでありますが

国のほうのものになって、このとき多分町は財政的なことがあって売ってしまったんではな

いかというふうに、そういう一文を見たような覚えがあります。ですので、川根本町でその

遮光器土偶を管理するというのは非常に難しいものですから、静岡県の博物館へ、もしそう
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いうものが持ってこれるとしたら、もっと身近なもので感じることができるし、子供たちが

そこへ行って見て感動することもできるというふうに思いますが、そのような考え方につい

て教育委員会の見解を伺いたいと思います。 

○議長（杉山広充君） 社会教育課長、大村泰子君。 

○社会教育課長（大村泰子君） 土偶につきましては、現在、国立博物館のほうで保管されて

いると思います。そちらのほうにも確認をしていないため、これから静岡県のほうに持って

くるということが確認できませんので、改めて確認をしてお答えさせていただきます。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） ぜひそのような試みもしてみていただければ大変ありがたいと思いま

す。国宝級のものでありますので、もし近くにあれば非常にすばらしいことではないかとい

うふうに思います。 

  最後になりますが、歴史文書、特に古文書であります。私たちのところには、本川根にも

町史の資料編、通史編というものができておりますし、中川根町においても、太田二郎先生

がつくられた中川根町の町史資料編があります。その中で川根地区、ここの地区、徳山の徳

山城址でありますが、南北朝時代、1300年時代に出ている文書が京都大学のほうにも保管さ

れていることで、その文書の写しが出ておりますが、そういう文書が文政の茶一件とか、そ

ういうような文書を保存されている方があるわけです。それは町にとって非常に貴重な歴史

的資料でありますので、そういうものが、所有者が亡くなったり所有者が変更になったりす

ることによって全国的にも散逸してしまうということが出てきておりますので、何らかの保

存を検討していただければというふうにえ考えます。その辺のことについて考え方を伺いた

いと思います。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 議員、文書とか、そういったものにかなりお詳しい。いろんな意味で

また先生の意見も聞きながら、これから先保存のこともしっかりやっていかなければいけな

い。先ほど本川根中学のところに保存してあるよ、そういったものじゃなくて、やはりしっ

かりしたものを、先人が歩んできたそういったことの大切さというのは私は重々承知してま

すので、そういったことも含めて、今後のありよう、保存の仕方、これも取り組んでいきた

いなと思ってます。 

○議長（杉山広充君） ９番、中澤莊也君。 

○９番（中澤莊也君） 文化の香りが漂う町、誰でも安心・安全で住める、お茶と温泉に彩ら

れた町、川根本町、全国のむらづくりの中にも入っておりますし、そういう形で川根本町が

これから豊かになっていくには、やはり文化的なそういう要素も大変必要になってくると思

います。町長が最後に答えられたように、今後そういう文書等についての保存方法について

積極的に御検討いただけばというふうに思います。 
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  以上をもちまして、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（杉山広充君） これで中澤莊也君の一般質問を終わります。 

  ここでしばらく休憩といたします。再開は10時50分といたします。 

  休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時３９分 

 

再開 午前１０時５０分 

 

○議長（杉山広充君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  ４番、澤西省司君、発言を許します。４番、澤西省司君。 

○４番（澤西省司君） 改めて、おはようございます。４番、澤西省司。通告に沿って一般質

問をさせていただきます。 

  台風15号は、激甚災害の指定を受ける規模の災害であったため、町民は豪雨災害を身近な

こととして関心が高まっております。特に南部地区での断水においては、多くが１週間以内

でしたが、水道水のありがたみを十分思い知ることができました。災害は起こり得るもので

すから、仕方ないのですが、全ての町民は、多くのことを予測して災害に備える必要がある

と思います。 

  災害を見据えた簡易水道については、台風15号の影響で水道事業全体を見直すいい機会に

なると感じます。水源地、取水施設からの導水管の安全管理、水道施設全般、簡易水道の連

携や統合など、経営戦略の改革が町の水道事業の将来につながるため、重要な判断を行政当

局に対し、期待を寄せるところであります。 

  大きな項目の中の一つ目の項目として、高郷簡易水道の取水口は、集中豪雨などで度々壊

れるが、現状と今後の復旧について伺う。 

  二つ目の項目として、他地区の簡易水道と横のつながりのない単独簡易水道では、今後、

災害対応策が必要ではないか伺う。 

  三つ目の項目として、上長尾簡易水道の水源地からの導水管が道路崩壊により再度危険な

状態になっているが、復旧について伺う。 

  四つ目の項目として、中川根中学校プール横のポンプ設備での地下水利用は、今後、災害

時の補助的役割を果たせないか伺う。 

  高郷地区は、地下水利用に適した場所であり、今後の対策として、くみ上げ式ポンプ設備

の設置について伺う。 

  二つ目の大きな項目として、災害を見据えた公共施設の周辺環境の見直しと対策について

であります。 

  一つ目として、台風15号での影響で冠水した中川根中学校体育館と教員駐車場の現状と今
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後の対応について伺います。 

  二つ目として、長尾川の左岸沿いの町道長松線だが、昨年より役場横の第一砂防堰堤を起

点に１㎞以内の範囲において６か所で通行止めの崩落が発生している。そこにある公共施設、

水道設備などを今後どのように守っていくのか伺う、でありますが、この被害のありようは、

上長尾地区にとってのアキレス腱になってしまったと私は見ていますが、町長はこの事態を

どのようにお感じになっているか伺います。 

  川根本町役場本庁舎は、台風15号の災害対策の拠点となった。しかし、庁舎の裏山は土砂

災害特別区域に指定されており、今後も災害対策の重要拠点であり続けるための対策を伺う。 

  以上で、演壇からの発言を終了いたします。 

○議長（杉山広充君） ただいまの澤西省司君の質問に対し、町長の答弁を求めます。町長、

薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） ちょっと空調の設備がいまいちということで、カイロを渡したようで

すけど、温まってください。 

  それでは、質問事項一つ目の１番、高郷簡易水道についてお答えをさせていただきます。 

  まず、今回の台風15号による被害は、水道施設においても今まで経験したことのない被害

を受けました。現時点においては、仮復旧により全給水区域で給水ができている状況である

ことをまずお伝えをいたします。今後は、完全復旧に向けて計画的に進めていきたいと考え

ています。 

  高郷区については、上長尾浄水場から高郷配水池へ送水し、各戸へ給水している状況です。

今後は、高郷水源地の取水部の復旧に向けて、年度内完成に向けて進めていきます。 

  二つ目の単独簡易水道における災害対策についてお答えします。 

  単独簡易水道については、隣接する簡易水道との統合や被災しにくい新たな水源の確保な

どが考えられます。それぞれの事業費を比較しながら検討していきたいと思っております。 

  三つ目の再度、危険な状態となっている上長尾浄水場への導水管についてお答えします。 

  先日、災害査定が終わりました。まずは応急復旧という形で対応し、町道長松線の災害復

旧工事に合わせて本復旧を実施していきます。 

  四つ目の中川根中学校プール用地下水については、以前、水質検査を実施しております。

その結果、水道水としては不適合の結果が出ていることから、災害時に補助的とはいえ、飲

料水としての利用は難しいと考えています。 

  五つ目のくみ上げ式ポンプ設備の設置についてお答えします。 

  設置については、先ほどもお答えした被災しにくい水源地の確保につながります。町とし

ても以前から井戸による安定した水源の確保を検討した経緯があり、役場周辺でも水質調査

を実施しました。その結果は、肥料成分の検出など、水道水としては不適合の結果が出てお

ります。今後は、高郷地区に限らず、安定した水源確保に向け、関係法令等も調査し、検討

してまいりたいと思います。 
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  質問事項二つ目のまず１番目です。台風15号の影響による冠水についてお答えします。 

  台風15号により、中川根中学校体育館の近くまで水があふれ、職員駐車場にも水が入った

ことは承知しております。 

  今後の対応としましては、まずは既設排水路の現状について調査するとともに、以前から

高郷地区の方に協力をお願いしております長尾川へ直接排水するための水門の切替えにより、

対応したいと考えています。 

  二つ目の町道長松線への対策についてお答えします。 

  議員の御指摘のとおり、大雨等による崩土がほぼ同じ区間で発生しています。また、今回

の台風15号災害では、路肩決壊も発生しました。この路肩決壊の原因は、河川の急激な増水

による路肩構造物基礎部分への洗掘と考えています。 

  今後、道路施設を守るためには、路肩構造物を守るための新たな構造物の構築や河道の線

形変更などが必要と考えています。河川管理者である島田土木事務所とも協議、検討し、災

害に強い道路整備の構築に努めていきたいと考えております。 

  三つ目の災害発生時に拠点となる役場庁舎についてお答えをさせていただきます。 

  私もこの質問は、以前、議員時代にさせていただいたわけですけども、最近の災害につい

ては、異常気象の影響から、これまで想定していない箇所での被害が発生しています。本庁

舎から西側、開発センターの裏山にかけては、土砂災害特別警戒区域となっています。災害

対策の拠点となる役場庁舎でありますので、防災対策について早急に検討を始めます。 

  また、役場本庁舎や周辺のインフラ、ライフラインなどの被害が甚大となり、業務復旧が

難しいとされる場合には、川根本町業務継続計画に基づき、災害対策本部の指示により、総

合支所庁舎を代替拠点とすることとしています。災害拠点である本庁舎の防災対策に努める

とともに、被災状況により柔軟に対応してまいります。 

  本庁舎裏山土砂災害特別警戒区域に関する具体的な取組については、担当課長から説明を

させていただきます。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） 建設課長、風間一章君。 

○建設課長（風間一章君） それでは、澤西議員の御質問にお答えいたします。 

  まず、現地を調査し、関係部署で検討を始めます。対策工事が必要と判断すれば、現在指

定されています保安林の指定解除が必要となります。工法の決定を含め、島田土木事務所や

農林事務所とも協議しながら、必要な方策を講じてまいります。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） すみません、１点だけ、文字の修正をお願いしたいと思い

ます。 

  澤西議員からいただきました今回、高郷簡易水道ということで、答弁のほうも高郷簡易水
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道という形で答弁させていただいたんですけど、正式名称が「中部簡易水道高郷浄水場」に

なりますので、すみません、修正のほうをお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） 再質問を許します。４番、澤西省司君。 

○４番（澤西省司君） 高郷簡易水道が中部簡易水道であったと御指摘をしていただきまして、

誠にありがとうございます。私もふだんから高郷簡易水道と上長尾簡易水道とそれぞれに呼

んでいたものですから、一体として中部簡易水道ということで、今回、私も再確認をさせて

いただいたところであります。ありがとうございます。 

  では、再質問に移りたいと思います。 

  先ほど町長から年度内復旧ということでお話をいただきました、中部簡易水道の中の高郷

簡易水道の取水口の話ですけども。この高郷簡易水道の取水口は2018年７月の西日本豪雨、

それから2020年７月の町内警戒レベル３、2021年７月の大雨洪水注意報、そして2022年９月

の台風15号などの大雨により、破損を繰り返しております。その都度、工夫をして復旧され

ていることは知っていますが、ここ３年連続ですので、さらなる取水口の強化を求めたい。

その点についてはいかがですか。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） それでは、澤西議員の質問についてお答えさせていただき

ます。 

  高郷浄水場の関連の取水部でございます。こちらにつきましては、ここ５年ぐらいの大雨

以前につきましては、大雨が降っても落水だけで、被害が全くなかった水源でございました。

今、議員言われましたように、ここ数年の大雨によりまして、やはり取水部より上流の河川、

それから山林の形態が大きく関わってきており、それが今回の災害等にもたらしている一つ

の要因ではないかと考えられます。また、取水部につきましても、今後、落石や増水により

ます倒木と、そういうものの対応につきまして、取水部に安全対策を講じるような形での対

応を今後検討してまいりたいと考えてございます。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ４番、澤西省司君。 

○４番（澤西省司君） 取水口のさらなる安全対策、土砂と流木等が多いところでありますの

で、そのように対策をしていただければありがたいと思います。 

  それでは、二つ目の項目についての再質問となります。 

  今回の台風15号では、南部地区の簡易水道に災害が集中しております。幸い他地区の簡易

水道と連携が取れていた地区では早期の仮復旧となり、住民生活に大きな影響を受けずに済

んだことは、日頃の水道事業に対して感謝するべきところであります。 

  しかしながら、水川簡易水道は単独簡易水道のため、断水も１週間に及んだ。高郷簡易水

道というか、高郷浄水場ですけれども、水川簡易水道は取水部の破損とか、道路決壊による
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水道管の破損と、同じような被害を受けています。今後も同じ場所での災害が予想されるた

め、水川簡易水道を他地区簡易水道との連携を早期に図っていただきたいが、いかがですか。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） ただいまの御質問についてでございます。 

  今現在、水川簡易水道につきましては、単独での簡易水道となっている状況でございます。

今回、中部簡易水道、高郷と上長尾については一つの浄水場の中で連結がされていたという

ことで、今回は上長尾浄水場のほうから高郷浄水場のほうに給水ができたということで、対

応ができた状況でございます。 

  単独になりますと、やはりそういう連結というのが今現在できない状況でございますので、

今後につきましては、隣接しております、例えば徳山の簡易水道等の連結が可能かどうか、

その辺については、高低差の関係もございますので、その辺を十分検討しながら、一つの統

合についても検討してまいりたいと考えてございます。 

  また、取水部につきましても、今現在、沢水を取っている状況でございますけど、ここの

水源だけでなく、今回、各町内の水源で、沢水の水源が結構災害で大きく影響された経緯が

ございますので、そういう面を踏まえますと、やはり新たな取水の対応、例えば井戸とかそ

ういうものについても、今後調査しながら検討していく必要があると考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（杉山広充君） ４番、澤西省司君。 

○４番（澤西省司君） 確かにおっしゃるとおりです。水川は高郷と似ていて、非常に苦しむ

展開があると思います。高郷は恵まれています、上長尾浄水場の明屋沢の取水口が非常に災

害に強い。非常に高郷、上長尾地区全体が助けられている。並びに役場本庁もここの水道が

壊れなくて、今回の災害対策を万全な体制を取れたと。そういった点では、非常に予備がし

っかりしているということで、ただ、水川の場合は単独でありますので、今の話の流れでい

きますと、よそとの連携を考えてくれる。それもうまくいかない場合は井戸水にも及ぶとい

うような発言をいただきましたので、来年の大雨シーズン、特にこの川根本町は過去のデー

タを見ると、７月７日前後の七夕の頃に必ず大雨来ていますので、今回の台風以外は全部７

月の頭です。第１週に来ておりますので、その頃までにいろいろ御検討いただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

  次に、三つ目の項目でございます。 

  長尾川沿いの町道長松線の道路陥没現場のことですが、台風15号以後、11月１日に仮復旧

の仮設道路が完成して、二つの事業者は大変感謝しておりました。しかし、１か月後の11月

29日の雨で一部崩落して通行止めのような状態となっております。28日の降り始めから29日

の午前中までの15時間で77mmですから、時間雨量10㎜程度の雨が少しの時間続いたと思いま

すが、再崩落した状況を町長はどのようにお考えですか。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 
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○町長（薗田靖邦君） やはり路肩、川の線形ということですね。あそこにやはり水が当たる

ということは、さらに崩落の危険があったということです。私も林道設計、いろいろやって

きて、携わってきて、危ないなと思うところは危ないんですけど、下泉地区のところもそう

なんですけど、水が全面的にそこに当たる、カーブの関係で当たるというところは、水川線

も同じ。そういったところは線形改良はなかなか難しくて、川の流れに沿って構造物を造る

もんですから。あの辺も含めて今回の設計の対応をちょっと、設計図書見ていないんですけ

ど、どういう設計にしてあるのか、再度崩れたということは、やはり川の線形が悪いという、

そういったことだと思います。 

○議長（杉山広充君） ４番、澤西省司君。 

○４番（澤西省司君） 現場は前々から何回か入っていたわけですけども、今回はトンパック

を幾つか入れて、一応対応して、これでずっといけると私も思っていたもんですから、少々

がっかりしたところもありました。 

  線形という話が、専門的な話で私もしっかりは把握はできませんが、それなりの町長の過

去のキャリアでもって、またしっかりこの部分はやっていただければありがたいと思います。 

  それからもう一つ、同じ３番ですけど、12月13日に国土交通省の災害査定の調査が入った

と聞いております。復旧工事の時期はいつ頃になるかお伺いします。 

○議長（杉山広充君） 建設課長、風間一章君。 

○建設課長（風間一章君） 時期はいつ頃かということで、お答えいたします。 

  町道長松線の災害工事箇所は、役場本庁舎側から１号箇所と２号箇所がございます。工事

箇所は、長尾川に工事車両が通行できる仮設道路を施工して行う工事を予定しております。

川の水量の少ない時期、非出水期からの工事となりますので、まず奥の２号箇所を来年の11

月からの施工、また、１号箇所を再来年11月の着工を考えております。このために現在崩落

している２号箇所がございます。この場所につきまして、現在いろんな工法とか、河川道路

を含め、今手段を検討しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ４番、澤西省司君。 

○４番（澤西省司君） 今ちょっと私分かりにくかったんですけど、１号箇所、２号箇所とい

うことでね。これは先ほど町長が答弁いただいたところの事業者の直下のところの話をして

いるわけで、一応、本工事にはちょっと調査とかいろいろかかるとは思いますけど、仮設で

しっかり再度通れるというような形になっていけるのは、どれくらいの時期になるかという

ようなことでちょっとお聞きしたわけですが、その点どうですかね。 

○議長（杉山広充君） 建設課長、風間一章君。 

○建設課長（風間一章君） 先ほどもお答えいたしましたが、今その復旧について業者さんと

いろんな……、あの場所がですね、今の現在の路肩構造物、あそこに土盛りして、それがや

はり荷重がかかって、多分このままもう一回土を埋めてまた車を通すようなことをすると、
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その路肩構造物自体が崩れるおそれがあると考えております。ですので、それじゃないよう

な新たな方法的なことを今、各業者さんといろいろ検討を模索しているところでございます

ので、なるべく早い復旧を含めてやりたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ４番、澤西省司君。 

○４番（澤西省司君） 分かりました。場所も確認させてもらって、そうですね。あそこには

大変重要な、今現在残っている水道管が見えているような状態で残っていますので、確かに

慎重にやっていただければありがたいと思いますので。そこにいる人たちは、安心して通れ

る仮復旧を望んでおりますので、早期にお願いできればというところであります。よろしく

お願いいたします。 

  では、四つ目の項目に入りたいと思います。 

  プールのポンプ設備は、災害時の補助的役割でしかないが、長尾川沿いの町道長松線の道

路陥没現場などで複数箇所の道路の災害を考えれば、これは価値があるんじゃないかと思い

ますけれども、先ほどの答弁の中に、一度ちょっと試みたが水質的に問題があるということ

だが、水質にどのような問題があったのかということも含めて、価値のある問題じゃないか

と思いますので、お答え願います。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） 水質の関連につきましては、やはり農業用の農薬の成分と

いうことで、そういう成分が検出されたという過去の経緯がございます。仮にその成分を除

去するには、現在の施設では当然除去ができないということで、化学物質的なものを用いる

新たな浄水設備が必要になってくると聞いてございます。 

  また、今の学校プールに使われている地下水につきましては、農業用水も兼ねて使われて

いるという経緯がございます。前にやはり災害等で給水の関係で、沢の水が取れなかったと

きに、一時的な補助用水として使用できないかということで協議した経緯がございました。

ただ、その時期がちょうど渇水時期に当たった時期でありまして、どうしてもそのときに地

下水を取られると農業用水のほうに影響してしまうということがあって、その時点では、そ

の水を使うことができなかったという経緯があったと聞いてございます。 

  やはり今後に向けましては、利用するに当たっても再度、水質調査等を実施した中で、本

当にその水が飲料水として供給できるかどうか、まずその調査が必要かと考えます。また、

飲料水として供給できる場合におきましては、再度、農業用水としても使用している関連か

ら、事前にその辺の調整を図れるように関係機関と調整をして検討していきたいと考えます。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ４番、澤西省司君。 

○４番（澤西省司君） 農薬が出たということで、確かに茶原が上にあって、そういった過去

があったということはちょっと分からなかったもんですから。保健所なんかの指導ですと、
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毎年、地下水は飲料等に使えるかどうかということの検査が法律で義務づけられてはおりま

すが、こういうところは農業用水とかプールですから、そんな厳しいあれじゃないもんです

から、大分、昔農薬が出たということで、茶原もちょっと減ってきているもんで、もう一回、

ここの水をもう一度検査するぐらいのことはわけがないことだと思いますので、もう一度試

していただいて、それでも農薬が出るようしたら、しようがないなということで私も諦めま

すけど。緊急にとっちゃなかなか都合がいいかなと思ったもんですから、そういった考えを

出したまでですので。もし水質検査を一緒に、何かほかのとき、毎年水質検査はしていると

思いますのでね。そのときにここの水もぜひサンプルとして一度提示していただければと思

います。 

  それから、五つ目の件ですけれども、高郷地区のところなんですけど、くみ上げ式ポンプ

の設備の設置については、災害対策の重要拠点である役場本庁が断水するわけにはいかない。

それから高郷、上長尾、梅高の上長尾地区は、約400世帯1,000人がおります。各簡易水道が

連携しているため、災害時の復旧には十分な必要性があると思いますので、この地下水ポン

プくみ上げということに対して、今後の対応について伺います。先ほどもちょっと触れてく

れてはいますけど、ここの重要性を鑑みて再度、御発言を求めます。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） いずれにしても、議員御指摘のとおりポンプアップ、これが今、桑野

山に１個あって、いずれにしろ非常時に、本当にこんな災害になると、あればいいなという

のは当たり前の話で。先ほど課長も言ってたんだけど、水質検査も含めて今後の対応の中で、

当然、ポンプアップというのは電気量がかかるから、要電も含めて、要電というのは太陽光

とかいろんなことも含めて、今後の構造的な造り方、それもちょっと研究していかなきゃい

けないかなって、町政懇談会でもポンプアップ、ポンプアップ、私も言っているもんですか

ら。今後の対応の中で、予算にも反映させてやっていかなきゃいけないのかなというような、

私の気持ちとしてはあります。 

  あと、課長、何か答えられるなら答えて。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） ただいま議員の質問について、やはり井戸に関連しては、

この地区だけでなくて、今回、台風の災害を受けた中では、いろんなところで今後の水源の

見直し、そういうものが必要になってくるのかと実感させられたところであります。 

  ですので今後につきましては、ここだけでなく、町内全体の水源の在り方について再度検

討していく中で、有効性については検討した中での整備について、今後対応していきたいと

考えます。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ４番、澤西省司君。 

○４番（澤西省司君） 確かに町長、町政懇談会のときに予備的にくみ上げ式ポンプの設備を
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考えているというような発言もありましたので、今、それと課長も、ここの地区だけじゃな

くていろんなところでも必要性を感じる場所があるというようなお考えでしょうから、今後、

くらし環境課中心になってこの点に対して対応していただければと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

  では次に、大きな項目の２番目、災害を見据えた公共施設周辺環境の見直しと対策という

ところで、一つ目なんですけれども、中川根中学校は敷地全体を２本の大きな長い水路に取

り囲まれています。先ほどもちょっと話はありましたけど、片方の水路は、高郷地区へ入ら

ないように直接長尾川に水を放水する施設というのを、台風時なんかにはまめにやって出す

わけです。 

  しかし、そっちの１本は多少なりとも対応、対策できるんですけれども、特に中央小学校

の水路にはテニスコート、グラウンド、高郷区域内、中央小などからの雨水が流れ込むわけ

ですが、60年以上前の水路のため、水路の幅も狭く、砂の堆積などの要因も重なり、今回の

台風15号では、体育館への床下浸水や教員駐車場の冠水などがありました。 

  最近、私が水路の点検に行ったときですけれども、格技場の下も床下浸水をしており、あ

の一帯、施設周辺全体が冠水していたことも分かりました。昨今の異常気象は今後も続くた

め、古いままの水路環境と排水溝などの見直しは、急を要する問題となっているのではない

か伺います。 

○議長（杉山広充君） 教育総務課長、平松敏浩君。 

○教育総務課長（平松敏浩君） それでは、御質問にお答えさせていただきます。 

  中川根中学校につきましては、以前にも地元業者の方に周辺の調査を依頼したところです

が、議員おっしゃるとおり古い施設でございます。体育館裏側にあります集水ますのキャパ

にも関係することで、大雨が続くと満水となりまして、施設内に排水があふれることも承知

をしております。このことは、学校とも情報を共有しております。大雨などのときは常に注

意を払い、対応しているところでございます。また、学校周辺の排水溝も古い上に、把握し

切れていない古い排水溝も入り組んでいることもありまして、今後におきましては、学校の

対応につきましては、子供の安全を最優先に対応を考え、慎重に調査をしながら検討させて

いただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 高郷地域には中川根中学校、中央小学校そして上長尾駐在所など、

重要な公的な施設がございます。また近年は、これまで想定していなかった箇所で災害も発

生しております。 

  まず、水路につきまして、建設課と協議をしながら現在の水路の状況を調査し、その後の

対応を進めてまいります。 

○議長（杉山広充君） ４番、澤西省司君。 
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○４番（澤西省司君） 今、総務課長並びに教育総務課長より、あの辺の状況のところですけ

ど、私が台風直下すぐの１週間以内ぐらいですか、お二人がそれぞれ時間帯をずらして現場

を見に来ていただいて、水路の切替え盤に関しては速やかにこれは修理が必要だということ

で、発注のほうもかけてくれてあります。まだ出来上がってはありませんけれども、渇水期

ですので、そこの新しい盤ができれば、切替えのところも一生懸命やっていきますけれども、

全体としては60年以上の水路ですので、十分分かっているというような御発言をいただいて

いますので、調査をこれから進めていただいてですね。私も高郷へ住んでいるんですけど、

あそこの水路の入り組み方がちょっと、末端のところが非常に複雑に組んでいて、調査した

ら、一度、ここの水路がここへつながっているとか、３本、４本が最後どうなっているか分

からないという点がありますので、そこら辺を簡単な見取図でもいいので、町民もほとんど、

末端の近所に関しては分からない状況なもんですから、一度教えていただければ、調査結果

といいますか、水路のどれがどうなっているということで結構ですので、一度、調査が済み

次第、教えていただければありがたいと思いますので、よろしくお願いいたします。十分理

解していただいているということで、そのように進めていただければ幸いだと思います。 

  次は、２番目の項目ですけれども、昨年７月の大雨洪水注意報以後、台風15号までの僅か

１年２か月ほどの間に道路の崩落が４か所、道路上への土砂崩れが２か所など、平均150ｍ

くらいの間隔で災害が発生しております。昨年はごみ収集車を役場に避難させる対応なども

あり、公共施設への道路確保の必要性や、災害拠点である役場本庁舎が利用する水路管がこ

の道路区間に埋設されていることなど、総合的な道路管理が求められるのではないかという

ことですけど、先ほど来、町長も川の流れというようなことを発言いただいています。やは

りところどころそのように崩れたところには当たるという、水がちょうど当たるような感じ

でなっていますので、よく理解できますけれども、非常に落ちやすい場所、ここは一帯に総

合管理が私は必要じゃないかと思いますので、その点はいかがですか。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 私、先ほど申し上げたように線形とか、特に町政懇談会でも私言って

いるんですけど、林道の奥に水道ののみ口があるという、そういったことに全てなっている

もんですから、この町は。林道というのは山に沿ってカーブをつくっていくという線形です

ので、どうしてもその沢のところへ大きな水が来ると当たってしまって、そこには当然ヒュ

ーム管がこう入りながらあるんだけど。その状況の中で１ｍ一万四、五千円で造っているか

ら、これはなかなか難しいなとは思っているんですけども、その中において今後の対応とし

ては、やはりしっかりした構造物を造り直す。ほとんど護岸側のほうは石積みで上げて、ブ

ロック積みで上げていって、そういう格好になっているもんですから。そこの構造上、林道

設計の場合だと積算単価も決まってきて、今回の災害復旧で設計をどのぐらい見ているのか、

ちょっと私もそこは確認していないところですけど。やはり原状に戻すということが基本で

すので、今後の対応の中でどうあるべきか、本当、構造上の問題もあるし、設計の問題もあ
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ろうかと思うんですけど、いずれにしてもいつも言っているように、林道の上流部へ行って

水道ののみ口があって、そこから水を流してくるという、その構図はずっと変わらないもん

ですからね。 

  その辺の構造上をどうこれから違う形の中の設計において取り組むかということが、しば

らく復旧後にはそうだと思います。そのためには、さっき言ったような、水の状態を測って

みたり、ポンプアップ、それも考えたり。いろんな状況の中を今後検討してまいりたいと思

っていますので。 

○議長（杉山広充君） ４番、澤西省司君。 

○４番（澤西省司君） 複数箇所ということで、工事もなかなか大変ですけれども、専門的な

ことは分かりませんので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、最後の再質問になりますけれども、本庁舎周辺での台風15号の影響はというこ

とで、開発センターの裏山が少し荒れた程度で済みました、今回の台風でも。裏山の沢も大

丈夫でしたが、そこから僅か100ｍほど北側にある涸れ沢が氾濫して、土砂崩れによる通行

止めが発生したことは、やはり土砂災害特別警戒区域の中に本庁舎があるという、分かりや

すいシグナルではないかと思います。 

  先ほどの長尾川沿いの町道長松線の総合的道路管理や庁舎の裏山が土砂災害特別警戒区域

などについては、上長尾地区はもとより、役場本庁舎のアキレス腱にもなっていると私は感

じております。最後に、災害対策の重要拠点である役場本庁舎を守るという強い意識を町長

に伺います。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 先ほど冒頭でも申し上げたとおり、私も以前そういった質問は議員時

代にさせていただいて、ここが拠点になるところだよという質問をさせていただきました。

そういった中で、やはりアキレス腱という言葉も議員、使って、何回も何回も、先ほど高郷

の中部簡易水道ですか、あそこも林道が崩れたり、もう山も弱っているからああいうことに

なるんで、何回も何回も。その中において、先ほど言ったような構造上の問題、これは必ず

いろいろ検討しながらやっていかなきゃいけないことで、何回もあると困っちゃうもんで、

私も。 

  そんな思いの中で、やはりこの役場庁舎というのは本丸であって、だからいろんなことを

やってくれよということをずっと私も言っているんですけど。そういった意味合いの中で先

ほど建設課長も答えていただいたんですけど、調査して、ここにはストーンガード、落石防

護柵、普通、誰が見ても欲しいわけです、ここね。そういったことも含めて、いろんな意味

合いがあって今まで保安林解除もしないできたんだと思うんですけど、課長答弁のとおり、

土木と話をしながら、これからもここが災害対策の拠点になりますので、そういったことも

含めて必ずしっかりやっていきたい、こんなふうに思っています。 

○議長（杉山広充君） ４番、澤西省司君。 
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○４番（澤西省司君） 災害対策をしっかりやっていきたいという町長の発言を聞いて、私の

今回の一般質問を終了したいと思います。ありがとうございました。 

○議長（杉山広充君） これで澤西省司君の一般質問を終わります。 

  ここでしばらく休憩といたします。再開は11時45分といたします。 

 

休憩 午前１１時３６分 

 

再開 午前１１時４５分 

 

○議長（杉山広充君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  ５番、石山貴美夫君、発言を許します。５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ５番、石山貴美夫です。通告に従い、質問をさせていただきます。 

  今回、９月の災害に関連する質問をさせていただくのに当たり、改めて被災された町民の

方々に心からお悔やみとお見舞いを申し上げます。また、対応に当たられた町長をはじめ町

職員の皆様、関係の皆様に心から感謝とお礼を申し上げます。 

  今回、災害関連の質問が各議員からあり、重なることは省かせていただくつもりですが、

同じ質問で同じようなお答えというような質問をしてしまいましたらお許しください。また、

質問はあくまで、あしたにもまた起こるかもしれない災害に対し十二分な準備、対策をし、

私たち町民の命、財産、安心の生活を守るため、町民により優しい心で町の防災対策をお考

えいただくためにさせていただくもので、どなたかを非難、批判、誹謗するようなものでは

ありませんので、最初に申し上げておきます。 

  それでは、質問させていただきます。 

  質問１、町民にやさしい防災対策について伺います。 

  ９月23、24日の台風15号による集中豪雨は、県内に大きな災害をもたらしました。町内で

も各所で人的被害、住宅被害、大小の沢の押し出し土砂による道路、水道施設、農地、林道、

大井川鐵道など、前例のない被害となりました。この豪雨による被害状況を検証し、町民に

とってこれからもっと優しい町となるために、災害に対する今後の対応策等について伺いま

す。 

  ①この災害時の危機管理対応の経過をお伺いします。 

  ②町民への情報提供の対応について伺います。 

  ③町の情報を町民はどう捉えたと承知したか伺います。 

  ④町内各区の災害対応の検証について伺います。 

  ⑤断水被害の状況と対策について伺います。 

  ⑥観光、経済への影響と対策について伺います。 

  ⑦今後の災害対策の再検討、見直しについて伺います。 
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  質問の２、より現実を見据えたまちづくりについて伺います。 

  毎年確実に人口が減少し、高齢化していく町の現実から目をそらさず、未来のまちづくり

のために今やるべきことは何かを伺います。 

  ①町の生活インフラについて伺う。 

  ②高齢化する町の土台である各区の運営について伺う。 

  ③各区の課題は何か、その対応について伺う。 

  以上、壇上からの質問をお願いいたします。 

○議長（杉山広充君） ただいまの石山貴美夫君の質問に対し、町長の答弁を求めます。町長、

薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） それでは、お答えさせていただきます。 

  まず、質問事項１番目の一つ目、危機管理の対応経過についてお答えさせていただきます。 

  ９月23日午後７時39分、大雨警報が発表され、町は第１次配備態勢を取りました。その後、

午後９時25分に土砂災害警戒情報の発表を受け、第２次配備態勢と同時に、災害対策本部を

設置しました。私は、午後９時45分に登庁し、災害対策本部の指揮を執り、災害対策本部は

10月14日午後５時の閉鎖まで24時間対応を取っております。 

  次に、二つ目です。町民への情報についてお答えします。 

  土砂災害警戒情報の発表を受け、避難指示等の発令準備に取りかかりました。登庁した午

後９時45分には、高齢者避難情報の発令を判断しました。既に深夜の時間帯でありましたの

で、混乱を防ぐため、全区長に電話にて、高齢者避難情報の発令と、必要であれば避難所の

開設をお願いしました。全区長への連絡、確認が完了した午後10時50分に、かわねフォンを

使って高齢者避難情報を発令しました。その後、町の公式ＬＩＮＥからも発信しております。 

  三つ目の、その状況下で町民の皆さんがどう捉えたかということですけども、深夜の時間

帯での発令でしたが、町民の皆様の命を守るため、災害対策本部として必要な措置だったと

考えています。 

  四つ目の町内各区の災害対応の検証についてお答えします。 

  12月13日に開催した区長連絡会において、自助、共助、公助について説明し、今回の災害

における反省点を含め、御意見を伺ったところです。また、現在開かれている町政懇談会の

中でも災害対応に関する御質問や御意見を伺っております。 

  その中で、町と自主防災会や消防団における災害時の役割分担を明確にするよう、防災担

当に指示したところです。 

  五つ目の断水については、徳山地区、水川地区、高郷地区、梅高地区、下泉地区、瀬平地

区など最大で1,251世帯で発生しました。中でも水川地区においては１週間にわたる長期的

な断水となり、大変御迷惑をおかけしました。現在は仮復旧により回復していますが、本復

旧については、水源までの道路復旧工事に合わせて進めていく計画です。 

  また、災害に対する水源確保や統合についても検討するとともに、各簡易水道の運営と合
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わせて、先ほども申し上げましたが、計画的に進める考えでおります。 

  ６番目の観光施設については、夢のつり橋のほか、キャンプ場２施設が被災しました。そ

れに加えまして、大井川鐵道の運休により、観光入り込み客数が例年と比較し大幅に減少し

ており、直接被災しなかった観光事業者にとっても厳しい状況となっています。そのような

状況から、これまで以上に集客事業を展開していく必要があると考えていますが、単に集客

を図るのではなく、今後も観光の目的地として選択されるような魅力ある施策を実施してい

く必要があると考えています。 

  経済面では、台風15号災害で落ち込んだ地域振興対策として、12月から電子クーポン事業

やプレミアム用途別商品券事業を実施し、町内の事業者の支援と消費喚起を図っていきます。 

  七つ目の今後の災害対策の検討、見直しについては、本年度末までに災害対応マニュアル

の見直しが完了するよう指示したところです。各自主防災会の会長である区長の皆様、自主

防災委員、そして消防団から、今回の災害対応についての反省や今後への要望を聞き取り、

見直しに生かしていきます。 

  次に、質問事項、大きい二つ目の１番目です。町の生活インフラについてお答えします。 

  住民生活に欠かせない施設として、斎場、し尿処理施設、ごみ処理施設があります。現在、

各地区にて町政懇談会を開催しており、その中で町が取り組む施策の成果や今後のまちづく

りの方針を説明しています。今後、整備しなければならないインフラとして、学校再編、斎

場の整備、し尿処理施設について説明しています。 

  斎場については、現在、本川根斎場、中川根斎場の２か所を運営していますが、それぞれ

建設から30年以上が経過し、老朽化が進んでいます。老朽化に伴う修繕費用の増加など、維

持管理費の負担が大きくなることを考慮し、新たに１か所に集約する形で整備を進めていき

たいと考えています。 

  し尿処理施設については、現施設を60年間にわたり受け入れてこられた地元からの強い要

望もあり、また、同施設の運用も20年間の運転スパンで施設更新がされてきていることから、

運営委員会において協議し、外部での委託処理を検討すべきとの答申が出されました。町と

しては、委員会の答申を受け、外部委託処理をする方向でインフラ整備を検討しているとこ

ろであります。 

  また、ごみ処理関係につきましては、現在、各地域にごみステーションを設けて定期的に

収集し、島田市の田代環境プラザで処分業務をお願いしています。 

  生活していく上で欠かせない施設です。整備に要する経費については、合併特例債や過疎

債といった有利な地方債を有効に活用し、未来に大きな財政負担とならないよう進めていき

たいと考えています。御理解と御協力をお願いいたします。 

  二つ目の、各区の運営と課題ですが、総括して答えます。 

  各区の運営についての御質問にお答えします。 

  各区の規模や年齢構成等により、それぞれが抱えている課題は異なります。今後も区長連
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絡会を通して、そうした課題の解決に向け、協議していくとともに、町の補助事業である河

川美化、道路愛護などの作業については、担当部署と相談していただきながら役割分担して

いきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ここでしばらく休憩といたします。再開は午後１時といたします。 

 

休憩 午前１１時５８分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（杉山広充君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  再質問を許します。５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） それでは、町民に優しい防災対策、①のところから、この災害時の

危機管理対応ということについて質問させていただきます。 

  23日から祝日で土日と３連休でした。19時39分に大雨警報が発令され、１次配備態勢にな

ったと。それから２時間経過した後、夜の21時25分、土砂災害警報情報が出され、２次配備

態勢から３次配備態勢に移行していったというお話で、課長から町長、副町長にお電話をさ

れ、災害対策本部を設置され、総務課長は夜の９時、21時35分、町長は21時45分に本部に入

ったということですが、実際にこのとき、本部機能として、３次、すなわち全職員が登庁の

わけですけれども、町外から通勤の方もおられる中で、職員はそろったのか、本部の体制と

しては万全であったのか、会議とか業務など、どんな状況であったのか、その辺のあたりを

お伺いします。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） まず、町長が登庁しました23日午後９時45分、職員全員は登庁し

てはおりません。この災害対策本部の設置については、事前に決められている手順に従いま

して、土砂災害警戒情報の発表をもって、設置のほうを決めております。 

  また、御質問にありました災害対策本部会議でありますが、これは応急措置が一段落しま

した９月27日に第１回目をやりまして、その後、対策本部を閉鎖する10月14日まで、ほぼ毎

日開催しております。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） なるほど。災害対策本部ができたというと、もうほとんど全態勢が

整っているかのように私は理解してしまいましたけども、そういうことではないということ

ですよね。 

  初動として、やはりちょっとその流れが遅く感じるんですよね。島田市は夜の７時、19時

50分、焼津市が20時50分、川根本庁は21時25分ということで、島田市と比べると１時間半ぐ
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らい遅いということになって、そこで職員の方々みんな集まって情報を共有し対応していく

ということになってくると、５分、10分という、危機管理という観点から、23日の夕方から

の気象情報が次々と発表されている中で、そうした時間に招集するという判断をどなたがし

て、一刻を争う防災対応だとするならちょっと遅いんじゃないかなというふうな、素人なも

んですから感覚的なものですけど、危機管理能力という観点からそのあたりはどう検証され

るのか、お伺いします。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） まず、当町が大雨警報が発令されたのは午後7時39分です。石山

議員おっしゃられた、例えば島田市とか、ここより南側といいますか、海側に近い地域につ

きましては、今回の大雨の原因が線状降水帯によるものでしたので、そちらの海岸沿いから

徐々に雨が降り始めてきたのではないかと考えております。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） 分かりました。 

  ２番目の町民への情報提供というところについて伺いますけれども、町民から役場に災害

関連の電話が多分、その日の夕方から入っていったと思うんですけど、普通は守衛さんが、

休みの日ですから対応されると思うんですけれども、本部の職員とか、職員の方が直接電話

が取れる状況となった時点で、町民に状況の急変や緊急災害の情報などを役場で受け付けて

いますと、町民にそういうことを報告してあげることによって、町民は自分の家の周りで起

こったことを役場のほうにどうしたらいいということで相談ができるし、非常に安心感があ

ると思うんですけども、町もそのほうが情報を早く、どこで何が起こっているかを取得でき

ると思うんで、その辺の情報を先に提供するほうがいいんじゃないかと思ったんですけど、

どうでしょう。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 今回の災害で町が情報収集体制を取ったのが大雨洪水警報が発表

されました19時39分、ここで第１次配備態勢が取られまして、情報収集要員を参集しました。

そこから雨が止んだ午後２時頃まで、災害対策本部に寄せられた情報は約25件くらいであり

ます。その３分の１くらいは、現場を確認に行きました町の職員からの情報であります。 

  この時点で、雨が降っている状況もありまして、町民の皆様からちょっと情報を受け取れ

る状態ではありませんでした。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） 大変混乱した中だったと思うんですけども、是非これからマニュア

ルをつくっていく中においては、一刻も早く災害本部が１次配備、２次配備となった時点で、

ぜひ町民からの情報を受け付ける場所をつくっていただきたいなと思うんで、よろしくお願

いいたします。 

  それで、次に、町長は本部に入られて１時間後、22時50分、かわねフォンで警戒レベル３、
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高齢者避難情報が発令されました。雨はその頃から最もすごい状況で、連続豪雨で到底、外

に出ることは危険を感じるような雨でした。高齢者など、いわゆる弱者といいますか、そう

いった方が、先ほどの中澤さんの質問にもありましたが、あの時点で避難をと考えたのはど

ういう判断の根拠で、その警戒レベル３、避難指示というものを出したのかお伺いをいたし

ます。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） まず、気象庁からの情報で、町内全域を対象に土砂災害警戒情報

が発表されたことを受けまして、そこから準備に取りかかりました。その後、深夜の時間帯

であっても、町民の皆様に危険を周知する意味も含めまして、この避難情報を発令いたしま

した。町民の皆様の命を守るためには必要な措置だったと考えております。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ある区では、町から電話をいただいたときは、必ずしも避難所の開

設はしなくてもいいと解釈できるような内容の電話だったと。暗く、豪雨だったために、こ

れじゃ一般の町民は避難は難しいだろうと判断し、避難所は開設しないという決定をしてい

たところ、22時50分、今のかわねフォンでレベル３の緊急放送が放送されまして、その内容

を聞いてしまうと、避難者が実際には来るんじゃないかというふうに考えが変わったそうで

あります。それで急遽、役員全員で集会所に集まって避難所を開設したというのがその流れ

だったということで、実際は避難者はゼロであったんですけども、あの状況で避難は無理だ

ったと多くの方は感じたと聞いております。 

  あの時間帯には、避難所までの道そのものが、沢があふれていたり、非常に危険で、行く

までの行程が非常に危険だったというところも複数あったとお伺いしております。避難を案

内する以上、町内各区の避難所は、経路も含めて確実に安全で可能だと確認はしているんで

しょうか、伺います。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） まず、高齢者等を含めました避難につきましては、例えばそれぞ

れの健康状態でありますとか、一人一人の確認が必要になります。まず、各区長様にお渡し

している避難行動要支援者をリスト化しまして、民生委員、自主防災会と共有していますの

で、特定者を優先して避難誘導を促すことは可能であります。また、自助、共助から、地域

で確認していただくことが大切だと考えております。 

  また、確実に高齢者等の避難が安全に可能だということは、それぞれの状況によりまして、

例えば今回、南部地域が非常に災害が発生しておりました。また、北部地域はそれほどとは

言いませんが、南部地域よりはまだまだ安全な状態であったと考えております。そのときの

状況にもよりますので、今回の場合、そこまではちょっと確認できておりませんでした。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） 非常に難しいというのはよく分かるんですが、レベル３の高齢者等
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避難という意味がいま一つ、何ていうんですか、不明瞭というか、ぴんと来ないというか。

藤枝市は23時37分に災害本部が立ち上がり避難指示を考えたが、暗闇の中で、あのすさまじ

い豪雨では２次災害を招いてしまうと考え、避難指示を出さなかったと議会で答弁されてい

ます。また島田市も同様に、暗く危険な豪雨で、２次災害をやはり予想して、避難指示は出

さなかったと。それで指定避難所の開設もしなかったと。11時41分に市長のメッセージで、

それぞれが身の安全を守るようにという訴えをしたということで、議会で答弁されています。 

  我が町も同じ判断でよかったんではないかなと、後からの私の感想で申し訳ないんですけ

れども、そういうふうに私は感じました。我が町では、事実、区に連絡し、避難所を開設し

たことから、現実に悲惨な２次災害を導いてしまったと言えます。なぜ他の市は２次災害を

予想したのにと感じてしまうんです。この判断はどうだったのか、どう検証されたか、お伺

いいたします。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 今回の高齢者避難情報の発令と避難所の開設の依頼に関しまして、

その時点での状況から適当であったものと考えているところです。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） 町民がその情報をどういうふうに捉えたかという４番目に入ります

けれども、警戒レベル３、高齢者避難命令というのは、どういう意味に町民が捉えたと承知

されているでしょうか。その後の文面の中でも、避難に時間のかかる方は身の安全を確保し

てくださいというふうにも言っているんですね。これの意味が何かいまいち、私は、町民に

どうしろと言っているのかよく分かりにくいもんですから、その辺をちょっと説明していた

だけますか。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） これも例えば町の広報紙でありますとか、そちらのほうでも何回

か御説明はしているんですが、まず、避難に時間のかかる方は身の安全を確保してください

という意味から御説明します。 

  こちらについては、避難所へ避難するのに、例えば危険であるとか、そういった場合には、

裏山をしょっているといいますか、斜面の場合には、その斜面から離れた部屋に移動してく

ださいと。そして、浸水等の被害が予想される場合には、１階よりも、もし２階があるんで

したら、２階に上がってくださいと、そういう意味であります。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） 言われてみればそうなのかなと思うんですが、町民が実際、あのと

きにどうすりゃいいんだということで、やはりもう少し聞く側、受ける側に立って、具体的

で分かりやすくちょっと内容を改善していただきたいなと思います。緊急の状況での放送で

あればあるほど、単純で明快な言い方じゃないと伝わらないし、行動に移れないもんですか

ら、告知文をもう少し町民目線で易しく明確にしていただきたいと思うんですが、いかがで
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すか。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） これからもそういった情報につきまして皆様に周知していくとと

もに、避難行動についての情報を区長連絡会でありますとか自主防災委員の皆様が集まった

機会であるとか、そういった機会で広めていきたいと考えます。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ありがとうございます。 

  24日の夜、土曜日の夜が明けてから災害関連の情報が今度はないんだという声が寄せられ

ました。町内の災害の状況、島田、静岡への道路のアクセス、そういった状況がまるで分か

らない状況で、一日中ほぼ過ごしたんですけれども、連続的に情報を流していただいたのは、

もう１日、２日してからは連続、朝から晩まで情報を流していただいたんですが、あの大雨

が去ったすぐにですね、難しいかもしれないんですけど、何とかして皆さんにもっと早い生

の情報を収集し、広報することができないでしょうか、お伺いします。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 石山議員言われたとおり、災害対策本部としても情報発信に努め

ておりました。ただし、職員が直接現場に出向いて現地を確認、そして情報収集を始めたの

が24日の早朝からです。夜が明けてからということです。また、町外へのアクセスについて

は、島田土木事務所に確認する必要がありましたので、関係機関との情報共有に少し時間が

かかったことは事実であります。 

  ただ、町の公式ＬＩＮＥにつきましては、道路状況の第１報は、24日の午前１時13分に広

報してございます。また、かわねフォンについては、24日の午後５時50分に、まず最初の情

報は広報いたしました。その時点で確認されている情報のみであります。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ありがとうございます。 

  本当に、島田へ行けるのかなとかという、身近な情報なんですが、ぜひそういったのを何

とか工夫していただいて、地名の人とかですね、うまく情報を取るようなことをぜひ今後考

えていただければなと思います。ありがとうございます。 

  町内各区の災害対応の検証ということに入らせていただきますが、区役員に、区民から土

砂が出たとか水が家に入ってきたとか、区民の周りの不安な状況が寄せられて、区長に見に

来てほしいとか、次々と要望があったということです。先ほど役場で受けてほしいと申し上

げましたけれども、区の役員としては、もう顔が見える関係ですので、無視できません。そ

れで、対応せざるを得ないということになってしまいます。区長さんは、指示するのに、担

当の方に言ってくれっていうのに本当にちゅうちょしたと言われました。こうした場合、区

としてはどこまで対応したらいいのかというのをお伺いしたいと思います。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 
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○総務課長（山田貴之君） 先ほどの町長答弁にもありましたが、対策本部、自主防災会、消

防団など、まずそれぞれの役割分担を明確にしていく必要があると考えております。先日の

区長連絡会におきましても、自助、共助、公助について理解していただけるよう周知したと

ころであります。まず自らの身の安全を守ることが第一優先にしまして、危険を冒してまで

行動する必要はないということを十分理解していただくところから始めたいと思います。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ありがとうございます。 

  ぜひその辺のところが非常に微妙で、顔の見える関係でふだん付き合うもんですから、区

長さん方、本当に苦慮されたと思いますんで、ぜひその辺をもう少し突っ込んで考えていた

だけるとありがたいと思います。 

  12月11日の新聞によりますと、被災された方は町内で５世帯９人のみと。22時50分の高齢

者避難された方、それは５世帯で９人だったと。22時50分の高齢者避難発令で、当該区では、

南部地区の区では、避難所開設指示の連絡を受けたが、雨が激しく開設を断念したと。もっ

と早く夕方に呼びかけがあれば開設できたというふうに書かれていました。また記事では、

避難所開設は各自治会に委ねられているので、指示はなくとも開設はできるというようなこ

ともお答えになられたということで、そうしますと、町からの指示というのは一体何なんだ

ということにも解釈の仕方でなってしまうもんですからね。これは、こういった意味はどう

いうふうに解釈したらいいのか、お伺いいたします。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） この避難所開設につきましても、先日の区長連絡会で議題になっ

たところであります。そこでは、自主避難ということについてお話をしまして、そこでは自

主避難については自主防の判断で行うことができるということをお伝えしました。 

  また、各区長の皆様からは、それぞれが置かれている状況から各地区での判断は異なって

くると。今後は空振りでも構わないので、自らの判断で避難所の開設を行うべきだという、

積極的な御意見も出されております。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） 今回は空振りも覚悟でという意見が出たというのは、まさにそうだ

ろうなと思います。やはり先ほどから、課長も自助、共助、公助ということを盛んに言われ

ますけれども、その新聞に出ていた区では、区長さんは行政からの避難情報を待っていては

遅いと。命は自分たちで守る覚悟で災害に備えたいと強調したと書かれていました。 

  あくまでも区の自助努力は重要ですが、行政本部の情報収集能力、専門的な知識、全体を

見ての判断、こういったことに各区は期待をしているわけです。期待に応えていただきたい

んですね。私はそれの裏返しの言葉のように聞こえました。ただ一刻も早い判断を要望して

いるんですけれども、そのあたりをどうお考えでしょうか。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 
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○総務課長（山田貴之君） 今、町のほうでも今回の災害の反省を踏まえまして、いろんな行

動のマニュアルを見直しております。その中でいろいろな御意見を聞きながら対応してまい

りたいと思います。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） 何件か区の役員さんにお聞きしたんですが、避難所を開設し待機さ

れていて、そのまま解散ということはできないと。各それぞれの持ち場の区内を巡回して、

災害状況を確認したというふうに言われていました。その行動というのは、町の指示なんで

しょうか。夜中２時頃に雨が上がり、その後で巡回、または朝まで待機して、朝巡回したと

いう地区もあります。このあたりの行動マニュアルというのはあったのかどうなのか、独自

の判断でされたのか。その辺をきちんと行動を決めるべきだと考えますが、どうでしょう。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） まず、自主防災組織が結成されましてから数十年が経過している

と思っております。その間、それぞれの組織におきまして決められている行動の手順がある

と思います。今回の災害の反省を含めまして、まず各自主防災組織ごとに話合いをしていた

だき、それぞれの行動マニュアルを決めていただければと思います。そこで町の職員の出席

等を希望するのであれば、その話合いに参加させていただきます。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ぜひそのあたりの行動マニュアルをしっかりと、町の専門の方も加

わって決めていっていただきたいと考えます。 

  今、自治会のほうでは保険のことが言われますけれども、活動参加区民もいわゆる保険と

いうものが必要だと思うんですが、それはマムシに食われたとかいろんなことがありますの

で。自主防災活動などのスタッフになる役員ですね、区の。区長さんとかそういう役員さん

方、こういった方は、やはり準備から一層危険が高いもんですから、別の保険が必要じゃな

いかなと思います。区が各自掛けるんではなくて、区の自主防災と連動で災害防止の研修な

どと同時に、安心して区の活動がやっていけるように、区によって差が出ないように、町が

しっかりとした統一した保険を掛けるべきだと考えますが、いかがですか。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 石山議員が今言われている保険が、町が加入を勧めている自治会

保険のことをおっしゃっているんだと思います。こちらは、保険の対象となる者が各自治会

が自ら決められた活動、これをその自治会の定められた規約等に記載をしていただく、そう

したことで、そこに記載された活動が保険の対象になってまいりますので、その辺の説明に

つきましては、これからも十分にしてまいりたいと思います。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ありがとうございます。 

  内閣府の防災エキスパートの岩田という先生がこの間、新聞に出ていましたけど、災害対
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策基本法第５条に、市町村の責務として、住民の生命、身体、財産を災害から保護するため、

計画を立て実施する責務を負っているというふうに言われています。区に全てを委ねるとい

うことはできないということであります。町の責任ということについてどう考えますか。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） まず、今回の災害に対しての町の判断とかそういったことであり

ますが、まず自助、共助、公助、先ほども何回もというような御発言でありましたが、それ

ぞれの役割があります。先ほど避難情報の発令の御質問にお答えしましたとおり、今回のそ

ういう避難情報の発令等を含めまして、町民の命を守る必要があると判断しまして、これま

で行動してまいりました。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） 行政は逃げられないという部分ではあります。南部地区の災害につ

いてですけれども、私は24日の朝、周辺地区を見回っている間に一報を聞きまして、現場に

駆けつけたんですが、あの日は、県警や機動隊、消防、区民、家族、親戚、知人、大勢集合

されていて、警察、副区長の指示で、手分けして川の周辺の捜査をされたりしたんですが、

町のほうの現場での連絡所や情報を提示するようなところは、拠点が設置されていませんで

した。町の消防団の方も、職員の方の姿もそのときは見ませんでした。私は翌25日にも現場

におりましたが、やはり地区の副区長さんが警察のアドバイスを受けて、区民、知人が動く

という状況でした。 

  この２日間は四、五十人、いやもっと大勢の方が現場周辺にいたと思うんですが、町の防

災計画の16節を見ますと、遺体の捜査ということなんですが、その計画の中には、行方不明、

既に亡くなられているというようなことが推定される者の捜査は、町の職員により、消防団、

自衛隊、地元関係者の協力により行うというふうなことが記載されております。 

  また、あの人災とも言う初動の時期に、皆さん本当に苦しんでおられました。どうしたら

いいのかということで、町と町の消防団の方はどのような対応をあのときされていたのか、

お伺いをいたします。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） その現場につきましては、発生当初から、警察主導の現場対応と

しまして、町の職員におきましても、現場の立入りについては制限をされておりました。町

の職員は、道路管理者として捜索現場の外で立会いをしていたところであります。消防団に

ついては、区からの要請で消防団長の指示により、24日から捜索活動を行っておりました。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） 人災ということで、情報一つとっても、現場には本当に確たるもの

がなくて、区民の皆さんとか、そういうところでどこからも情報が入ってこないもんですか

ら、区の役員さんや関係者の方々は非常に不安な状況であったんです。町の災害応急対策計

画によりますと、災害の状況により災害対策本部を設置するとあるんですけれども、あそこ
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の上流の地区も、家屋の崩壊や孤立化、キャンプ場も流れちゃったりということで、あの辺

一帯が非常に大きな災害が起こっていたわけで、せめて職員の方がつなぎで１名でもいてく

れればなと現場で感じました。 

  現地対策本部を設置しなかった理由は何だったんだということで、私はもう一議員でどう

することもできませんでしたけれども、その辺のところをちょっとお伺いしたいんですが。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 課長が説明したとおり、人命もあったということ、警察主体が主だっ

たということもあります。そこに現地対策本部つくればいい。うちの職員もその後の対応は

毎日行ってやっておりますので、私自身もそこへ行って、あまり、正直な話、行っていいの

かどうなのか。体制、現場を動かそう、そう思ったのは私で、県警との話の中でいろんなこ

とがあって、ああいう状況で、たまたま延びてしまったんだけど。もともとはやはり県警主

導であったということ。それが一つ原因なのかなと思っています。その後の対応というのは、

我々職員をはじめ、みんなが動いていた。それだけは分かってください。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） 状況は分かりますが、やはり警察の方は警察の組織として動いてい

て、島田消防の方も島田消防として動いていて、何か現場の区の関係の方々だけ孤立してい

るような感じで、情報も入らない、何したらいいんだろうというようなことで、もう非常に

その不安だけがあの場であったなというふうに今思います。ああいう場合の対応というのも、

ぜひ今後考えていただきたいと思います。 

  区長、副区長というのは、町の最先端で住民と接する役割であります。しかも今回は、防

災という役目上からの被災でありました。私的な行動でなく、あくまでも区民や観光客の安

否の確認の目的で、区長、副区長そろって公的な役目中の被災でありました。あの頃、火災

現場で亡くなられた県の中部地区の自治体を挙げてお送りした消防士の方、公務中の災害の

重大性ということが非常に問われました。ちょうど防災対応で区長と同乗した区内の巡回中

に亡くなられた副区長さん、けがをされて入院された区長さん、私は同じじゃないかなとい

うふうに感じます。区の役員として、区民、町民、観光客の安全を心配され、徹夜で防災対

応をされた役員さんです。これは周辺の市町さんは予想されていた２次災害ですよね。何と

か考えられる全ての救済策を模索していただきたいんですけれども、お伺いをいたします。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 後ほどの御質問もありますが、お答えいたしますと、町で実際に

対応できるものは、やはり災害の弔慰金でありますとか、災害の義援金の配分などがありま

す。これ以外に、先ほど石山議員もおっしゃいました自治会保険で対応していただくように

今、調整を進めているところです。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） その日の夜ですね、あの日の夜、雨が収まったという流れの中で区
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内を巡回するというのは、それぞれの区によっても違ったと思うんですが、責任がある区長

さん、副区長さんとしては、まず納得できる対応だったと私は思います。町として、このた

びの２次的な災害ですけれども、区の人的な災害発生の原因というものは何だと検証される

んでしょうか。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） まず、今回の事故につきましての直接的な原因でありますが、や

はり異常な雨量でありますとか河川の増水等、いろいろな原因が重なっていると考えており

ます。区長連絡会におきましても各区長の皆様にお伝えしましたが、まず、以前から言われ

ていますとおり、身の危険を伴う行動はまず控えていただくということをお伝えしたところ

であります。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） 町の消防団の非常災害対策規程によりますと、第３条で、町内に非

常災害が発生し、又はそのおそれを予知したときには、本部員は役場に登庁し災害活動をさ

れる云々という規程があります。また、第５条では現地での対応が出てきます。この規程に

も鑑みて、このたびの人災現場地区、また、全庁的な緊急災害時の対応、捜査協力などはど

んな対応であったのか、お伺いをしておきます。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 町の消防団の出動についてでありますが、団長判断によるもので

あります。町のほうで把握している範囲でお答えいたします。 

  まず、９月23日24時に消防団長から各被災箇所の団員に出動要請をかけて出動しています。

本部役員についても、本庁舎と支所へ参集しておりました。各分団については、団長から地

区の巡回、土のう積み等、自治会と連携し作業を行うよう指示したと聞いております。 

  また捜索活動についても、24日から10月２日まで延べ127名が捜索活動を実施しておりま

して、島田市の大井川河口付近まで捜索しております。 

  今回の台風での総出動人数は201名であります。昨今、団員が減少している中で、地域の

ために団員は活動を行っておりました。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ありがとうございます。いろいろとお世話いただいたということは

よく分かりました。 

  被災された区長、それと副区長に対する町の対応というのは、高齢化していく中で、今後

の区長、副区長、役員などの成り手の確保というところに大きな影響が出てきます。町の職

員の方も定年退職されて地元に戻りますと、すぐ戻ってくる役割なんですね。私は、地区の

方々を思いやり、責任感、郷土愛からの行動、被災であったと考えます。同じ町民で望まれ

るのは、寄り添う温かな対応だと思います。皆さんが納得される温かな心ある対応を強く望

むんですけれども、先ほどお伺いしましたが、もう一度その辺についてお伺いをいたします。 
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○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 今回も含めてそうなんですけど、区の仕事というのは私はボランティ

アだと思っている。ずっと地域で生きてきて、それで順番を踏んでいろんな組長をやったり、

副区長をやったり、区長になっていく。その中において地域を愛する心、それだから区とい

うものは保たれておるということです。これから先も、誰がこれをやれ、あれは誰が分担、

そういうことじゃなくて、地区の中で愛を求めてやっていっていただきたい。それが地域社

会だと。今回、災害のことも含めていろいろ復旧、復興、本当にお世話になった方、私がも

うちょっと落ち着いたら、本当に皆さんのところへ行って、いろんなお礼も言いたいし、そ

んな意味込めて。 

  だから、区というのは自分の生まれたところで、それから育ててもらったところ。それで

皆さん、60定年して帰ってくる人も多いけども、自分は24年頃帰ってきて地域で育てられた

から、やはり地域のことは大事にしたい。そう思って地域愛をずっと私、当時、上長尾だけ

れども。何でも、自分みたいなところでも相談してくれるし、いろんなことがあればそこで

自分も行くし、そういった地域愛をやはり大事にしてもらいたいということ。今回の災害も

そうだけど、てんでに分かれていっちゃったら何もできないから、消防団だって同じこと。

消防団はもっと地域に溶け込んでもらいたい。ちょっと今、消防団の組織のことも、自分ら

の頃と違って地域へ溶け込んでいかないから。それはなぜかといったら、消防の出初へ行っ

たら、自分らのところはタカハリというものがあってその後、ポンプはじき、７時には。そ

うやって地域に携わっていたんだ、消防団も。その中において、こういったご時世もあった

り、消防へ入る、入らんという人もいたり、そのまま過ごしてきちゃった人もいる。そうい

った中で地域の愛っていうのはどう生まれていくかなって。自分ら消防団から地域の愛が生

まれてきたから。そういった意味も含めて、ちょっと今、ご時世も違うのかもしれんけど。

だから役場対応、役場対応ということになってくるんだけど。それも重々承知しているけど、

やはり地域の方の地域防災、地域愛、こういったものをもっともっと地域間でつなげてやっ

ていきたい、そんなふうな思いもありますので、回答になるかならんか分からんですけど、

とにかく本当に復興対応に協力していただいた方に改めて私もお礼に行きたいと思っていま

すので、よろしくお願いします。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ありがとうございます。ぜひお気持ちをお伝えいただきたいと思い

ます。みんなのことを心配してくれた方への感謝の気持ちが伝わるということで癒されると

いうことはあります。 

  広報12月号には、関連記事は残念ながらありませんでした。一方、県警から町内業者には、

この捜査への協力に対する感謝状が贈られたということで、テレビ、新聞で報道されました。

本当に危険な作業をしてくださったことは、そういった業者の方にももちろん心から感謝い

たします。 
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  そういうことなんですね。肝腎な当事者、役を全うして責任持って行動され亡くなられた

副区長さん、けがをされた区長さん、御本人、御遺族、さらにまた共助の精神で連日10日間

以上も活動された地元の皆さん、さらに、たまたま現地で事件に遭遇し、区長を救助し、さ

らに私有地を開放して県警や地区住民や知人での捜査の拠点として御提供いただいた一企業

の社長さん、こうした方への我々町民の感謝の気持ちというのは、どなたがどうお伝えいた

だけるのか、町民の感謝の思いをお伝えいただきたいと私は心から思うんですけども、もう

一度、その辺について。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 本当に下泉地区には、ある会社の社長さんにお世話になって、あそこ

を借りて地元の方もそこにいて、社長さんにも私はお礼は言っているんですけど、時々私も

お邪魔するときもあるもんですから。そういった意味も含めて、本当に今回いろんな方にお

世話になり、当然、地元の土木工事の皆さんもそうだし、そのほかにも様々な方がおられま

す。そんな意味も含めて私も、先ほど言ったんですけれども、お礼がてら、機会があれば必

ずお邪魔しますので。また、議員も、こんなこと言っていたよ町長、とか、そういったのは

私もそこへお邪魔しますし、いろんなことでまた声がけしていただければ、必ず出向いてお

礼はさせていただきます。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ぜひタイミングを見て、そのお気持ちを何かの形に残して、私たち

の町民の仲間ですので、本当に永遠にですね、この何ていうんですか、栄光というか、本当

に災害と戦って亡くなったわけですから、そのことを忘れないためにも、県警のほうではあ

あやって業者さんに感謝状を贈っていますので、そうしたタイミングを見て、またその辺を

お考えいただきたいと思います。 

  次に、断水関係のことなんですが、先ほど澤西議員から話がありましたが、旧中川根の施

設ばかりが災害を受けてしまいましたけど、水は。これどういうわけか教えてください。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） 今回の災害につきましては、線状降水帯の影響により、旧

中川根地域が短時間に大雨が降ったことが要因かと考えられます。同じ雨量にしましても、

今回の場合、旧の本川根のほうがやはり雨量が少なく、通常の台風程度の災害であったとい

うのも事実でございます。ですので、そういう面から見ますと、今回、こちらの地域にかな

りの短時間での集中的な豪雨が今回災害をもたらした要因かと考えております。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） そういうことですと、今度、水道は企業会計ということになってく

るわけですが、今回の災害を踏まえて、今、課題をどんなことをお考えかお伺いいたします。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） 今回の災害を踏まえまして、先ほども質問にございました
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ように、今回かなり水源のほうが被害があったというのが実情でございますので、そういう

面につきましては、企業会計に移行する、しないにかかわらず、あくまでもこれは水道事業

としまして、前向きに状況を把握しながら検討のほうを進めて、計画的な対応をしていきた

いと考えてございます。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ありがとうございます。 

  旧本川根側は非常に水道事業、ほとんど完璧な状況になっているもんですから、中川根側

がちょっと遅れているかなというふうに私は感じております。 

  それで、次に観光関連なんですが、今非常にお客さんが減っちゃっていまして、新聞にも

出ていましたけども、寸又峡は通常の年の２割しか人が来ていないという状況なんですが、

そんなことで、根本的観光対策というのをもう一気に今やらないと、もう本当に忘れ去られ

てしまうと思うんです。それについてどうでしょう、何かお考えですか。 

○議長（杉山広充君） 観光商工課長、中野裕文君。 

○観光商工課長（中野裕文君） 議員おっしゃいますように、10月から11月、観光シーズンに

おきまして、マイカー等の入り込みを見ますと、例年に比べ大幅に減少している状況でござ

います。寸又峡にとりましても、このような状況を見ますと、夢のつり橋等、大きな観光資

源の一つであると、地元、また町も改めて認識したところでございます。 

  今後につきましてですけれども、このような状況を見ますと、既存の観光資源に頼るだけ

ではなく、民間企業等による新たな観光資源開発やブラッシュアップ、また、さらなる情報

発信の強化を図りながら、観光の目的地として選択されるような施策を、関係機関また地元

と連携しながら実施していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ぜひお願いいたします。 

  今後の７番の災害対策の再検討、見直しということについてですけれども、これからまた

梅雨がやってきますけれども、各区による状況も加味して、最適な現実的な対策を取るべき

だと思います。区の役員さんは基本、素人さんなもんですから、毎年、役員は替わっていき

ますもんですから、ぜひ町民、住民の目線で避難等のマニュアルを根本的につくり直し、配

布し、それに対する研修というものもぜひ毎年やっていっていただくということを考えてい

ただきたいんですが、いかがでしょうか。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 先ほども言いましたように、職員のマニュアル、あと地域と我々のマ

ニュアルというか、役場から地域へのマニュアル、また地域自体もマニュアルを、やはりそ

こにつくっていただく。そういった関係の中で、どうしても今、防災訓練はマンネリ化して

いるから、いろんな意味で地域間ごとの防災訓練、こういった災害が起こったから余計にい
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ろんな意味合いで１年間１回、区長さんとの連絡の中で、区長会の中でいろんな話合いはこ

れから持たれると思う。経験の中からまた積み上げてくるものがあるから、そういったもの

の中で今後の防災体制、私は先ほどからもう１回やり直すよということを言っています。そ

ういった中で、今回経験したことを生かして、区との連携をしっかりしていきたいなと思っ

ています。 

  全て、先ほど申し上げましたけど、区があって、町があって、消防団もある。いつも言っ

ているのは、町の根っこは消防団だと。動きやすいのは、やはり若い人が動かなきゃいかな

いということ。そこの区も連携をしっかり取ってやっていっていただきたいなというのが私

の本音ですよ。だから、区の防災マニュアルももう一回つくり直してほしい。それと、今、

私、町政懇談会へ行っていてよく分かるんですけど、ハザードマップ、危険な地域、なかな

か区のほうで貼ってあるところにもない。この前行った上岸にはいろいろ貼ってあった。危

険なところはここです、ここですと。ああしっかりしているなと思って、区の連絡会もきっ

とやっているんだろうと。だから時々、区のほうもそういった区の役員会、この頃コロナで

班の常例会みたいなもの、なかなか集まることなくなっちゃったんだけど。そういった中で

例えば防災訓練の見直しとか、やはり区長さん中心になっていろいろやってもらう。 

  先ほど、それで職員を呼んできてほしいというなら職員も必ず行かせますので、対応の中

で。今回これから区の常会、そういったものの中においては、やはり災害対応の問題が、来

年度区長さんちも出てくると思うから。そんな中で対応していきたい、役場の体制のほうも

整えながらやっていきたいと思っています。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ありがとうございます。 

  ぜひ区のほうの現場でも、出先は区なもんですからね。その区のほうのこともしっかりや

っていかないとどうしようもないなということで、２番のほうの質問に移るんですが、区の

ほうの仕事そのものも非常に河川美化からいろんなことがあるもんですから、スリム化して、

本当に必要なことだけに絞り込んでいくことが必要じゃないかと。町との役割分担、先ほど

町長も言われましたが、その辺もしっかりと区分けをして、町のほうでも負っていただくよ

うな部分を増やしていかないと、これから区の業務は大変になってくると思います。その辺

についてどうでしょうか。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） まず災害対策につきましては、ここまでお答えしてきたとおり、

町と自主防災会との間で役割分担をしていきたいと。そのために区長連絡会等で協議をして

まいります。 

  そして、河川美化とか道路愛護といった各区の事業につきましては、作業が危険な箇所に

ついては事前に担当課と相談するなどして対応してまいりたいと思います。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 
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○５番（石山貴美夫君） 本当に区が人数的にも大変少ないところも多くなってきているもん

ですからね、もう一回全体を見直していただきたいなと思います。 

  生涯学習については、今どんな課題があるとお考えですか。 

○議長（杉山広充君） 社会教育課長、大村泰子君。 

○社会教育課長（大村泰子君） 現在、各地区で地区推進の方に事業を計画して、高齢者から

子供までが参加できる事業を行っていただいております。 

  しかしながら、従来から地域づくりに関わってくれております地域人材の高齢化が進む一

方で、地域行政への若い世代の参画が不足しております。地域人材の固定化や、これからの

地域づくりを支える担い手の不足が顕在化してきた、そのような地域の課題があると考えて

おります。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ありがとうございます。 

  区をまたぐ形での連携で生涯学習をやっていくのがいいんじゃないかなと私は思うんです

けれども、その辺はどうでしょう。 

○議長（杉山広充君） 社会教育課長、大村泰子君。 

○社会教育課長（大村泰子君） 各地区の状況を考慮しまして、ここ近年、地域人材が固定化

してきている地区や地域づくりを支える担い手不足の地区におきましては、ほかの地区と合

同で事業の推進を図っている地区もございます。その中で新たなコミュニケーション等も生

まれ、活性化してきていると思われます。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ありがとうございます。 

  そういったコミュニケーションによって、また防災のほうにも生かされてくるというふう

に考えますので、ぜひうまくやっていただきたいと思います。 

  このたびの災害は、現役の副区長さんが防災活動中に尊い命を区民、町民のためにささげ

られ、公に奉仕された災害として町の歴史に残して、忘れてはならない、そして防災対策の

根幹に生かし続けなくてはならない、町史に残すべき災害でありました。高齢化する町、同

時に高齢化する地区の役員、この町の現実をしっかりと受け止めて、もっと住民や町民の暮

らしやすい町になっていきますようにお願いを申し上げまして、一般質問を終わります。あ

りがとうございました。 

○議長（杉山広充君） これで石山貴美夫君の一般質問を終わります。 

  ここでしばらく休憩といたします。再開は午後２時５分といたします。 

 

休憩 午後 １時５４分 
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再開 午後 ２時０５分 

 

○議長（杉山広充君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  ７番、野口直次君、発言を許します。７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） こんにちは。寒くなりました。７番、野口直次です。 

  通告に従い、一般質問をさせていただきます。ちょっと早口でごめんなさい。 

  ９月23日の深夜、町内を襲った台風15号、豪雨災害は多くの人々が被災され、現在に至っ

ています。お悔やみ申し上げます。 

  町をはじめ関係者が、復旧・復興に日々活動されています。大変感謝申し上げます。今後

もよろしくお願いいたします。 

  冒頭の質問の前に、水川地区で行ったアンケートを紹介させていただきます。 

  台風15号による被害、断水、土砂流出等に対するアンケートです。内容は、四つからなっ

ています。 

  ①今回の被害で体験して思ったこと。 

  線状降水帯の瞬間的な雨の降り方はすごい。短時間の間に起こったこと。いつもは考えて

いなかったが、毎日たくさんの水を使っていたことを痛感した。お水のありがたさを知りま

した。蛇口をひねれば当たり前に出てくることに感謝。水道の断水で予想もしなかった経験

をした。大変でしたが、よい勉強になった。断水後、すぐに飲料水がお店になくなったので、

配給してもらって非常に助かった。給水車の飲料水配付も助かりました。今回、断水だけで

済んだが、電気も止まったらと思うとぞっとする。お風呂は温泉施設を無料にしてもらった

ことは非常に助かった。治山治水の重要性。夜間の緊急連絡は通じない、できない。避難指

示が出れば、すぐに集会所の準備ができているルールがあれば。避難指示が明るいうちでな

いと避難は無理。指示が出てからでは、避難が大雨と暗闇で危険だった。被害状況などがす

ぐ分かると行動しやすいと思った。集会所前に伝言板みたいなものがあれば、区民に情報が

伝わりやすいと思う。地区消防団第６分団第２部と地区との役割、協力関係がよく分からな

い。今回のような台風15号の豪雨災害の場合には、緊急夜間、分団の招集は区長ができるの

か、消防本部の指示で分団は動くのか、現場の状況の分かる区長から指示が出せるのか、早

急に確認してください。表には出ないかもしれないが、一部の団員は状況を見かねて個人の

判断でボランティアの気持ちで地区の警備に当たったと聞きます。天気予報で予測できない

天候の変化で、大きな災害が起こることが分かった。自衛隊が来てから素早い対応には、大

変ありがたかったです。 

  ②今後の災害に備えて個人で用意したいと思っているもの、思っていること。 

  １週間分の食料、飲み水、お茶、カップヌードル、缶詰、ポリタンク、水の入れ物、燃料

などの備蓄、バケツ、発電機、お風呂の湯は流さずに取っておくこと。山の元の水道の復活、
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水タンク用のポンプ、非常用のトイレ、今以上にキャンプの用品の充実などです。 

  ③今後の災害に備えて、水川区として今後の準備、用意はどのようなものが必要か。 

  水の貯水、水源が複数あればよいと思いました。長期保存の利く食べ物、パン等の配布を

してほしい。弁当は腐りやすい。常設浄水貯水槽、井戸水の設備、仮設トイレ、今以上に避

難所の停電のときの電源の確保、情報網の充実、いつでも誰にも届くように、区内に。災害

時、家にいるまだまだ動ける人たちが、それぞれできる範囲での協力、お手伝いの活用も今

後検討も必要。災害時における区役員の対応対策と、今後必ず起きる二次災害に対する役員

のそれぞれ自分の役割分担、よい意味で自覚も必要。町も今回の災害に対しては、マニュア

ルどおりいかなかった。町同様に区も災害の検証と反省をしながら、今後に生かす必要があ

ると思います。炊き出し等、万が一に備え女性部の在り方も検討すべきではないか。災害状

況をもう一度、地区内を巡回し、町に要望書を作成して、お願いをすること。町も細部も含

め現状が把握できていない気がするから。集会所が使用できない場合には、避難所の検討。

二次避難所の中中には行けないことが分かった。 

  ④今後、災害に備えて川根本町に期待することは。 

  今まで水川地区には長期にわたり急傾斜地事業を町として行っていただいているが、急傾

斜地などの土木事業の促進、区の要望も入れて実施をお願いする。土砂流出箇所等の危険箇

所の防災工事。相互間の情報網の充実。災害マップ見直し等も今回被害があった場所を入れ

た危険災害場所をマップに追加していただきたい。第一に、災害時の職員の人員が確保でき

るのか、今回必要な人員はすぐ集められたのか、予知できる台風でもマニュアルどおりはい

かなかったし、災害対策本部の立ち上げも遅かったと聞く。台風でもこの状態。東南海地震

ではどうしようもない。いかに各地区の自主防に負担がかかるのではないか。また、総合的

な台風15号の検証、検討も求めます。 

  ここからちょっと辛口になります。 

  災害時、職員の質も問われた。今回の災害対応はピンからキリまでで、スキルアップを町

行政に強く要望をお願いしたい。緊急時の対応への職員の接遇マナー研修の見直し等も検討

されたい。本庁・支所間の災害現場に行ったよ、場所は知らんけど。緊急時派遣された部下

の居場所及び移動場所の時間把握は当たり前、民間ではあり得ない。地区ごととは言わない

が、町から区に災害対応を住民を守るために状況判断も含め、連絡員等を置いてほしい。夜

間少し雨が小降りになったから早く帰路に着こうとする観光客が強引に道路状況を知りたが

り、危険を顧みず島田方面を目指し、警備に当たった区民を困らせた。当時の交通規制はど

のようになっていたのか。二次災害の危険も含め、今後大きな課題と思われます。川根本町

の公式ＬＩＮＥはかなり活用できた。防災機能をさらに拡充してほしい。メディアの川根本

町の被害の報道が遅かった。被害の正確な情報が世間に伝わることも大事、重要。地元の区

長は、今後実情に合った区の防災マニュアルを作成していきたいという考えと、水川地区が

町に提出した要望書等を注視しながら、今後町と話合いを続けていきたい。 
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  長くなりまして申し訳ありません。被災した地域の人の声も必要かと思い、違った角度、

目線でお話を聞いてもらいました。ありがとうございます。 

  水川区のアンケートにも絡みますが、本題に入ります。 

  最初に１として、台風15号の検証と今後の復旧・復興の取組について、２番目としては、

農産物の出口対策をはじめとした産業振興についてです。 

  ①災害対策等の検証委員会等の検討をされているか、されるのかをお聞きします。 

  ②台風豪雨の防災マニュアル等の見直し等を行う必要があるが、どのように進めていくつ

もりか、考えをお伺いいたします。 

  ③今後において、災害時の各自主防災会との連携・強化を図る対策が今まで以上に必要と

考える。住民を含め、早急に方向性を見出してほしい。考えをお伺いいたします。 

  ④さきの臨時議会で出された災害補償制度に関わる提案を理解・承認したが、この案件は、

公務災害並みの補償等も考えられると思う。見解をお伺いいたします。 

  ４番と関係しますが、５番目としまして、現在加入している各自治会の活動保障制度は、

風水害と自然災害による損害は補償の対象範囲になるのかをお伺いいたします。 

  ⑥といたしまして、大井川鐡道の全線再開に向け、現状と今後の見通しをお伺いします。 

  大きい２番、農産物の出口対策をはじめとした産業振興について。 

  ①６月議会において、町長は、茶の出口対策が重要で、重点政策で取り組んでいく方向性

を示している。それから半年が経過し、令和５年度の事業計画の時期を迎え、この議会にお

いても役場に機構改革も提案されていることから、もう少し踏み込んだ町長の考えをお聞き

する時期だと思いますので、伺います。 

  ②町長は、機構改革を行う中、役場の仕事のやり方を変化させようとしているのであるか

ら、ある程度具体的な方向性を持っているのではないか。実際に行動するのは関係団体や販

売農家、商工業者だとしても、町としての施策を展開する重要な時期と思われる。再度考え

を伺います。 

  ③いつもお話をしているが、長年の茶業界を変えようとしても難しいことは町長も理解し

ているが、今の時期なら変えられる信念を持っておられる。川根茶の振興は待ったなしで、

町政懇談会でも、主要産業の活性化の推進を示してくれました。町民が期待している中、具

体的な内容も含めて展望を示していただきたい。決意と実行においても新しい課に期待した

い。考えをお伺いいたします。 

  壇上からは以上です。 

○議長（杉山広充君） ただいまの野口直次君の質問に対し、町長の答弁を求めます。町長、

薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） それでは、野口議員にお答えしたいと思います。 

  まず、質問事項１－①検証委員会の設置についてお答えをさせていただきます。 

  現時点では委員会の設置を考えておりません。今回の災害対応については、これまで県と
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市町との間で２回、意見交換会が開催されています。 

  課題とされている県と市町の間の情報伝達、情報共有については、大規模風水害発生時に

も県から各市町に先遣隊が派遣されることとなりました。今回の台風15号災害を受け、これ

まで地震災害のときだけ派遣していた先遣隊が、大規模風水害においても派遣されることと

なったものです。 

  町内においては、12月13日に開催した区長連絡会において、自主防災会と町対策本部との

役割分担について協議を始めたところです。今後は、消防団も加え、それぞれの災害時の対

応について検討してまいります。 

  今後のチェック体制ですけども、私考えているに、目視できる場所、目視できない危険箇

所のチェックがさらに必要になるということを感じました。関係機関と話し合いたいと思っ

ております。 

  次に、２番目の、先ほども申し上げましたけども、防災マニュアルについてです。 

  主に災害対策本部員となる町職員の役割分担について記載したものです。防災マニュアル

のことです。町では、11月中旬から各職員に今回の災害対応における反省点、改善点につい

て聞き取り調査を行いました。12月３日の地域防災訓練では、これまでの本部運営訓練を取

りやめ、配備態勢や対策班ごとの役割分担における見直し点について、検討を行ったところ

です。今後は、マニュアルの最上位計画である地域防災計画の修正に向けて進めていきます。 

  ３番目です。自主防災会との連携・強化についてお答えします。 

  自主防災会との連携・強化を図る対策についても、まずは、それぞれの役割分担を整理し、

その中で、誰が何にどう対応していくのか、検討してまいります。 

  ４番目です。先ほど石山議員の中にもありましたけれども、今回の災害によりお亡くなり

になられた方への補償については、災害弔慰金の支給及び災害義援金の配分が、現在、町と

して実行できる全てです。これに加えまして、町としては、今回の災害における事故が、次

の質問にもつながるんですけども、自治会が加入していた自治会保険の対象となるよう、保

険会社と協議し、現在、支給に向けた手続が行われております。 

  ５つ目です。ほかの自治会も同様の取扱いが可能となるよう、区長連絡会を通して、各自

治会が事前に規約の中で防災活動を明記するよう周知してまいりたいと思っております。 

  ６番目の大井川鐡道の被害状況ですが、全線において、崩土、沢からの土砂押し出し、線

路の洗掘など20か所近くの被害があったことを、皆さんにもお写真は見せましたけども、町

としましても、一日でも早く全線の復旧を望んでいるところであり、10月25日に、大井川鐵

道本社を訪れ、鈴木社長へ直接要望書を手渡しました。また、11月18日には、県知事に対し、

早期復旧と運行再開に向けての支援を要請し、12月６日には、国土交通省に対しても、全線

復旧に向けた支援をお願いしてまいりました。 

  これらを受けまして、11月の県知事定例記者会見の中で、大井川鐵道の全線復旧と今後の

対応について、協議の場を設けて検討していくと県知事から発言があり、静岡県が事務局と
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なり、12月５日に、国や流域市町、中部電力株式会社、大井川鐵道株式会社による意見交換

会が開かれ、全線復旧と今後の対応について検討を始めております。 

  質問事項２番目ですが、質問事項①、②、③全て総括して答えさせてもらいます。出口対

策、機構改革、展望実行をはじめとした産業振興についてお答えします。 

  今回の組織改編は、これまでの農林業振興策が生産中心であったことを課題と考え、流

通・販売までを視野に入れた取組として、一体化することを目的としたものとなっておりま

す。具体的には、農業者が自ら生産物を販売するだけでなく、商工業者が、町内で生産され

た高品質な素材を加工し、魅力的な商材として提供する。農業と商工業が連動した産業振興

を展開していくことを目指しています。課に、私は活力を求めたいと思っています。 

  茶の状況について、煎茶に関しましては、当町は、先人と今の茶業者の努力による産地銘

柄としての認知度がありながら、国内消費量の減少や他産地の台頭など、販売環境の変化に

対応し切れていない状況にあります。また、近年の市場では、世界的な抹茶の消費拡大に呼

応し、輸出対応を中心とした有機碾茶、抹茶の生産・販売が拡大しています。 

  こうした中で、伝統のある高品質煎茶と確固たる流通体制が整っている有機碾茶、抹茶、

この両方を展開できる茶生産体制を当町の強みと捉え、この二つを両輪に据えた取組として、

国庫補助制度を活用した農地基盤整備や産地パワーアップ事業などの生産施設整備を展開し

てまいります。 

  また、当町には優れた観光資源が豊富にあり、これまで多くの企業や団体等に来訪いただ

いています。こうした団体等へ積極的にトップセールスという形でアプローチし、流通・販

売面の強化を図ってまいります。 

○議長（杉山広充君） 再質問を許します。７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） 私がこの台風15号の話をしたけど、非常に澤西さんとか石山さん、ほ

かの議員も話しして、非常に私がもう言うこともないし、答えも大体私が思っているぐらい

引き出させてもらって、私ももうちょっと勉強していればほかの方法で攻めたっけだけえが、

どうも攻めれんもんで、同じようなことをまた総務課長とか皆さん、町長に質問しますけど、

懲りずに答弁をいただきたいと思いますので、すみません。いつものように順序も脱線する

かもしれないですが、お許しください。 

  今、検証委員会等は設置しないという答弁がありましたが、やはり各議員も質問、指摘し

ていますけど、その検討見直しの中で今、町長も冒頭の答弁で、時間をかけながらいろいろ

県とか話をしていくよということは分かったんですが、私はこの検証委員会という言葉すら

よく分からなかったが、やっぱり自分たちがこんなに一生懸命やっているんだよということ

で、検証委員会という形で住民に知らせるのも一つじゃないかなと思ったものですから。や

り方はいろいろありますので、その辺ちょっとお聞きいたします。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 町長答弁にもありましたとおり、防災マニュアルについては、主
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に災害対策本部員となる町の職員の役割分担について記載したものです。今後、見直すに当

たって、災害の発生が予測される時点での参集体制、また災害発生の初期段階における対応、

情報収集及び発信体制などを中心に見直したいと思っております。 

  野口議員が言われます検証につきましては、その見直しした結果を、例えば来年度におい

て県の関係の皆様に御意見を聞きながら、その見直しが正しかったのかどうか、それを確認

してまいりたいと思います。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） 内容は分かりました。その中でやはりある程度、町民というのは勝手

なもので、町とか議員はあまり信用しないところもあるもんで、落ち着いたら、今、総務課

長が言っていただいたように、第三者というか、そういう人たちの知識をいただくというこ

とも大事だと思います。ぜひやっていただきたいと思います。 

  その中で、やっぱり一番私がこの質問の中で、全体の台風の中で気になったのは、町は一

生懸命やっているよといって、私らもいろいろな面を見て、本当に夜も寝ずにやっていただ

いて頑張っていただいているし、これから地区防災とも一生懸命やるよということは言うだ

けど、町民の見る目というのはなかなか厳しいものですから、そこら辺を含めて検証を将来

に役立ててほしいなと思いますので、その辺、もしまた何かお話があったらお答え願いたい

と思います。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） まず、町長答弁にもありました地域防災計画の修正を令和５年３

月末までに、それは完成をさせます。それに伴いまして先ほど言った防災マニュアルのほう

の見直しを行いまして、野口議員おっしゃられたとおり、その見直し、修正が、第三者の目

を通して有効であるかどうかも含めて確認してまいります。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） ありがとうございます。 

  私が②の中の質問の中で、３か月経過したけど、防災マニュアル等は今後どんなふうにす

るか、改善はということで今、質問しようと思ったんですが、今までの議員とか、今の状態

で大変流れは分かっていますのでちょっと飛ばしますが。やはり私が一番心配しているのは、

区長会に連絡して、その区長が区民というのか住民に伝えていただくこと、それぞれ34の区

があるんですか、やはりそこら辺をある程度思いを伝えるためには、広報もいいんだけど、

何かしら共通したことを伝える情報、それをひとつ検討していただきたいと思います。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） やはり野口議員も心配されているとおり、各区の区長の皆様、例

えば、１年とか２年で交代されてまいります。そこで、町のほうでも野口議員が言われた広

報ですね、広報紙でありますとか防災訓練時の資料として様々な形で情報を周知していく必

要があると思っております。 
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○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） ありがとうございます。 

  私と、また私ばかりじゃないと思うんだけど、この災害というのが、今まで合併して以来

経験したこともないもんで混乱をしていた中で、やはり３か月、その間、臨時区長会等は開

かれなかったんですが、今月の13日に、区長会でその辺について、各区長から何か御意見は

あったでしょうか、そこら辺をお聞きいたします。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） これは以前から行っていたことですが、区長連絡会が開催する一

月くらい前に一度役員会というものを開きまして、開催の時期等について協議をいたします。

その時点で、既に今回は町政懇談会も始まっておりましたので、臨時的な区長連絡会の開催

については、そういった意見も出されずに、12月13日に開催したということになります。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） 大変内容分かりましたので、ありがとうございます。 

  今までの議員の質問の中にもあったんですが、やっぱり各地区のそれぞれの地域状況に合

わせた防災マニュアルの作成、また見直し等を含めて重要ということを私も痛感いたしまし

た。やはり町としても各地区の現状を確認しながら、必要とあれば一緒に資料作成に当たっ

てほしいと考えていますが、先ほども答弁があったんですが、ちょっと重複ですが、お答え

ください。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 今回の災害を教訓に、各地区におかれまして災害時の対応につい

て打合せ会等を行い、その場合に町の職員の参加を求められれば積極的に参加をいたします。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） またこれも繰り返しになりますが、今回を含め災害時に特に深夜、職

員の人数がままならないときに、一方通行にならないためにも情報の伝達の中で無線連絡等

の方法は幾つぐらいあるのですか。また、区消防及び町との連絡に当たり連携が取れ、最終

的には役場内で共有一元化されているシステムになっているのかを、今回の真夜中の災害時

に町民に対する情報発信等をされたかということを聞きたいんですが、またこれも重複だな。

いいですか、お願いします。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 現在使用している無線は、一般には行政無線と呼ばれております。

この無線機を町、自主防災会、消防団が共有しております。今回の災害においても、発災当

初における文沢地区との通信手段は、この無線によって行われております。また、この無線

を使った通信によりまして現地の情報を聞き取り、災害対策本部内での共有のシステムに入

力し、本部全体で情報の共有を行いました。 

  先ほどからお答えしております高齢者避難情報は、かわねフォンを使いまして深夜の時間
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帯での発令となりました。それ以外にも町の公式ＬＩＮＥ、また町の公式ホームページを使

って情報発信を行っております。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） ４と５が今度関連する再質問をいたしますけども、石山議員もおっし

ゃっていた中で、ちょっと私も発言をさせていただきます、質問を。 

  私自身も気持ちを言葉にうまく表現できないでいますが、まだまだ現実を受け入れられな

い被災者及び御遺族の心情を重んじ、寄り添う気持ちが私は大切だと考えます。地区を守る

ため、公の責務において起きた不幸な出来事を全町民が理解し、決して忘れてはならない事

案であると思います。被災者、関係者みんながそれぞれ前に進むためにも、町はさらに何か

しら考える必要があると思います。頑張って職務を遂行していただいた本人を思うと、全町

民みんな同じだと思いますが、本当につらいことです。町も誠意を持ってこれからの事に当

たってほしい。 

  また、御遺族の気持ちが一番大事ですけれども、必要であれば、何かしらここで頑張った

よというような形とかいろんなことが考えられると思いますけど、あくまでも御遺族の気持

ちを重んじてというか、察して、これからやっていただきたいと思うんですが、もう一度町

長にお聞きしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 私もそれは議員と同じ気持ち。本当に寂しくてしようがない、まだ。

私ごとで私のことをいろいろ手伝ってもらったり、もう昔から寄り添ってくれた方なもので

すから、いろいろな思いがあります。 

  ただ、町としての対応は先ほど申し上げたとおりに、やれることはやってる。災害弔慰金、

そのほか災害義援金、それで今、自治会保険、石山さんのときもそんな話。その辺も今、保

険会社と協議して、支給に向けた手続を行っているところです。そのほかに本当に御家族の

方も私のところに来てくれたり、御親戚の方も私のところに来てくれたり、余りある言葉を

私に言ってくれたり、いろんなことがあるんだけども、そういったことも本当に私自身も思

っていますので、まだいまだに忘れられないところもあったり、いろいろあるんですけど。

できることを町としてもやっていきますので、よろしくお願いします。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） ありがとうございます。 

  本当に前向きに頑張っていくように、お互いにしていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

  今の関連ですが、今、町長もお話ししてくれたんですが、自治会活動で自治会保険の契約

の仕組みとかを教えていただきたいということを言ったんですが、いろいろ答弁がありまし

たが、やはりある程度町が御指導していただくことが大事だと思いますので、そこら辺をち

ょっとお話をお願いいたします。 
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○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 自治会保険ですが、町は自治会に対して加入を勧める立場です。

この保険の賠償責任の支払限度額は１億円となっておりまして、１世帯当たりの掛金、年間

434円となっております。毎年、区長連絡会において説明をしまして、道路愛護や河川美化

活動時のけが等の補償に役立ててもらっております。 

  保険の補償の対象とするには、事前に自治会の規約を作成していただき、この規約の中に

補償を希望とする活動、今回のことでいえば自主防災活動とか、そういった記載が必要にな

るものです。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） いろんな努力していただいて、今の案件にも保険が出てくれればいい

なと思います。 

  続きまして、６番目として、町がもう一度大井川鐡道の位置づけを再確認をして、次世代

の人々が、あの災害のときによく鉄道を残してくれたっけ、ありがたいっけなと言われるた

めにも、運行再開を臨む今が大事な時期です。鉄道事業者はもちろん、国・県・町・関係団

体が住民の足、また観光客への安心・安全のためにもそれぞれが知恵を出し、少しずつでも

復興支援に動き出していることを、先ほどの冒頭でも町長が答弁してくれました。動き出し

ていることは聞いているが、町長には重ねて、慌てずに、本質を見極めて前に進んでいただ

きたい。国・静岡県・大井川流域市町には、広域の支援をお願いしながら協議し、将来のた

めにしっかりとした対応をしてほしい。考えをもう一度伺います。お願いします。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 先ほど申し上げたとおり、各関係機関と話し合いをしながら進めてま

いりたいと思っています。ただ、ここは本当に皆さんに言っているとおり、大井川鐡道自体

が株式会社だという。川根本町大井川鐡道ではありませんので、その辺がこれからの問題。

福島の只見線、皆さんも御存じだと思うんだけど、あそこも災害でやられて、あそこはＪＲ

が上物、そこの連携市町がしたものを経費を補充するという形の中で今動いているわけです

けども。 

  今回、大井川鐡道の関連に関しては、知事のお答えもあったし、いろんな関係方面の中で

慎重に関わっていかなきゃならん問題だと思います。今回、補正のほうで３本ぐらい増やし

ていただいて、皆さんにも採決をしていただいた。当然議員の皆さんもここの地域におられ

て、大井川鐡道というものを分かっていらっしゃる。私だけの考えではなかなかいかない。

全体を取っかかってやっていかないといけない。同じ考えでやっていかなきゃいけない。そ

の辺が、夢のようなことを考えてもらっても困るし、自分自身が現実、今こういう問題があ

って、皆さんに提示してる。相手が株式会社だよということ。それもずっと長い間来ていて、

野口議員もおっしゃるとおり、エクリプスでしたっけ、北海道。野口さん、呈茶も行ったん

だよね、あのときに。あのときに会社が替わるとき、いろんなことで関わられたでしょう。
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だから、その辺がすごい難しいところもあるということ。野口議員、それを分かっていると

思いますよ。 

  その中においといて、これから先、交渉。交渉じゃない、ちょっと難しいんだよね。川根

本町と大井川鐡道の交渉じゃないから、なかなか。県が入って、国も入って、中部電力さん

も島田市さんもいろんな方々が入って、これから連携を結んでやっていかなきゃいけないと

いう中でどういう着地点があるかな、その話合いだと思います。たまたま家山まで行った、

島田市の力とかそういうこともあるのかもしれんけども、福用でああいう砕石があっていて、

その流れの中でこうしたこともあるのかもしれない。家山から千頭、どうしてもやはりここ

を開けて、ＳＬ、トーマス、どうしてもやっぱり必要な機関車だし、そこを私どもの売り物

にしているところもあるし、そういった意味の中でこれからもそこをしっかり皆さんと問題

提起しながら、いい方向へ行ければと思っています。議員の皆さんもその辺は御協力いただ

いて、進めていただけたらなと思っています。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） ありがとうございます。 

  次に、農産物の出口対策をはじめとする産業振興についてお伺いいたします。 

  近年、急速に拡大している鹿児島において、有機碾茶の生産、販売が急拡大していると聞

きます。当町においても12月の補正予算で措置するなど、有機碾茶の生産が拡大している。

この点について町長の考えをお伺いします。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 先ほども伝統のある高品質煎茶、確固たる流通体制が整っている有機

碾茶、抹茶という話をさせていただきました。 

  その中においといて、国の体制、これももう海外向けシフトというか有機栽培シフト、み

どりの食料システム戦略というものがあるんですけども、その中においといて抹茶工場、私

どもの町もおととしですか、10億かけてＳＯＭＡがあそこへ完成しました。その中においと

いても今でもお茶が足らないぐらいだそうで、フル稼働ということで海外向け、いろんなこ

とで今取りかかっております。そんな国際情勢も考えてみて、農業経済環境の中で有機碾茶

を生産を選択するということは悪いことじゃなくて、進んだことでして、高級茶もあり抹茶

もあり、そういう体制の中でやっていく。 

  それからまた個人的なお茶の関わり合いもある。今日、傍聴席にも益井さんおられるけど

も、自分らで自分らのお茶を作り上げていく、そういった方々もおられるということ。そう

いったものを全て取り入れながら、お茶駄目だよ、駄目だよじゃなくて、農林課を産業振興

課にした、さっき言ったような意味合いを含めています。全てを取り組んで、まだまだでき

るという。自分らの頃は本当に、野口さんもそうだけど、私らが帰ってくる頃は、キロ

9,000円から１万円くらいで始まっている。今、私はお茶をこの頃やっていないんだけど、

4,000円から入ってくるから、この差の中で随分変わっちゃったということ。 
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  我々生産家のほうだけど、ただお茶を買ってきてもめばいいんじゃなくなっちゃったもん

だから。いかにみるいやつをいかに丸くもむか。だからそういう人のお茶は売れる、今でも。

お茶屋さんは待っているから、個人工場でもそう、私の知り合いも。自分がやっている頃は、

自分のお茶は買ってくれんもんで、市場へ全部行っちゃうんだけど。だからＪＡの買取りあ

っせん、あれは反対したんだ、私だって、あの頃。だけど組織がそうだからしようがない。

あの頃、随分私言われましたよ、理事でいて。 

  だから、そういって生産体系というのは変わってきているから、いろんな意味で今あるこ

と、高級茶もそうだし、抹茶も、いろんなものをひっくるめていろんなやり方をやっていき

たい。その中に先ほど言った課の名前だけで変わるもんじゃないけども、活力を持たせたい、

振興課に。そういうことも含めて、ちょっと余分なことを言いましたけども、すみません。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） それこそ、今町長から私がこれから質問するやつを濃縮して、上手に

答弁してくれたようなところもありますが、大変ありがたく思いつつ、質問が難しくなった

なと思うもんで、そこら辺はあれしていただきたいと思います。 

  本当に今も大規模な抹茶工場のＳＯＭＡがあって、やはり密接なサプライチェーンで、安

定価格と安定の流通が実現されているということも町長の言うとおりで、私も同じ考えでご

ざいます。 

  ただ、やはり先ほども言ったように、一方、煎茶はやはり旧来の流通体系の中でＪＡと産

地茶商が流通販売に取り組んでいて、流通量も販売価格も不安定、低下傾向とも言えます。

この煎茶の流通の特徴を踏まえて、町の対応方針をお伺いいたします。 

○議長（杉山広充君） 農林課長、鈴木浩之君。 

○農林課長（鈴木浩之君） 当町における煎茶、それから碾茶、それぞれの流通販売の特性が

あります。それは野口議員のおっしゃるとおりという認識、これは農林課としても共通認識

を持っております。 

  煎茶においては、高価格茶の生産、販売に尽きる、そういうことでありますけれども、こ

れまでは生産、販売とも生産側を主体として展開をしてきております。今後においては、需

要側の意向に沿った生産販売、これをつくっていくことが重要であると考えております。 

  荒茶につきましては、需要側との情報交換を今以上に密にして、需要側が求める茶を提供

していく、そういう方法になります。 

  仕上げ茶については、これまでの商流にはない新しい需要先を開拓していくことが一つの

手段になっております。例えば、最近増加している日本茶を提供する飲食店、ホテル、そう

いったところにメニュー化を提案しながら開拓をしていくというような手順になります。 

  行政においては、生産面ではＪＡの営農指導員、県の普及員、そういった方々の指導を求

めまして、販売面では商工会、関係団体、茶業組合ですよね、そういったところと実質的な

指導を求めながら、きめ細やかな需要開拓を行っていけるよう、支援をしていく所存でござ
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います。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） すごい視点を持っていただいているし、また、それが最終的には生産

者側にも返ってくるんじゃないかと期待しておりますので、どうか需要の改革をお願いした

いと思います。 

  次に、今日は令和４年度補正予算で茶振協事業としてティーバッグの展開を行った。私は

何をおいてもやることをやっていただくことが一番大事と考えております。令和４年度が終

了していないのに、この事業の成果について把握されていないかもしれんが、手応えをお伺

いいたします。 

○議長（杉山広充君） 農林課長、鈴木浩之君。 

○農林課長（鈴木浩之君） 令和４年度でコロナ対策事業で実施をしている、茶業振興協議会

の高品質茶葉を使用した個包装ティーバッグの配付、この取組でありますけれども、川根茶

の高級感をアピールポイントとした需要創出が目的でございます。また、併せてアンケート

により消費動向を把握する、そういった作業もしてございます。 

  このアンケートの中間集計でありますけれども、例えば、複数回答ができるふだんのお茶

の飲み方としましては、急須58％、ティーバッグ47％、ペットボトル56％ということで、静

岡県民が多いせいか、このような結果となってきております。 

  また自由記載欄が用意してございまして、こちらでは例えば、消費者は高品質のティーバ

ッグになじみがない、そういったことが分かっております。そして、今回のティーバッグの

品質に満足しているという言及もありました。ティーバッグでアウトドアの状況でお茶を入

れる機会が提供できていると、そういったことも分かってきております。 

  配付は１万5,000、やっているわけですけども、主な配付先であるキャンプ場では手応え

を感じていたようで、これを機に川根茶の購買にもつながった例も伺っております。 

  このアンケートの最終結果は、ＪＡ、茶業組合に情報共有して、今後の需要開拓にしてい

くための商品開発、このようなことに役立てていただきたいと考えております。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） 今の課長のお話を聞くと、やはりこうなったらこうなると、いろいろ

と長い目で考えながらやっていただくということ、それがこれからの産業振興課にもつなが

ってくると思います。ぜひこの事業をやっていただきたいと思います。 

  それと関連するんですが、今後を含めて町内外から期待されつつある茶茗舘の施設の在り

方、町の考え方を伺います。 

○議長（杉山広充君） 農林課長、鈴木浩之君。 

○農林課長（鈴木浩之君） フォーレなかかわね茶茗舘についてであります。 

  川根茶の情報発信拠点として、道の駅ではありますけれども、そこで川根時間であります

とか、直営でやっている茶茗舘プロジェクトチームの事業、こうした中で販売農家あるいは



－111－ 

販売事業者が直接消費者と交流する機会を強化してきております。特にここ数年です。 

  有料呈茶数ですけれども、令和４年度１万2,000程度になるだろうと見込んでおります。

動向としましては、道の駅として利用した一見のお客様がリピートする場合、それから先ほ

ど申したようなイベントから川根茶の品質、そういったものを感じていただいた方、それか

ら販売農家などと直接交流したこと、そういったことから来ていただいている方が安定して

きているというふうに捉えております。 

  ですので、川根茶をはじめとしたこの川根本町に多くの方が親しんでいただけるよう、運

営の工夫をしてまいりたいというふうに、スタッフ共々考えているところでございます。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 茶茗舘のこと議員から御指摘あったものですから、本当、茶茗舘のプ

ロジェクトチームに入っていただいている議員の皆さんもおられます。いろんな方の御意見、

もっともっと聞いて、本当考えられることは呈茶業務とかそういうことなんだけど、やはり

実施しているイベント、ここが意味があるんじゃないかと私は思っていますので、プロジェ

クトチームでどんどん意見を出し合って、いろんなことを我々のほうへ提示していただけれ

ば、またそこから始まることが幾つもあると思いますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） 大変うれしいことです。実は、私、長年この茶茗舘に携わっているん

ですが、今年の茶農家のイベントに川根茶業組合の理事長さんがお見えになったことが、今

年一番私はうれしいかなと思っているんです。やはり今、課長も町長も言ったが、試行錯誤

してもう30年かかったんだけども、30年なんて私は短いもんだと思うもんで、今後も頑張っ

てやっていただきたいと思います。 

  続いて、ちょっと具体的になりますが、川根茶の流通販売量、特に煎茶の流通販売量を増

やす、荒茶価格が安定する、上向くことが、我々茶農家の願いであります。さきにも述べた

が、事業者、農家、ＪＡ、茶商、それぞれの分野で頑張ることが、それを実現するというこ

とは重々承知していますし、努力も必要だということは分かっておりますが、事業者がどの

ように動いていくのがよいのか、町としてアイデア、方向性があったら教えてください。 

○議長（杉山広充君） 農林課長、鈴木浩之君。 

○農林課長（鈴木浩之君） ただいま野口議員から御指摘がありましたとおり、農家、それか

ら販売する事業者の皆さんがそれぞれ工夫をしていくというのが重要であります。 

  近年の荒茶動向は低下傾向。付加価値、利益率も考えますと、農家、事業者共々、卸売よ

りも自販、直販、そういった方向に行くことが有利な手段ということになります。小売にお

いては、店舗あるいは通販に関係なく、消費者が手にしたくなる商品を開発、消費者の生活

様式に適合した商品開発が有効な手だてだというふうに考えておりまして、先ほどのティー

バッグもその一つであります。 

  消費者の趣向は多種多様であります。ヘビーユーザーの方もいれば、ライトユーザーの方
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もおられ、商材は大きく異なります。需要の希望、期待に合わせた素材生産、事業者それぞ

れの特性に合わせたターゲットを選んで、そうした想定したペルソナに合わせた商品開発、

これが重要だというふうに思っております。 

  ただ、小売に関しましては、利益率は高いけれども、それぞれ茶農家、茶商が中心となっ

てきます。それぞれのブランドを支えるのが川根茶という産地銘柄でありまして、都市部の

流通販売、問屋さんであり、茶商さん、都市部の消費地問屋、消費者等、この方々との関係

も維持しながらという形で、これが両輪というふうになります。特に問屋機能を今でも維持

している方々には、ぜひとも産地銘柄、川根茶をしっかりと訴えていっていただける、そう

いった活動に期待をしているところであります。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） 今、その工夫とかターゲット、確かに川根茶は幅広い対応はできると

思いますので、そこら辺を産地の強みということも、自分たちが思うよりブランドはあると

思いますので、私もこの間の質問のときは５年ばかり頑張ると言ったが、ちょっと自信がな

いもので、二、三年は私も頑張っていきたいと思いますので、ぜひまた御指導をいただきた

いと思います。 

  今の関連と、課長が言ったことに大変なことを質問するだけえが、お許しください。 

  荒茶の流通販売の強化が急務で、やはり私も川根茶の銘柄として特色ある販売施策を展開

する重要な時期と思われる。そこで、町としてはどのような施策を示すか、ヒントを含めて。

今が大体お答えだけがね、何か教えてくれるのがあったら教えてください。 

○議長（杉山広充君） 農林課長、鈴木浩之君。 

○農林課長（鈴木浩之君） 荒茶に関しましては、全体の消費動向に非常に左右される商材と

いうことで、直販とは商流が違いますので、そういった意味で今、野口議員がおっしゃられ

たように、共同茶工場、生葉販売、賃もみからの荒茶、そういったことが多いわけですので、

私も気にしているところがあります。荒茶は、作れば売れる時代ではなくなっている。これ

はもう誰しも分かってきていることでありますけれども、販売先である茶商と早い段階、で

きれば今時分からという感じなんですけれども、生産から販売、そういった協議を重ねてい

くことよりほかに手だてはないというふうに考えます。 

  実際に、茶商とそういった協議を強化している荒茶工場ありますけれども、相場の動向で

成果を上げるに苦心しているという情報も入っています。 

  しかしながら、購入者である茶商が納得する荒茶を、我々生産側から提供をしていくとい

うことがまず第一の条件になってきておりますので、そこから適正な価格、それが条件でそ

の次のステップとして適正な価格を提示していく、協議していくということができるという

ふうに認識をしております。川上から川下に流れるというサプライチェーンにおいては、消

費に関する情報が逆に遡上してくるような、そういった取組を強化していただくというふう

に期待をしております。 
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○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） 今言っていただいたように、やっぱり茶農家を取り巻く環境はかつて

ないほど厳しい中で、生産コストの急上昇は、来年経営が農家によってはままならない状態

と推測しますけど、今回のようにやっぱり販売、出口対策ということが非常に大切になって

くると思いますので、踏ん張りの中でまたさらに質問を続けさせていただきます。 

  静岡県は、令和４年度から５年間、静岡県茶業振興計画を策定している。その中で、産業

振興の視点として新たな価値と需要の創出、産地の構造改革、海外販路拡大、この三つを掲

げています。当町でも町長がおっしゃっていただいたように、もう既に取り組んでおります。

下泉原地区や西地名地区の農地集積基盤事業及び有機碾茶の取組が見られる。この中で町と

して重点的に取り組もうとしているのは、役場の機構改革も実施することであるから、新た

な価値と需要の創出ではないかと、私は考えます。 

  この点について、ハード事業ではなく、長い時間をかけて取り組むべきと思うが、演壇で

述べたように、茶農家にしてみれば多少手応えが感じられるようになりたいと思っています。

川根産地において、県の計画に即して施策を展開することが重要だと思います。町としての

具体的な方向性をもう一度伺います。 

○議長（杉山広充君） 農林課長、鈴木浩之君。 

○農林課長（鈴木浩之君） ただいまの野口議員の分析のとおり、国・県の施策、補助制度、

活用にも関連しまして、国・県の方針、そういったものを踏まえて茶業振興策を展開してお

ります、町は。国・県の方向性を基軸にして大きな流れをまず捉える。そこに茶産地の特性

を加味して、施策を講じていくというところでございます。近年の碾茶、抹茶の施設整備は、

まさにそれが具体化しているというところでございます。 

  野口議員が注目されている新たな価値と需要の創出でありますけれども、まさに農業と商

工業が連携して取り組むテーマでございます。まず、高品質な煎茶の生産を継続する、そし

て茶産地としての需要側の信頼を獲得する、そういったことを基軸としまして、煎茶、有機

抹茶、釜炒り茶、川根紅茶など多様性のある産地を目指す、そういったことも考えます。そ

の素材を販売加工の段階で、ティーバッグ、ペットボトルなどの商材としてさらに多様性を

加味するという、それらをもって販売店、飲食店、宿泊施設と連携した販売をこの地域でも

つくっていくというような事業イメージで考えております。 

  有機碾茶につきましては、現在のサプライチェーンがかなり機能しておりますので、事業

者と連携を密にしながら、行政として協力できることを模索していく、そのように考えてお

ります。 

○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） ありがとうございます。 

  本当に今、課長や町長が言っていただいているが、別に川根茶だって二刀流に三刀流、い

ろんな方法で生き延びていけばいいと思いますので、ぜひ思いついたら指導と、また事業を
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やっていただきたいと思います。そのへんは私らも協力していきます。 

  続きまして、近年、農林課の職員は確実に育っている気が私はいたします。産業振興課に

なれば仲間も増え、私たちはさらなる飛躍を期待します。町長も職員を信じて任せて、農工

商関係者が気さくに立ち寄れる、風通しのよい課になってもらいたい。当然のこと、経営戦

略課、デジタル推進課、観光交流課も茶業振興にはどれ一つ外してもできないことですので、

連携を取りながらやっていただきたいと思います。 

  ですが、そこにはやはりリーダーシップが重要となります。最後になりますが、川根茶に

対する町の役割、方向性、出口対策を含め、今後展開の柱となる産業振興全体への町長の思

いを、抱負を再度お聞きします。さっきも聞いたが、最後に一生懸命にお願いしたいと思い

ますので、抱負をよろしくお願いいたします。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） お褒めの言葉を課にいただいたんですけれども、課の人間は、だけれ

ども専門職が誰もいない。だから言っている、どうするか。産業振興課、そのためにはいろ

んな方と会ってもらいたい。そういった課にしていきたい。活力を持たせたいという。ただ

農業、林業やっている人だけに会うだけでなく、議員言うように、いろんな方に会って、活

性化できているというのはそれなんだけど、もっともっと活性化させたいという意味合いも

込めています。 

  今まで私が言ってきたこと、高級茶、抹茶、これを両方を二つやりながら、あそこに和紅

茶もあるけど、いろんなものがあるんだけど、その中に続いていろんなお茶に関すること、

いや、起業に関すること、起業するということ、そういったことも含めて。 

  きっと皆さん、お茶を始めた頃、起業したいと思った人、何人もいると思う。個人でやっ

ていて、小売というのはその一歩だから、そういった意味のことを込めて個人経営みたいな

格好で、今も私の友人もいろいろやっているんだけども。そういった格好の中で起業すると

いうこと。コラボするということ、ほかのものと。そういったことも職員には情報が入った

ら提供しながらやっていっていただきたいなと思っています。 

  だから、基本で社会経済環境というのは日々変わるということは、皆さん御存じ。今はＩ

Ｔ企業がいい、来年はどうなるか分からんですよ。だから、そういった情報もしっかり含め

ながら各課連携でこれから先やっていただきたい。私の言葉だけじゃなくて、実際に人と会

うということ、いろんな人と会って、その中から情報が生まれてくることもあるから。その

代わり、生産家の方々というのはいつも頭を働かせていてもらいたい。絶えず新しいことの

発想、それも大事だろうし、止めてもらっちゃ困るという。そういった意味の中で産業振興

課というものを、来年から目玉なんですけど、どれだけやってくれるか。時間かかるかもし

れない。そういった意味の中で、しっかりと経済を伸ばしたい、そういった思いで産業振興

課、全て各課連携ですけど、それを併せてやっていっていただきたいと思っています。 

  以上です。 
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○議長（杉山広充君） ７番、野口直次君。 

○７番（野口直次君） ありがとうございます。 

  私も含め、今までの質問した議員もそうですが、災害にしても、やっぱり今後大きな災害

があってはならんけど、それなりにみんなで町を含めて町民、むろん議会もそうですが、少

しでも安心・安全のまちづくりのために頑張りたいということで、言葉もいろいろ違う攻め

方を皆さんもして、もう私も種もなくなってしまったんだけど、やはりどうかみんなでこれ

から川根本町を盛り上げていくということは、同じ底辺にあると思いますので、御理解をし

ていただきたいと思います。 

  いつものように前後はするし、はしょってすみませんでしたが、これで私の一般質問を終

わります。ありがとうございました。 

○議長（杉山広充君） これで野口直次君の一般質問を終わります。 

  ここでしばらく休憩といたします。再開は３時25分といたします。 

 

休憩 午後 ３時１４分 

 

再開 午後 ３時２５分 

 

○議長（杉山広充君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  ６番、大竹勝子君、発言を許します。 

○６番（大竹勝子君） ６番、日本共産党の大竹勝子です。本日最後となりましたが、通告に

従い質問を行います。 

  本題に入る前に、９月の台風15号に伴う豪雨災害で被害を受けられた皆様に、心よりお見

舞い申し上げます。中でも、強い責任感から任務を果たそうとされる中で、お亡くなりにな

られました下泉の副区長様と御遺族の皆様にこの場をお借りして心よりお悔やみ申し上げま

す。 

  それでは、質問に入ります。 

  今回私は大きくいって二つの問題について質問したいと思います。 

  まず、６人中私を含めて５人が取り上げているところですが、さきの豪雨災害の記憶が冷

めやらぬ時期に当たっているだけでなく、今なお災害の爪痕が町内各所に残されている今だ

からこそ、災害に強いまちづくりについて伺います。 

  最初は、高齢化率が高い本町では、聴力の衰えを来している方が増えてきていると思われ

ます。こうした方々をはじめ、特別警報とか、避難指示など文字どおり生死をも左右するよ

うな情報を、それを必要とする全ての住民に漏れなく伝える体制は整っているかという問題

です。 

  緊急放送は屋外支局でも流されますが、暴風雨などの際には、確実に聞き取れる範囲は極
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めて限られてきます。難聴の方などの場合にはなおさらです。かわねフォンから音声が流れ

れば、相当程度この件は緩和されますが、電源がつながれておらず、働かない状態になって

いるお宅も少なからずあると聞きます。また、そもそも設置されていないお宅も残されてい

ます。さらに、強度の難聴の方などの場合、この音声による情報伝達は最初から不可能です。 

  今、例に挙げたような方が、それぞれどの程度おられるのか、把握していますか。また、

こうした方々に確実に情報を伝えるために、どんな対策を講じておられますか、あるいは、

今後どんな対策を講じようとお考えでしょうか。今後の対策については、いつまでに実施す

るのかも含めてお答えをお願いします。 

  次に、災害などの際、孤立するおそれがある地区に衛星携帯電話を配置しているというこ

とですが、その配備状況を詳しくお答え願います。また、大くくりの地区レベルでは配備さ

れていても、それが地区の隅々までカバーできているとは言い切れない場合も十分あると思

われます。この点についてはどのように代用されていますか。あるいは、対策を講じるお考

えでしょうか。あわせて、孤立状態が長期化した場合など、電池切れになるような事態も考

えられます。これへの対策はどのようにされていますか。 

  もう一つ、この問題に関連して、台風15号災害では、何をもって孤立集落というのかとい

う混乱もあったと聞きます。程度の違いによる区分がされるということもあるかもしれませ

んが、その場合どこで線引きをするのか、それぞれにどんな対応を考えておられるのかも含

め、定義をお示し願います。 

  ３点目として、台風15号による災害では、孤立した地区、長時間にわたって停電や断水が

続いた地区もあります。断水については、役場の皆さんの敏速な対応によって、ペットボト

ルの配付や給水車の配置もされましたが、簡易水道については、今なお仮復旧の状態が続い

ている地区も残されています。水源の複数化や非常時のための井戸を掘っておくなど、対策

が必要ではないでしょうか。どう対処されるお考えか伺います。 

  停電に関しては、地名地区の集会所には、太陽光発電設備と蓄電池が設置されていて、災

害時も照明やテレビ、あるいはスマホに充電するための電源など確保することができるとい

うことです。太陽光発電と蓄電池を組み合わせると、日照の状態によって左右されるという

点はあるにしても、エンジン発電機のように燃料切れの心配もなく、平時には発電した電力

を売ることで、控えめに見ても設置費用の大半を回収できるなど、極めて魅力的な方策と考

えます。 

  各地区の集会所は、大規模災害の際、多くの場合地域住民の避難所としての役割を果たし

ます。条件の許す限り、各地区の集会所に太陽光発電と蓄電池設備を整えて、避難者の安

心・安全、地区の住民や滞在者などの便宜を図る考えはないか伺います。 

  大きな二つ目の問題として、介護保険制度について伺います。 

  介護の社会化を掲げて2000年に始まった介護保険制度ですが、度重なる制度改悪によって

保険料の引上げとサービスの切下げや保険外し、利用料の引上げが繰り返されてきました。
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３年ごとに大きな見直しがされてきていて、次は2024年ですが、政府内では既に見直しの議

論が進んでいます。その中身は負担増がめじろ押しです。特に大きな影響があるのではない

かと思われるのは、利用料の原則２割化、ケアプランの有料化、要介護１、２の総合事業へ

の移行の３点です。 

  介護保険の利用料は、制度開始当初原則１割でした。しかし、介護保険の利用が広がるに

つれて、制度の持続可能性を口実に負担割合を増やしてきました。所得上位層には、15年に

２割負担を、18年には３割負担を導入しました。そして、原則２割化や３割負担になる対象

者の拡大まで狙われています。 

  また、現在ケアプランの作成には、自己負担はありません。これは、専門知識を持つケア

マネジャーによる適切なサービスの利用を保障するためで、制度開始から維持されてきまし

た。もし有料化されれば、利用控えや利用を断念される方が増え、本当に必要なサービスが

受けられなくなるとか、適切なケアプランの作成が難しくなるのではないかなど、多くの関

係者から懸念の声が上がっています。 

  総合事業は既に要支援１、２の訪問介護、通所介護については移行済みで、政府はさらに

要介護１、２のサービスまで対象を広げる検討をしています。露骨な保険外し、給付削減の

サービス外しであります。軽度者の重度化も強く危惧されます。 

  全日本民医連が介護保険の利用者を対象に行った調査では、負担が増やされれば「施設を

退所する、もしくは退所を検討する」が13％、居宅サービス利用者では、「サービスの回数

を減らす」「時間を減らす」「サービスの利用を中止する」といった人が30％もいました。 

  介護保険料も年々値上がりしていて、65歳以上の第１号被保険者の保険料はおよそ月額

6,000円と、制度開始直後のほぼ２倍になっています。それだけの保険料を支払ってもサー

ビスを受けられない人が多数生まれると予想され、まさに保険あってサービスなしの状態が

ますます深刻になるのは明らかです。 

  こうした実情を踏まえて、当町における第８期介護保険事業計画令和３年度から５年度の

進捗状況について伺います。 

  一つ目に、要介護、要支援の認定率はどうなっていますか。 

  二つ目に、施設サービスの利用が減り、居宅サービスが増えていますが、その原因をどの

ように捉えておられますか。 

  三つ目に、令和３年度末の介護給付準備基金の残高が約１億3,000万円となっています。

コロナ禍や、非情とも言うべき物価高騰で、特に高齢者の生活はかつてないほど脅かされて

います。今こそこの基金を活用して、第９期の第１号被保険者にかかる介護保険料を引き下

げることができるはずだし、断行すべきではありませんか。ぜひとも積極的な答弁をお願い

します。 

  四つ目に、介護や医療の現場では、この間コロナ禍で人材不足がさらに深刻になっていま

す。現場を担うスタッフの高齢化も進んでいて、若手スタッフの確保や育成、資格取得への
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支援の強化などが緊急に求められていると思います。この問題にどう取り組まれるお考えか

伺います。 

  あわせて、ここまで私が例に挙げたような被保険者負担の増加やサービスの切下げなどは、

元を正せば、どれも国庫負担の自然増抑制や、問題によっては負担額そのものの減額などが

根本的な原因になっています。 

  保険料や利用料を高齢者の生活を圧迫しない適正な水準に抑えたり、制度の発足当初に上

げられた理念に沿った必要なサービスの受給が権利として保障されるような制度にするため

に、国庫負担の抜本的な増額をはじめ、国が本来の責任を果たすことがどうしても必要です。 

  町長は国に対して、国庫負担の増額をはじめとする本来の責任を果たすように求めること

がぜひとも必要だと思いますが、その意思がおありか否か、明確にお答え願います。 

  以上の点について、町長の前向き、かつ町民の切実な願いに応える御答弁をいただけます

よう期待して、私の最初の質問とさせていただきます。 

○議長（杉山広充君） ただいまの大竹勝子君の質問に対し、町長の答弁を求めます。町長、

薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） それでは、大竹議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  まず、緊急時の情報伝達についてお答えをさせていただきます。 

  これまでどおり同報無線やかわねフォンからの音声による放送に加え、この９月からは町

の公式ＬＩＮＥの運用開始に伴い、登録者にはスマートフォン等を通じて情報を伝達できる

ようになりました。これまでに比べて確実にお伝えすることができるようになったと考えて

おります。 

  かわねフォンの未加入者数やその対応につきましては、後ほど担当課長から答弁します。 

  二つ目の衛星携帯電話、孤立が想定される地域は、接岨区、大間区、久保尾区、壱町河内

区の４か所であり、現在、その全てに衛星携帯電話を配置しています。 

  今回の台風15号災害では、発災後早い時点で、ＮＴＴドコモから衛星携帯電話の貸与の申

出があり、活用させていただきました。壱町河内地区に既に配置していた１台に加え、さら

に文沢地区、壱町河内地区に各１台を追加で配置し、有効に活用できたと考えております。 

  衛星携帯電話の配置には、高額な維持管理費が必要です。新たな配置については、経費も

含めて検討課題としております。 

  三つ目です。地区集会所への太陽光発電と蓄電池の設置についてお答えします。 

  これらについては、他の防災資機材と同様に各自主防災会において検討していただき、必

要であれば町補助金等を活用して設置していただきたいと考えております。 

  質問事項の２の１です。第８期介護保険事業計画についてお答えします。 

  第８期の介護保険事業計画につきましては、おおむね順調に推移していると考えています。

当町は高齢化率が高い町で、現在50.9％でありますが、高齢者の皆様が介護状態にならず、

いつまでもお元気にお過ごしいただくよう、引き続き介護予防や地域包括ケアシステムの充
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実に努めてまいります。 

  それでは、第１号被保険者の認定率についてお答えをさせていただきます。認定率は

20.2％になっています。二つ目以降の御質問については、担当課長から答弁させていただき

ます。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） 情報政策課長、坂下誠君。 

○情報政策課長（坂下 誠君） 私のほうから、かわねフォンの関係についてお答えをさせて

いただきます。 

  かわねフォンの未加入世帯数ですけども、12月１日現在、2,674世帯に対しまして2,315世

帯の方が加入しておりますので、加入率は86.57％となっております。 

  加入していない世帯への対応ですけども、現在も町外からの転入者に対しましては、転入

手続の際に加入の有無を確認し、加入を希望すれば町負担で設置し、端末の使用料も町負担

となっております。 

  かわねフォンの加入は強制ではありませんが、音声放送に加え、文字による表示もされて

おります。町内に住んでいる方で加入していない世帯の方がいらっしゃった場合には、町の

情報を得る手段の一つですので、議員の皆様からも加入の推奨をお願いしたいと思います。 

  また、町の公式ＬＩＮＥですけれども、クーポン券の影響もあると思いますが、15日現在

で4,037名の方に御登録いただいております。災害時等におきましては、このＬＩＮＥを活

用し、プッシュ型で災害情報をお知らせします。今回の台風15号の際も主要道路の情報や給

水場所、災害ごみの受入れ情報、復旧支援に関する情報やボランティア情報など災害に関す

る情報をプッシュ型で提供し、多くの方から大変役に立ったという言葉をいただいておりま

す。今後もあらゆる手段を使って情報を提供していきますけども、町民の皆様には、町から

の情報を待っているだけでなく、自分から必要な情報を取りに行くという意識を持っていた

だくようにしていくことも重要であると感じております。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） 高齢者福祉課長、海老名重徳君。 

○高齢者福祉課長（海老名重徳君） それでは、議員の介護保険の御質問、二つ目以降の御質

問にお答えをさせていただきます。 

  まず、施設サービスの利用が減り、居宅サービスの利用が増えた原因はという御質問でご

ざいますが、施設サービスが減少している原因としましては、近年、在宅でのみとり希望が

増えている状況があると考えております。また、居宅サービス、いわゆる在宅サービスが伸

びている理由としては、コロナ禍の影響もあり、施設に行くのではなく、自宅でサービスを

受けたいという方が増えたからと考えております。給付が伸びているものとしましては、訪

問介護や訪問入浴介護、訪問リハビリなどがございます。 

  介護保険の三つ目です。 



－120－ 

  介護保険給付費準備基金のことでございますけれども、御承知のとおり、介護保険事業計

画は３年ごと、その次の３年間のサービスの増減を見込み、それに伴う介護給付費を積算し、

介護保険料を算定いたします。 

  第９期の計画につきましては、今年度アンケート調査を行い、令和５年度中に第９期であ

る令和６年度から８年度の計画を策定いたします。ですので、今の段階で基金があるからと

いうことで保険料の議論をするのは、正直時期尚早かと考えます。 

  四つ目です。 

  介護人材の育成、支援につきましては、議員のおっしゃるとおり大変重要な課題と考えて

おります。どういった人材がどの程度必要かなどを含め、現在関係機関と協議、調整中でご

ざいます。今後具体的な事業になり次第、また報告をさせていただきます。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） 再質問を許します。 

  ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） かわねフォンが入っていないお宅はどれぐらいありますか。 

  全員が難聴者とか、難聴者を含む世帯が分かったら教えていただきたいですけども。 

○議長（杉山広充君） 健康福祉課長、森下育昭君。 

○健康福祉課長（森下育昭君） 大竹議員の質問にお答えをさせていただきますが、現状にお

いて、その家庭、未加入の家庭に難聴者がいるかどうかの情報は把握しておりません。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 衛星携帯についてですけれども、今、５地区になりましたけども、そ

の入れた理由をちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 孤立が想定される地域として、接岨区、大間区、久保尾区、壱町

河内区の４か所想定していますので、その４区全てに衛星携帯電話を配置しているものです。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 接岨区といいましても、もうちょっと奥の海久保地区とか、梅地地区、

長島、平田地区と細かいところがあるんですけれども、そちらのところにはどういう形が入

っているのでしょうか。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 孤立が想定される区単位で１台を設置しておりまして、区内の連

絡等につきましては、それぞれの自主防災会で、例えば簡易的な無線機でありますとか、そ

ういったものを自主防災組織のほうで例えば整備をされて、その地区内の連絡は取られてい

るのではないかと考えます。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） その場合、区長さんが大体持っておられるということですか。それか
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ら、何か集会所のほうに置いてあるということはないのですか。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） それは、各区におきまして決められておりまして、例えば集会所

に置かれるのが一番使い勝手がいいのであれば、そうしておられるでしょうし、管理をして

いただく必要がありますので、そちらは各区の判断にお任せしております。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） その方々は時々は連絡訓練というのか、訓練をされているんでしょう

か。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） もちろん無線機と同じように通信の訓練という形で時々はやって

おります。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 消防団や地区には、防災行政無線が配置されているということですけ

ども、その中でも孤立が考えられる地区はどのぐらいありますか。情報提供どのように行っ

ていますか。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 孤立が想定される地域も含めまして、各地区、各自主防災会とい

いましょうか、そちらのほうには無線機を全て配備をしております。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 行政無線や衛星携帯も電源が切れれば使えないと思うんですけれども、

発電機とか何かそういう配備はしてあるんでしょうか。発電機とか、充電器とか。時間的に

どのぐらいもちますか。 

○議長（杉山広充君） 総務課長、山田貴之君。 

○総務課長（山田貴之君） 申し訳ありません、その連続して使用した場合にどの程度、どの

時間ぐらいもつかということは、ちょっとまだ確認はしておりません。機器の状態によって

多少異なるとは思いますが、通常の場合、満充電といいますか、そういう状態で管理してい

ただくようにお願いをしているところです。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 簡易水道のほうに入るんですけれども、簡易水道の複数化とか井戸を

整備するとかという考えはないでしょうか。 

○議長（杉山広充君） 大竹議員、簡易水道は質問事項に入っておりませんが。質問事項に関

わることでお願いをしたいと思います。 

○６番（大竹勝子君） すみません、今、断水のこともちょっと入っていたので、簡易水道の

複数化とかを聞いたんですけれども。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 
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○くらし環境課長（梶山正幸君） 大変申し訳ございません、今の質問がちょっと聞き取れな

かったものですから、もう一度質問内容をいただいてよろしいでしょうか。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 台風15号で長時間の停電や断水が続いた地区が出たということで、そ

の対策として、簡易水道の複数化とか井戸を整備する考えはないかをお聞きしました。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） それは施設の統合かということでよろしいでしょうか。 

○６番（大竹勝子君） はい。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） よろしいですか。 

  施設の統合等につきまして、施設の整備につきましても、先ほど来、澤西議員等の質問に

もお答えさせていただいたとおり、今後につきましては、継続的に調査、検討の上に進めて

まいりたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 町内の医療機関の停電時の電源対策はどうなっているのか、ちょっと

伺いたいと思います、５か所あると思いますけれども。 

○議長（杉山広充君） 健康福祉課長、森下育昭君。 

○健康福祉課長（森下育昭君） すみません、現時点において町内の医療機関における停電時

の対応というのは把握できておりませんが、例えば、いやしの里診療所においては、停電時

に特に発電機等の設置はされておりませんので、現状はそのような状況と把握しております。 

○６番（大竹勝子君） すみません、もう一度お願いします。 

  議長、すみません。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） ちょっと把握していないということは分かったんですけど、いやしの

里はどうなっているかをちょっともう一回お願いします。 

○議長（杉山広充君） もう一度。 

  健康福祉課長、森下育昭君。 

○健康福祉課長（森下育昭君） いやしの里診療所においては、特に非常用の発電機等が整備

されておりません。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 現に太陽光発電を設置されている御家庭に、大規模災害等にスマート

フォンなど近隣住民の方などに便宜を図ってもらうといった協力をあらかじめお願いして、

周囲の人たちに周知するなどは考えていませんか。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） 今現在蓄電池の整備等につきましては、当課のほうのクリ

ーンエネルギーの整備事業ということで、補助金を交付しております。現在、災害を対応に
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してのそこまでの充電の、例えば携帯のサービスですとか、そこまでをお願いしたいという

ことでの対応までは進めてございません。それは、先ほど来地区コミュニティーでの共助と

いう形になるかと思いますので、そのような形で対応いただければと考えております。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 個人のお宅でも太陽光発電を設置しやすいように、補助だけではなく

て、設備にもお金がかかるので、それの設備費の無利子の貸付けなど新設して、個人宅でも

太陽光発電が広がるような取組をされる考えはありませんか。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） 大変申し訳ありませんけど、今のところそこまでの検討を

しておりません。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 地名地区では、年間80万円の売電をされているということで、区長さ

んからお聞きしたんですけれども、その半分以下ですけども、維持費というか、設備のため

の貯金に回しているよという話でした。 

  それと、学校も災害時は避難所に指定されていると思うんですけども、そういうところで

も太陽光発電の設備と蓄電池を設置する考えはないか伺います。 

○議長（杉山広充君） 教育総務課長、平松敏浩君。 

○教育総務課長（平松敏浩君） 発電機のほうは体育館に設置をしてあるという記憶がござい

ます。ただ、太陽光については、現在設置はしていない状況です。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 設置する考えはありませんか。 

○議長（杉山広充君） 教育総務課長、平松敏浩君。 

○教育総務課長（平松敏浩君） 災害時想定して、避難所として発電機を設置してありますの

で、そちらのほうで対応していくということで、また御意見等がありましたら、検討するこ

とが必要かと思いますが、現在のところ、それで対応するということで考えております。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 昨日の新聞ですけれども、「公共施設広がる再エネルギー」というこ

とで、「脱炭素災害時も活用」ということで記事があったんですけれども、環境省では、避

難所となる公共施設や災害時に司令塔機能を果たす役場への太陽光パネルなどの再生可能エ

ネルギーの導入を進めているということで、ぜひともやっていただきたいと思いますけども。 

  2020年に始められた設置費用が補助事業ですけども、昨年末で26自治体の計114施設で利

用されているようですけども、事業は太陽光パネルや蓄電池のほか地中熱や温泉熱といった

未利用のエネルギー活用設備などを導入する自治体には費用の一部を補助するということで

書いてあったので、ぜひとも利用させていただいたらどうかなと思いますけれども、いかが
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でしょうか。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） 以前からバイオマス等いろんな温泉の熱利用したり、いろんなところ、

島田市もやっているんですけども、ソーラー、蓄電池まで兼ねた、国のほうでそういった方

針もあるんだろうと思うけど、今の施設状況考えて、うちの場合はソーラー、そこに置いて

あるんだけど、役場は。 

  これからの対応の中で、補助対応、また、よければ、そういった意味で避難所施設等には

やっぱりいろんなことの中で、また考えていけばいいなと思っています。 

  とにかくうちの町も本当に前の議員さんもいるんだけど、木を使っていないから、燃料と

か、昔からいろいろ言っている方も、いろいろで、なかなか供給ができないから、なかなか

できなかったのかなといろいろ思ったりして。 

  いろいろ国のほうからの補助、どっちにしても脱炭素、カーボンニュートラルの関係でそ

ういった燃料、そういった電気をということで進めていることは間違いないことですので、

ＳＤＧｓ、持続可能なことはやはりまた考えて、いい補助金の使い道の中で考えてまいりた

いと思っています。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 次の介護保険のほうですけれども、これも昨日の新聞記事なんですけ

れども、全国にある特別養護老人ホーム、特養など高齢者向けの施設の60％が介護職員の確

保が難しくなったということで、高齢者向け施設の施設長らでつくる21世紀老人福祉の向上

を目指す施設連絡会というところで調査した結果ですけれども、人材確保に有効と思うこと

を尋ねると、1,577施設で介護職員の所得の増加を上げたということです。団体の担当者は、

本来は職員の処遇改善などに使われるべき費用が、職員募集の広告や人材紹介会社に流れて

おり、目的に使われないのは問題だと訴えたことが載っていました。 

  しかし、当町の介護施設の状況を見ると、人材確保の最大の原因は、人手不足、時間外労

働の下で誇りを持って仕事ができない、また、低賃金等の不満がたくさん寄せられています。

処遇改善に向けた町の調査や資格取得の支援など、もっともっと進める必要があると思いま

すが、町長の前向きな答弁をお願いします。 

○議長（杉山広充君） 高齢者福祉課長、海老名重徳君。 

○高齢者福祉課長（海老名重徳君） 議員おっしゃっているのは、ベースアップ加算も介護保

険制度の中でございますし、実際に人材がお金のことだけで、要は待遇面だけでこの町が、

じゃ、改善できるのか、介護職が確保できるのかという問題でもないように考えてございま

す。それも含めて、今後、関係機関にお話を伺いながら、検討してまいりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 国に対して、今回進めようとしている介護保険料や利用料の値上げや
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サービスの切捨てなどを中止するように要望して、さらに進んで、国庫負担の思い切った増

額を求めるような、国へ時々行ってくださっているので、そのようなお願いはできないでし

ょうか。 

○議長（杉山広充君） 高齢者福祉課長、海老名重徳君。 

○高齢者福祉課長（海老名重徳君） 申し訳ありません、先ほども申し上げましたけれども、

先ほど議員がおっしゃった事柄、例えばケアプランの有料化とか、介護保険の給付を介護度

２以上にするとかというのが決まっておりませんので、今の段階で、それをこういう場で議

論するのはちょっと難しいかなというふうに考えます。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 介護負担のことは、新聞報道でも上がるというのか、そういうことを

狙っていますよということは言っているので、多分そういうふうなことになるんじゃないか

と思うんですけれども、そういうところで対策を今から考えておいたらどうかしらと思った

んですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（杉山広充君） 高齢者福祉課長、海老名重徳君。 

○高齢者福祉課長（海老名重徳君） 申し訳ありません、現段階でそういう国から文書等が来

ているわけではございませんので、すみません、お答えがなかなかできないのが現状なので、

ご容赦いただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） それも理解はできるんですけれども、これからはやっぱり言っていか

なければ、そのまま通ってしまうのではないかと思われるので、ぜひとも下がるように、ぜ

ひぜひお願いしたいですけれども。 

○議長（杉山広充君） 町長、薗田靖邦君。 

○町長（薗田靖邦君） この介護保険というのは、ある程度見切りのところから始めたところ

もあると思うんですけども、やはり上位の中で整えて、国全体を考えて、こういった保険制

度もつくったということ。国民健康保険も最後のとりで、介護保険もこの頃は最後のとりで

かなと、こんなことも私も思っています。こうやって介護受ける方が増えてきて、若者が減

って、それで今、介護する人もいなくなって。 

  不思議と、国が成長をしているときって、割と介護をやる人少ない。国がある程度経済が

安定していないと増えるという、これ松岡先生に聞いたんだけど。要はそういった意味も含

めて、やっぱり国中心にいろんなことを考えてやっている保険制度ですので、それに倣って、

私が国へ陳情へ行って安くしてくれと、そういったものじゃない。 

  だから、いろんな意味含めて、これからの対応の中で、国に倣えじゃないですけど、国の

お達しも来るだろうし、その中で、町も整えてやっていきたいと思っています。 
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○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 若いスタッフの確保のために育成していくとか、資格取得への取組な

どは考えておられませんか。 

○議長（杉山広充君） 高齢者福祉課長、海老名重徳君。 

○高齢者福祉課長（海老名重徳君） 実を言いますと今年度２回ほど介護事業者の皆さんにお

集まりをいただきまして、御承知のとおり、介護に関わる資格といってもいろいろございま

す。生活援助従事者に始まり、初任者、実務者、その上が介護福祉士、その一番上が認定介

護福祉士というのがあるんですが、じゃ、どの職種がどのぐらい欲しいのか、各事業所さん

に伺ってきております。そういったものを含めまして、来年度事業化できるかどうか、関係

機関と調整をしております。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） ありがとうございます。 

  今回の台風15号で私たちはふだん何げなく私たちの町は大丈夫かなと思っていたのが、も

っともっと注意を広げていかなくてはと考えるようになりました。 

  今回受けた被害を十分に検証して、二度と再び災害時犠牲者を出すことのないよう、また、

河川への土砂堆積やのり面崩落などの災害となるようなことがないよう強く要望して、私の

質問を終わります。 

○議長（杉山広充君） これで大竹勝子君の一般質問を終わります。 

  以上で一般質問を終わります。 

  ここでしばらく休憩といたします。再開は４時25分といたします。 

 

休憩 午後 ４時１４分 

 

再開 午後 ４時２５分 

 

○議長（杉山広充君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第２ 議案第５２号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行

            に伴う関係条例の整備に関する条例につい

            て 

◎日程第３ 議案第５３号 川根本町職員の高齢者部分休業に関する条

            例の制定について 
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○議長（杉山広充君） 日程第２、議案第52号、地方公務員法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例について、及び日程第３、議案第53号、川根本町職員の高

齢者部分休業に関する条例の制定についてを一括議題とします。 

  第１常任委員長から報告を求めます。第１常任委員長、澤西省司君。 

○第１常任委員長（澤西省司君） それでは、本定例会で第１常任委員会に付託されました事

件について、会議規則第77条の規定により報告いたします。 

  12月１日の本会議において、議案第52号、地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴

う関係条例の整備に関する条例について、及び議案第53号、川根本町職員の高齢者部分休業

に関する条例の制定について、以上２議案について第１常任委員会が付託を受け、審査を行

いましたので、その経過と結果について報告いたします。 

  令和４年12月２日金曜日、午前９時から10時15分まで審査を実施いたしました。審査の場

所は川根本町役場本庁３階大会議室、出席者は私を含め第１常任委員会委員６名全員、傍聴

者は第２常任委員会の委員１名と一般の傍聴者１名でした。説明員として秋元副町長、山田

総務課長、和田行政庶務室長、芹澤主幹が出席しました。 

  議案第52号及び議案第53号は、地方公務員法の一部改正に伴い、職員の定年を段階的に65

歳まで引き上げるに当たり、関係する条例を整備するものです。 

  審査は、担当課から詳細説明を受け、それに対する質疑応答という形で進めました。 

  主たる内容を抜粋して報告いたします。委員会審査報告書のページを御覧ください。 

  質疑。60歳以後の働き方については、職員個々の状況により対応が違うと思うが、いかが

か。 

  答弁。職員の体調や家族の状況により短時間勤務制度等の選択も可能である。 

  質疑。定年年齢の引上げにより、本来退職するはずだった職員が残ることになるから、若

い職員が採用されないのではないか。 

  答弁。一時的に職員数が増えることを想定しているが、毎年一定の職員補充は組織として

必要不可欠である。一定数の職員を採用しても、令和11年度をピークに以後の職員数は減少

していく見込みである。 

  質疑。年齢到達時において、対象となる職員にはどのように説明していくのか。 

  答弁。59歳に達する年度内に定年延長制度や60歳以後の給料や各種手当などの情報を説明

し、60歳以後の勤務の意思確認を行っていく。 

  質疑。60歳以後の職員の給料は、これまでの再任用職員と比較して増えるのか。 

  答弁。給料は説明のとおり、前年度末給料月額の７割水準となる。賞与は、一般職と同様

の扱いであり、これまでの再任用職員とは異なる。 

  質疑。当町では、早期退職優遇制度はあるか。 

  答弁。早期退職優遇の制度はない。 

  以上であります。 
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  質疑の後、それぞれの議案について討論、採決を行いました。２議案とも討論はなく、採

決を起立によって行い、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上、議案第52号及び議案第53号の、委員会付託に関する第１常任委員会の審査経過と結

果の報告を終わります。 

  以上でございます。 

○議長（杉山広充君） 委員長報告が終わりました。 

  これから委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから議案第52号の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第52号を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  お諮りします。 

  本案に賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（杉山広充君） 起立全員です。 

  したがって、議案第52号、地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整

備に関する条例については、委員長報告のとおり可決されました。 

  これから議案第53号の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第53号を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  お諮りします。 

  本案に賛成の方は起立を願います。 
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（賛成者起立） 

○議長（杉山広充君） 起立全員です。 

  したがって、議案第53号、川根本町職員の高齢者部分休業に関する条例の制定については、

委員長報告のとおり可決されました。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第４ 議案第５４号 川根本町簡易水道事業の設置等に関する条

            例の制定について 

◎日程第５ 議案第５５号 川根本町簡易水道事業基金条例の一部を改

            正する条例について 

◎日程第６ 議案第５６号 川根本町特別会計設置条例の一部を改正す

            る条例について 

◎日程第７ 議案第５７号 川根本町簡易水道事業給水条例の一部を改

            正する条例について 

○議長（杉山広充君） 日程第４、議案第54号、川根本町簡易水道事業の設置等に関する条例

の制定についてから、日程第７、議案第57号、川根本町簡易水道事業給水条例の一部を改正

する条例についてまでの４議案を一括議題といたします。 

  簡易水道事業会計特別委員長から報告を求めます。簡易水道事業会計特別委員長、中原緑

君。 

○簡易水道事業会計特別委員長（中原 緑君） それでは、本定例会で簡易水道事業会計特別

委員会に付託されました事件について、会議規則第77条の規定により報告いたします。 

  12月１日の本会議において、議案第54号、川根本町簡易水道事業の設置等に関する条例の

制定についてから、議案第57号、川根本町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例につ

いてまでの４議案の付託を受け、審査を行いましたので、その経過と結果について報告いた

します。 

  令和４年12月２日金曜日、午後１時から午後１時55分まで審査を実施いたしました。審査

の場所は、川根本町役場本庁３階大会議室。出席者は私を含め委員11名で、オブザーバーと

して杉山議長に御出席いただきました。傍聴者は、一般の傍聴者２名でした。説明員として、

山田総務課長、梶山くらし環境課長、神谷生活環境室長、小林主幹が出席しました。 

  議案第54号から議案第57号は、総務大臣通知公営企業会計の適用のさらなる推進により、

当町におきましても公営企業会計移行に当たり、地方公営企業法の規定に基づき条例の制定

及び一部改正を行うものです。 

  審査は、担当課から詳細説明を受け、それに対する質疑応答という形で進めていきました。 

  主たる内容を抜粋して報告いたします。委員会審査報告書を御覧ください。 
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  質疑。水道事業の公営企業会計への移行は必ずしなければならないのか。罰則があるのか。 

  答弁。平成27年、総務大臣通知、地方企業会計の適用の推進等により移行を進めてきた。

会計制度が変更することになるが、基本は今までと同様である。３万人未満の簡易水道事業

においても移行が必要となるが、罰則はない。 

  質疑。減価償却における資産価値は行ったのか。 

  答弁。手続上処理はしている。 

  質疑。法の適用区分において、今後全部適用しなければならないか確認したい。 

  答弁。現況は一部適用として対応していくが、現状では全部適用までの要請はない。 

  質疑。一般会計の繰入金について確認したい。 

  答弁。移行後も人件費50％、工事費10％、災害費100％の、現行どおりである。 

  質疑。今後の水道料金について確認したい。 

  答弁。令和３年度に改正を行っており、３年を目安に収入や将来の状況を加味しながら見

直しについて検討していく。次回は令和６年度に予定している。 

  質疑。安定した供給ができるよう、水源地の整備は早急に対応してほしい。 

  答弁。担当としても水源地整備の必要性は感じている。安定して供給できるよう水源の見

直しも含めて検討していきたい。 

  以上であります。 

  質疑の後、それぞれの議案について討論、採決を行いました。４議案とも討論はなく、採

決を起立によって行い、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上、議案第54号から議案第57号までの委員会付託に関する特別委員会の審査経過と結果

の報告を終わります。 

○議長（杉山広充君） 委員長報告が終わりました。 

  ここで申し上げます。 

  本日の会議時間は、議事進行の都合によりあらかじめ延長をいたします。 

  御了承ください。 

  これから委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから議案第54号の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 

  ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） ６番、日本共産党の大竹勝子です。ただいま議題となっております議
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案第54号、川根本町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定についてに対して、反対の立

場から討論を行います。 

  去る２日に開かれた簡易水道事業会計特別委員会における審査の折にただしたところ、く

らし環境課長より、この移行が料金の値上げに直結するものではない旨の答弁がなされたた

め、私は閉会後の全協の説明を受けた翌日の委員会審査ということでもあり、十分な調べが

できていないこともあり、委員会採決では賛成しましたが、その後、同様の移行を済ませて

いる島田市の議員より移行後の状況を聞いたところ、料金の値上げが繰り返され、住民から

批判の声が絶えないとの話を聞きました。インターネットで見ても多くの自治体で料金値上

げが繰り返されていることを知りました。 

  このことは当町においてもかつて公会計化も控えており、管路等の老朽化も進んでいて、

今後徐々に料金引上げを図る必要がある旨の考えが示されていることからも、今回課長より

値上げにつながるものではないとの答弁がされたことを確実に裏づけできる手だてを示して

いただく必要があったとの思いが強く、そのための唯一の方法であると考える一般会計から

の繰入率の引上げについて、何らかの約束を得ないまま賛成したことに強い不安を感じてい

たものです。 

  本案は、町が設置している簡易水道事業について、これまで町が行ってきた特別会計の形

での運営を地方公営企業としての運営に切り替えるとするものです。予算も決算も現行の歳

入歳出予算並びに決算という形から、公営企業会計の方式に移行して、現行の単式簿記から

複式簿記に変更されます。これに伴って、歳入歳出の金額だけでなく、資産、負債の額や増

減等についても明示され、現金主義による記帳から発生主義による記帳となると説明されて

います。この点に限れば、現行の仕組みと比較して、内容を読み取るのに、これまでにない

知識や技術を必要とするといった点はあるとしても、より経営の全体像を把握しやすくなる

のは疑いありません。 

  このことが、私たち町民の立場からすると公営企業会計の移行によって経営の企業化が強

まり、これまでに増して独立採算の原則が重視され、結果的に給水料金の引上げなどにつな

がるのではないかといった懸念が拭い切れないのも確かです。これまでも当町の簡易水道施

設の老朽化は著しく、毎年改修工事費はかさむ一方です。 

  また、当町は、都市部と違って人口密度が低く、管路などを敷設するにも同じ給水人口へ

の施設を整備するのに、より多額の経費が必要です。維持管理の修繕料や工事費については、

現在10％しかない一般会計からの繰入率を今のまま変えないとすれば、値上げは避けられず、

ただでさえ所得水準が低い当町においては町民にとって耐え難い負担となるのは火を見るよ

り明らかです。 

  独り暮らしのお年寄りや国民年金以外に収入が見込めない弱い立場の高齢者、零細業者や

子育て世帯など、この町を支えておられる住民にとって住みにくい町となり、人口減少に拍

車をかけることにもなりかねません。一般会計からの繰入れについては、日本共産党として
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県の担当者に確認したところ、一律に完全な独立採算を義務づけるものではなく、一般会計

からの繰入れを禁ずるものではないという回答を得ています。 

  公営企業会計への移行に伴い、住民負担を増やさず、健全な会計運営を確立するためにも、

命の水を確実に提供する責務を負う自治体として、多額に上ると予測される管路や浄水設備

などの整備に要する工事費については、広範な国土を少数住民で懸命に守り、大井川下流域

への豊富な水の供給源になっているなど、過疎地域の住民が担ってきている役割や過疎地域

の課題などを国に示し、施設の維持管理費への国庫補助率の増額や国土強靭化の一環をなす

と考えられる管路の耐震化等には、一層高率な国庫補助率を求めるとともに、町も過疎債な

ど可能な限り財源確保に努めることはもちろん、一般会計からの繰入率をせめて50％に引き

上げるなどして、利用者、住民の負担を抑え、健康で文化的な最低限度の生活を支え、命の

水を町の責任において守り抜けば、町長が常々強調しておられる安心・安全な町や、安心し

て住み続けられる町など、魅力あるまちづくりにより人口を増やしていけるのではないでし

ょうか。 

  以上の理由から、委員会における審査の中では賛成の態度を取りましたが、先行して移行

した自治体の実情を聞いたり、様々な情報を総合して考え直してみた結果、賛成すべきでは

ないことを考えるに至りました。同時に、町民の多くが抱く懸念や不安を払拭する明確なメ

ッセージを伴わない本案については、残念ながら賛成できないことも申し上げ、本案に対す

る私の反対討論とします。 

○議長（杉山広充君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

  ４番、澤西省司君。 

○４番（澤西省司君） ４番、澤西省司です。賛成の立場で討論いたします。 

  令和５年４月１日から簡易水道事業特別会計が公営企業会計に移行するというものですが、

会計方式を適用するもので、水道事業そのものは変わりません。公営企業会計移行後は、事

業活動に係る費用と収益及び翌年度以降の事業活動の基となる資産と負債等との関係から、

貸借対照表及び損益計算書を作成、分析することで、経営の方向性や水道事業全体像を把握

できるようになります。 

  水道料金は、今後の水道事業を見据えて３年から５年に１回見直しが必要なことは、公営

企業会計移行後も変わりません。水道事業を長期的に安定した維持可能なものにしていくた

めの公営企業会計であると判断して、賛成討論といたします。 

○議長（杉山広充君） ほかに討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第54号を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 



－133－ 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  お諮りします。 

  本案に賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（杉山広充君） 起立多数です。 

  したがって、議案第54号、川根本町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定については、

委員長報告のとおり可決されました。 

  これから議案第55号の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第55号を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  お諮りします。 

  本案に賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（杉山広充君） 起立全員です。 

  したがって、議案第55号、川根本町簡易水道事業基金条例の一部を改正する条例について

は、委員長報告のとおり可決されました。 

  これから議案第56号の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第56号を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  お諮りします。 

  本案に賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長（杉山広充君） 起立全員です。 

  したがって、議案第56号、川根本町特別会計設置条例の一部を改正する条例については、

委員長報告のとおり可決されました。 
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  これから議案第57号の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第57号を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  お諮りします。 

  本案に賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長（杉山広充君） 起立全員です。 

  したがって、議案第57号、川根本町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例について

は、委員長報告のとおり可決されました。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第８ 議案第７１号 令和４年度川根本町一般会計補正予算（第

            １１号） 

○議長（杉山広充君） 日程第８、議案第71号、令和４年度川根本町一般会計補正予算（第11

号）を議題といたします。 

  本案について質疑ありませんか。 

  ６番、大竹勝子君。 

○６番（大竹勝子君） 議案第71号について、電車代行バスの３便増発に640万円の補助金を

支出することになった経緯と、町として補助金を支出する法的もしくは制度的な根拠と、金

額の積算根拠を具体的に説明お願いします。 

  ２番目に、バスによる代行輸送はあくまでも緊急避難的対応であり、一日も早い鉄道輸送

の復旧こそが求められています。大鐵本線、家山－千頭間の被災状況は、実際のところどの

ようになっていて、運行再開の見通しについて会社側からどのような形で説明を受けておら

れるのか、お答えをお願いします。 

  ３番目に、通勤や通学などで大鐵を利用していた住民などに限れば、代行バスの運行本数

が増加することで、運休による不便のかなりの部分は解消されると考えられますが、千頭駅

周辺をはじめとする町内の観光入れ込み客は、その少なくない部分は、ＳＬやトーマス号を

目当てにしている方々ではないかと考えられます。大鐵本線の一日も早い全線復旧は当町の

観光業をも左右する極めて重大な課題と言わなければなりません。町長はこれまでどのよう
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な形で早期の復旧を会社側や関係諸機関に働きかけてきたのか、具体的にお答え願います。 

  ４つ目に、この代行バスの運行に対して、補助金を支出するということについて、国や県

の財政的支援措置ないしは対応はどのようになっていますか、具体的に説明をお願いします。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） ただいまの質疑に対してお答えいたします。 

  まず１点目につきましてですけど、今回の補正内容につきましては、全協でも御説明させ

ていただいたとおり、当初大鐵のほうから示されました代行案につきましては、８往復16便

の計画でございました。その時刻表の中で、鉄道との接続に十分ではない時間帯があったこ

とを踏まえまして、町のほうとしましては、地域住民に対する利便性の向上を目的とし、ま

た観光客にも必要な交通手段の確保を図ることを強く要望した結果、３便増便していただい

た結果でございます。その３便につきまして、今回、町独自によります復旧に向けた災害支

援も含めた形で対応するものでございます。 

  また、経費の根拠等につきましては、３便の増幅に係る経費のほうにつきまして大鐵より

見積りをいただいている金額でございます。今回の補助金につきましても、事業費に対しま

して２分の１の負担率で予算640万円を計上しているものでございます。 

  ２つ目の質疑でございます。 

  こちらも当然一日も早い復旧を町も望んでいるところでございます。現在の災害状況はど

ういう状況かといいますと、沢からの土砂の押し出し、また線路等の洗掘などの被害状況が

あると聞いてございます。現段階では、復旧のめどが立っていないということから、今回家

山－千頭間におきましては鉄道の代行バス運行を行うという対応で対応していきたいという

旨を大鐵側から聞いているところでございます。 

  ３つ目の関係でございます。 

  町長がこれまでにどのような対応をしたのかということでございますけれども、先ほども

一般質問でお答えさせていただいているように、これまで町としましては10月25日に１日で

も早く全線の復旧を望んでいるということで大井川鐵道本社を訪れ、鈴木社長へ直接要望書

を手渡しているところでございます。また、11月18日には県知事に対し早期復旧と運行再開

に向けての支援要請、12月６日には国土交通省に対して全線復旧に向けた支援をお願いして

いるところでございます。 

  ４つ目の補助金に対する財政支援ということですけど、現段階では国や県の財政支援とい

うのはございません。今回は町費のみでの対応ということでございます。そのうち過疎債の

ソフト事業分が充てられるということから、それを活用して今回補正財源として充てている

ものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（杉山広充君） ほかに質疑はございませんか。 

  ６番、大竹勝子君。 
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○６番（大竹勝子君） 積算根拠を大鐵より示されたということで今、伺ったんですけれども、

要求された金額そのままで、もう少し安くならないかというふうなことは言ってはいないん

ですか。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） 現段階では、見積り金額に対しての２分の１補助という形

で予算を上げさせていただいてございます。当然、補助するに当たっては、運行経費から収

入分を差し引いた残りの金額に対して補助をするという形になりますので、実質的には今の

金額よりも下がる状況であるかと思いますけど、積算上のことについては現段階ではもう少

し値下げをしようというところまでは求めておりません。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ほかに質疑ございませんか。 

  11番、中原緑君。 

○１１番（中原 緑君） 最初のところで、この増便をした、要望した経緯が、地域住民の利

便性と観光客の増加を図るためということなのですけれども、まずその中にＳＬに連携して

いくとても重要な代行バスがあるのですけれども、そうしますと観光客の立場からすると、

やはり家山ではなくて千頭まで来てくださるということに対して、やはりこの３月までの期

間においてその予算の費用対効果というか、そういったことを狙っていくとすれば、具体的

にやはり観光客の目線で町としてこの３月までをどのように対応していくかというのはお考

え、計画などありましたら、伺いたいのですけども。 

○議長（杉山広充君） 観光商工課長、中野裕文君。 

○観光商工課長（中野裕文君） その間の観光対策という御質問かと思います。 

  大井川鐵道が全線再開するまでの間、地域振興策として誘客イベント等を実施していく予

定でありまして、現在計画を立てているところでございます。今回、大井川鐵道、ＳＬに接

続する便をお願いしているということで、地域住民の利便性と併せ、家山駅まで来た観光客

の皆様を千頭駅まで来ていただくことを目的としての今回増便ということでございます。 

  そのような関係で、全線再開するまでの間、誘客イベント等は計画していく予定でござい

ます。 

  以上です。 

○議長（杉山広充君） ほかに質疑はございませんか。 

  ５番、石山貴美夫君。 

○５番（石山貴美夫君） ただいまの質問に関連しまして、実際に利用されている実態につい

て調査されるかどうか。きちっと調査して３月末まで調査されて、それでその結果を報告し

ていただきたいと思うのですが、いかがですか。 

○議長（杉山広充君） くらし環境課長、梶山正幸君。 

○くらし環境課長（梶山正幸君） 今回の鉄道の代行バス運行でございます。こちらにつきま
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しては、各便ごとの乗車人数、こちらについては大鐵側のほうから報告をいただくように求

めているところでございます。ですので、その利用状況を踏まえながら今後の在り方につい

ても検討していく必要があるのかと考えています。 

○議長（杉山広充君） ほかに質疑はございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第71号を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（杉山広充君） 起立全員です。 

  したがって、議案第71号、令和４年度川根本町一般会計補正予算（第11号）は、原案のと

おり可決されました。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第９ 発議第３号 川根本町議会の議員の議員報酬及び費用弁償

           等に関する条例の一部を改正する条例につい

           て 

○議長（杉山広充君） 日程第９、発議第３号、川根本町議会の議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  お諮りします。 

  本件は、会議規則第39条第２項の規定によって趣旨説明を省略したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は趣旨説明を省略することに決定いたしました。 

  なお、本件は全員が賛成者でありますので、質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りたい

と思います。 
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  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 異議なしと認めます。 

  したがって、質疑、討論を省略することに決定いたしました。 

  これから発議第３号を採決いたします。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 異議なしと認めます。 

  したがって、発議第３号、川根本町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第１０ 請願第１号 補聴器購入への補助制度の創設を求める請

            願 

◎日程第１１ 請願第２号 中川根第一小学校の全施設を町民が広く利

            用できる場所にすることを求める請願 

○議長（杉山広充君） 日程第10、請願第１号、補聴器購入への補助制度の創設を求める請願

及び日程第11、請願第２号、中川根第一小学校の全施設を町民が広く利用できる場所にする

ことを求める請願を一括議題といたします。 

  本日までに受理した請願は、お手元に配付しました請願文書表のとおりです。 

  お諮りします。 

  ただいま議題となっております請願２件については、11人の委員で構成する請願審査特別

委員会を設置し、これに付託して、閉会中の継続審査としたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 異議なしと認めます。 

  したがって、請願２件については、11人の委員で構成する請願審査特別委員会を設置し、

これに付託し、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎特別委員の選任 

○議長（杉山広充君） 引き続いて、特別委員の選任を行います。 
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  お諮りします。 

  ただいま設置されました請願審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第７条

第４項の規定により、議長を除く11人の議員を指名したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉山広充君） 異議なしと認めます。 

  したがって、請願審査特別委員会の委員は、議長を除く11人の議員を選任することに決定

いたしました。 

  特別委員会の正副委員長は、委員会条例第８条第２項の規定により、委員会において互選

することになっております。定例会閉会後に、議場で請願審査特別委員会を開催し、正副委

員長の互選を行ってください。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎閉  会 

○議長（杉山広充君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

  会議を閉じます。 

  これをもちまして、令和４年第４回川根本町議会定例会を閉会といたします。 

 

閉会 午後 ５時１１分 

 


